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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──９年前。


　数名の少年少女が山奥の廃はい病院の中に閉じ込められるという事件が起きた。





「アホゆーまっ！　点てん滴てき用ブドウ糖パックの中身を陰かげ干ぼしして砂糖を精製するとか意味不明だもん！」


「だって、みう、お前、ストロー挿さしてチューチュー吸う訳にもいかんだろ、気分的に」


　廃病院の朽くちた廊ろう下かを連れ立って歩きながら、短い髪かみの毛けをツンツン立たせた男の子・悠ゆう真まに、ツインテールの女の子・美み羽うが嚙かみつく。


　罵ののしり合いはするものの、険悪な雰ふん囲い気きはない。お互たがいが嫌きらいあってはいない証しよう拠こだ。


「ていうか、ブドウ糖パックに手を付ける程ほど、切せつ迫ぱくするまで閉じ込められたくはないの……」


「種が入ってるもんな……」


「ブドウ糖パックの中にはブドウ果肉とか入ってないの!!」


「マジで!?　俺、ブドウ糖パックは、なっちょん的な物の一種だと思ってたわ……」


　なっちょんはフルーツジュースの商品名である。


「ゆーま馬ば鹿か過ぎるもん……」


「はぁ!?　馬鹿って言う奴やつの中で、子供を可愛かわいがる奴が親馬鹿なんだぞ？」


「途と中ちゆうから馬鹿関係なくなって、ただの親馬鹿の説明になってるの!?」


　取りあえず、周囲が見たら２人とも馬鹿だとは思うかもしれない。


　ともあれ、悠真はともかく、美羽の方はそのやりとりが何だかとても楽しそうだった。


　と、そこへ、廊下の角の悠真にだけ見える角度から手がにゅっと伸のびて、ちょいちょいと悠真を呼んだ。


「？」


　そちらの方へ歩いていく悠真に美羽は気付かず、途中まで歩いてから隣となりに彼がいなくなっていることが分かって『？』となった。


　一方の、悠真の方は廊下の角を曲がって呼ばれた方へ行くと、そこには黒くろ髪かみセミロングの少女がいた。


「しおんちゃん？　なに？」


「う、うん、実は地下の倉庫にミネラルウォーターを取りに行こうと思ったのだが、その……不気味で怖こわ……いや、荷物持ちが必要でなっ」


「ああ……じゃあ、手伝うよ」


　安心して歩き出す紫し苑おんと、並んで歩く悠真。


「薄うす暗ぐらいし、怖いのではないか、ゆーま？　何だったら手を繫つないでやってもいいのだぞ？」


「平気だよ」


「なっ……！　や、やせ我が慢まんをするな、馬鹿者。古い病院には幽ゆう霊れいさんが出るかもしれんだろうが」


「え？　マジ？　俺、幽霊とか見たことない。ちょっと先行って見てくるよ！」


「うわあ、馬鹿!!　お前の馬鹿！　駄だ目めだ馬鹿！　お前を放置するとお前が危ない！　お前の為ために仕方なく手を繫いで私の管理下に置く！」


　流石さすが１つ年上だけあって、管理下とか難しい言葉を紫苑は知っているなと、悠真は感心しながら強ごう引いんに手を繫がれた。


　その温ぬくもりに紫苑は心の底から安あん堵どする。


　それが彼自身の人ひと柄がらから発せられる温かさだと紫苑が気付くのは随ずい分ぶん後になってからである。





　地下からミネラルウォーターを取って戻もどってくる２人は手を繫いだまま、空いている方の手で１本ずつミネラルウォーターのボトルを持っている。


　と、廊下でばったり出くわしたおかっぱ頭の少女が、繫がれた２人の手に表情を曇くもらせた。


「ゆーまくん、何してるのっ？」


　７歳の椛はなである。


「水取ってきたんだよ、椛ちゃん」


「わ、わたしに言ってくれたら、て、手伝った……のに」


　ついつい声が険のある感じになってしまうのを止められず、椛が唇くちびるを尖とがらせた。


「ありがとう、椛ちゃん。でも、平気だよ」


　仲良しの椛に労いたわって貰もらったと感じた悠真は満面の笑えみを浮うかべるが、椛はゴキゲン斜ななめだ。


　椛は口の中で『平気じゃないよぅ……ゆーまくんのばか……』と毒づいて、面おも白しろくなさげに繫いだままの悠真と紫苑の手を見て、ぷいっとそっぽを向く。


　この頃ころ、この先辿たどる自分の運命を知らない椛は、まだメイドになる前の、ただの無む邪じや気きな恋こいする小さな少女だった。





　吹ふき抜ぬけになっているその廊下の上の階から、その光景をニヤニヤ眺ながめている少女がいた。


　彼女は悠真が１人になるのを待って、階段の手て摺すりにお尻しりを横向きに載のせ、シュルシュルと滑すべり降りてくる。


　そして。


「ど───────────ん!!」


「うわっ!?」


　丁度真下にいた悠真の背中に身体からだごとぶつかる。


「何すんだよ!?」


　突とつ撃げきしてきた少女は、長い髪をかき上げてふふんと笑った。


「ゆーまくーん。駄目だよ～、女の子を取っ替かえ引っ替え～」


「何言ってるんだよ……」


「ゆーまくんは、私のものなんだから、浮うわ気きは駄目ですよ」


「何言ってるんだよ!?」


「あははは」


　長い髪の少女が、赤面する悠真をからかって笑う。


　しばらくその笑顔を見ていた悠真は、少し呆あきれた口調で返した。


「……こんな状じよう況きようでよく笑ってられるよな、しかし」


「自分でもそう思う……でも、さ」


　人ひと懐なつっこい軽口を叩たたいていた少女の顔に、不意に僅わずかな影かげが差す。


「でもね、ゆーまくん。不思議なんだ。ここに閉じ込められてから会ったばかりなのに、私ね、ゆーまくんのことも、みんなのことも大好きだから……今、こうして、みんなでいること、何だか、私嬉うれしいんだよね……」


「……」


「あはは、こんなこと、みんなに聞かれたら怒おこられちゃうね」


「……ちょっとだけど、分かる気がするよ。閉じ込められたのは最悪だけど、俺も、みんなに会えてなんか嬉しい……と思う」


　少し吹き出すようにして、少女は微笑ほほえんだ。


　悠真は、その笑顔が大好きだった。


　太陽のように明るくて、綿毛のように優やさしくて……そして、蛍ほたるの瞬またたきのように切ない、笑顔が……。


　後に、彼の絶筆となる絵画『絶望の中で微笑む少女』のモデルになるその少女は、名前を……恋心こころ、といった……。


[image: ]












　人は皆みな、何かに閉じ込められている。


　社会に、家庭に、学校に、会社に、そして、自分自身に……。


　生きている限り、誰だれもがその檻おりの中から出ることは出来ない。





　この物語は、閉じ込められた密室の中で─────。


　恋と愛と知ち恵えを武器に、その檻を破り、自由の翼つばさを得ようともがく─────。


　─────少年少女達の戦いと恋れん愛あいの軌き跡せきである。
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　鍵けん翼よく高校から無事脱だつ出しゆつした高こう炎えん寺じ悠ゆう真ま達が目にしたのは、周囲を覆おおい尽つくす密林であった。


　無論、学校が最初から密林の中にあった訳ではない。


　彼らが登校したほんの数日前までは、街のど真ん中にある都会の学校だった。それがほんの数日、外界と隔かく絶ぜつされていただけで周囲は、椰や子しの木・ゴムの木・バナナの木と亜あ熱帯の植物のオンパレードで、校舎の周りは密生した樹木以外のものが見えない程ほどだ。


「ちょっとちょっと……ウチの学校いつの間にアマゾンに引っ越こししたなの？」


　氷ひよう藤どう美み羽うのポカーンと開けた口を指先で閉じさせた渡わた雷らい紫し苑おんが、厳しい表情をする。


「もしくは、近所の植物が異常成長したか、だな」


「もしくは、近所の植物が異常成長したので、通いづらくなってアマゾンに引っ越したか、かな」


「より通いづらくなってるの!?　悠真、全く意味が分からないの!!」


　日本からアマゾンへの転校生達が揉もめている中、彼らの後ろから校舎を出てきた闇あん城じよう千ち早はやが久しぶりに肌はだに感じる外の熱を孕はらんだ風に眼めを細めて言う。


「とにかく……ちょっと辺りを見て回らない？」


「そうですね」


　千早に頷うなずいたのは、並んで校舎から出てきた高炎寺乃の々のと岩いわ井い椛はなの２人だ。





　何があるか分からない為ため、手分けして探たん索さくするのは危険そうだという一いつ致ちした見解の下、揃そろって正門をくぐると、その先はもう完全にジャングルである。


「悠真、足あし下もとに木の根が伸のびていて危ない。私と腕うでを組んで歩いた方がいい」


「あ、ああ……。あの、紫苑先せん輩ぱい、胸が腕に当たってるんですけど」


「当てているのだ。嬉しいだろう？」


「え、あ、はあ、めっちゃ」


「うむ。何というえっちな男だ。破は廉れん恥ちな。信じがたい。お前のようなえっちな輩やからを許してやれるのは私ぐらいなものだ。私が恋こい人びとでよかったな、悠真」


「うん……」


「お前はえっちだが、恥はじることは何もない。お前のえっちは私に向けられるものなのであって、私が全すべて受け入れる以上、誰に迷めい惑わくがかかるものでもないのだからな。私がいて良かっただろう、悠真？」


「良かった、けど、あんまり、お前はえっちお前はえっち連呼しないでくれるかな……」


　淡たん々たんと真顔で言い続ける紫苑に、悠真の方がいたたまれない気持ちになってきていた。


　その会話が繰くり広げられる間、自分も腕を組みたい……いやどっちかというと手を繫つなぎたいというアピールを、悠真の前を手をぐっぱーぐっぱーさせながらウロチョロすることでかましていた美羽であったが、悠真は紫苑への対応で手一いつ杯ぱいだった為、美羽がとうとうブチ切れた。


「悠真の馬ば鹿か！　鈍どん感かん！　大っ嫌きらい！」


　涙なみだ目めの美羽が悠真に怒ど鳴なってダッシュして木こ陰かげに消えていく……かと思ったが、途と中ちゆうで悲しみに脚あしが止まり、木陰に身を隠かくしたが全然隠れられていない。


「……」


「……」


　半分近く隠れていない状態で、美羽は悠真の方をジッと見てきて、無言で見つめ合う悠真と美羽。


「悠真、気のせいか、奴やつはお前に引き留めて欲しいのではないかな？」


　紫苑の言葉に、悠真はちょっと考えて、美羽の所へ歩いていく。


「し、しょーがないなの！　ゆ、悠真が謝るのなら許してあげるもん」


「悠真を口くち汚ぎたなく罵ののしって謝りもしないような輩とはこれ以上話さない方がいい。さ、悠真、行こうか」


　上うわ目め遣づかいで可愛かわいく唇くちびるを尖とがらせた美羽であるが、悠真が移動すると一いつ緒しよにくっついてくる紫苑には通用しないどころかカチンと来させ、スッパリ切り捨てられて、美羽はガァン!!と激しいショックを受けた。


「ま、待ってなの、悠真!!　酷ひどいこと言ってごめんなさい……き、嫌わないでぇ……」


「嫌わないって。それより、お前、急にダッシュしたりすると危ないぞ。ほら、手」


「悠真ぁ……ぅぅぅ……悠真なんか大……小嫌きらいだもんっ……ぅぅ」


「こらあっ、俺の腹で顔拭ふくなよっ！」


　そんなやりとりを後方からずっと黙だまって見ていた人々の冷たい視線があった。


「兄さん……？　さっきから、何だか非常に気になっていたんですが、その矢や鱈たらとイチャイチャした感じは何なのですか？」


「そうですよ、坊ぼつちゃんっ。女性と腕を組む坊ちゃんなんて、椛は見たくありません！」


「そういえば、あそこから出られたってことは、恋愛成じよう就じゆしたってこと……なんだよね？」


「「「……ということは？」」」


　自分で指し摘てきした千早も含ふくめ、３人の厳しい視線が悠真達に向く。


「え、えっと、その、こ、これは、なの……。なんて言うか、つまり、一言で言うのは難しいんだもん……」


「私と悠真は恋こい仲なかになったのだ」


「一言で言い切ったもん!!」


「あと、ついでに美羽もだ」


「おまけみたいな言われようなの!!」


「何をそんなに興奮しているのだ、美羽？　まあ、そういう訳だから、私のことは『義姉ねえさん』と呼んでもいいのだぞ、乃々？」


「紫苑先輩……乃々の額の血管が今にも切れそうなの……」


「うちの妹は、本気で怒おこると超ちよう笑え顔がおだからかえって怖こわいんだよな……」


　と、乃々はスタスタ歩きざま、美羽、悠真、紫苑の足を順番に踏ふんで、フンッとそっぽを向きながら怒った声を出した。


「ラブラブのたくた歩いてるような兄さんなんて知りません。行くわよ、椛、千早くん」


「はい、乃々お嬢じよう様さま」


「う、うん……」


「千早が寝ね取とられる!!……すみません」


　悠真が最後謝ったのは、乃々に無む茶ちや苦く茶ちや睨にらまれたせいである。





　　　　＊





「……完かん膚ぷ無きまでジャングル、だな」


　密生する亜熱帯の木々を縫ぬうように歩く悠真の言葉に、紫苑と美羽が頷いた。


「歩けども歩けども、元の市街地の面おも影かげはない……となると、学校の周囲が変化したのではなく、短期間に丸々移築したというのも考えづらい。つまり、我々は鍵翼高校を模した所に閉じ込められていた、という訳か」


「じゃあ、ここはどこなの？」


「分からんが、少なくとも……海の近くではあるようだな」


　耳じ朶だを打つ波の音と鼻び腔こうをくすぐる潮の香かおりが、紫苑にそう言わしめる。


　程なくしてジャングルを抜ぬけると、どこまでも白い砂すな浜はまが広がっていて、キメの細かい砂が靴くつ越ごしでも足に心地ここちよくキュッキュッと踏み鳴らされた。


　当然、砂浜の先には……。


「海だ────────────────!!」


「それも南国特有の透とう明めい度の高いオーシャンブルーの海なの!!」


「お前達、そんなに海が珍めずらしいのか……!?」


　テンション上がって駆かけ出す悠真と美羽に引っ張られるようにして紫苑も海辺まで走った。先に砂浜に出ていた乃々達も胸むね一いつ杯ぱいに潮風を吸い込んで、少し開放感に浸ひたる。


「よっしゃ！　海沿いに歩いていけば、そのうち助けを求められる誰だれかかそれっぽい施し設せつにぶち当たるだろ！　幼女がいっぱい出てくる物の本で読んだ事がある。よし、行こう！　行こうぜ、みんな!!」


「今ひとつその文ぶん献けんの信用性が、修しゆう飾しよく語によって乏とぼしくされているようにも思うが、まあいい。その例言自体に誤りはないしな」





　随ずい分ぶんと歩き、日が高く上り、更さらに徐じよ々じよに傾かたむき始める頃ころ。


　無意味に乃々が美羽や紫苑に肩かたをぶつけたり、炎えん天てん下かの行軍に渇かわいた喉のどを潤うるおすべく汲くんだ湧わき水をお互たがいわざとこぼして顔面にぶっかけあったりと地味な嫌いやがらせを受け合い続けた結果。


　異常な程にギスギスした雰ふん囲い気きに耐たえきれなくなった千早が、お追つい従しよう笑いで柔やわらかな会話を探さぐる。


「な、何か、こう、空気悪い、ね」


「あら、誰かさんの蒸むれたスパッツとか黒タイツが匂におうんじゃないですか？」


「っ!!　ふ、ふんっ、誰かさんの薄うす汚ぎたない縫いぐるみの方が臭くさいと思うもん」


「あら、兄さん!!　誰かさんが、兄さんのプレゼントしてくれた大切な思い出の品をｄｉｓりましたよ～？　兄さんを貶けなしたも同然ですね～？」


「美羽、謝れ。悠真を侮ぶ辱じよくする輩は誰であろうと私が許さん」


「し、紫苑先輩に命令される謂いわれなんかないもんっ!!　大体、紫苑先輩の黒タイツが匂ってるのが悪いんだもん!!」


「あ、あの、皆みなさん、喧けん嘩かはやめましょうよ……」


「「「椛は黙って（なさい）（るもん）（ろ）!!」」」


「ひぅ……」


　苦く笑しようして取りなそうとした椛は３方向から怒鳴りつけられて、涙目で身を縮こまらせた。


「……なあ、それよりさ」


「「「何なん（ですか）（だもん）（だ）!?」」」


「気のせいかな。何か砂浜に、俺らの足あし跡あとらしきものが見えてきた気がするんだが……」


　途中、岩場や崖がけを経由し、どこか見覚えのある砂浜に辿たどり着いた悠真が、きっちり人数分の足跡がジャングルから伸びて、砂浜を波打ち際ぎわ沿いに伸びていくのを目で追う。


「ちなみに、さっきの本だと、一周しちゃうとそこは小さな島だってことが書いてあった訳だが……」


「幼女の本なんかに頼たよらなくても、一周しちゃったら、どう考えてもそこは島なの!!」


「ちょっと待て、悠真、美羽。つまり、だ。学校を脱だつ出しゆつしたと思ったら、今度は……」


「〝絶海の孤こ島とうに閉じ込められた〟、ということですかね？」


　誰も口にしなかった言葉を椛がスパッと言うと、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい虚きよ脱だつ感に襲おそわれて、全員が砂浜に両手両りよう膝ひざを突ついてorzのポーズを取らざるを得なくなった。





　──そう。


　彼らは、この１週間というもの。


　絶海の孤島に建つ、学校の中に閉じ込められていたのである……。「よかった……俺が絶ぜつ滅めつせずに済んだ……」













[image: ]

















　空腹感に精神状態が移行した為ために、脱だつ力りよく感から嫌いや々いや脱することの出来た悠ゆう真ま達は、高校まで戻もどるのが面めん倒どう臭くさくなり、ジャングルに自生しているバナナの木やマンゴーの木から、果物をもいで食していた。


　その果物取りの最中、椛はなが奇き妙みようなことを言い出す。


「……あの、何か、人の声、みたいなものが聞こえませんでしたか？」


「友人同士の罵り合いが聞くに堪たえず、お前の聴ちよう力りよくが異常を来きたしているのは同情を禁じ得んが……」


「違ちがいます、坊ちゃん！　乃の々のお嬢様達の喧嘩する声はイヤという程ほどちゃんと聞こえております！　そうではなくて、何だか、遠くから叫さけぶような声が……」


「近くで叫ばれると若じやつ干かん厄やつ介かいだからな、その方がよかろう？」


「そういう問題ではないんです、坊ちゃん!?」


「あれ、椛も聞いたなの？　あたしも森の中から聞こえた気がして、ちょっと気味が悪いって思ってたんだもん」


「ああ、実は俺も聞こえていた」


「じゃあ何で空耳扱あつかいしたんですか、坊ぼつちゃん!?」


「だって、何だか聞こえたことにすると気味が悪いし……」


「坊ちゃんのチキン！　あっ、うそですうそです、ごめんなさいっ！　スカートめくらないでっ!!」


　連続スカートめくりの刑けいに処された椛が、半泣きで逃にげ回る。


「悠真、椛、遊んでないで得体の知れない声の正体を突き止めに行くもん」


「ちょちょちょちょちょ、ちょっと待て。そんな得体の知れない場所に悠真を連れて行くのかっ？　私は賛同出来んぞっ」


「紫し苑おん先せん輩ぱい、何でそんな声が震ふるえてるなの？」


「ばばばばば、馬ば鹿かを言え！　震えてなどいない！」


「ひょっとして、怖い……なの？」


「何だその人をおちょくるような目は!?　おい、悠真、何とか言ってやれ!!」


「紫苑先輩は俺が守るから、大だい丈じよう夫ぶだよ」


「わっ、私がお前を守るのに、その私がお前に守られてどうする!?　大体、お前は無理してそういうことを言う必要はないのだ。背せ伸のびをしないお前がいいのだからな。だがまあ、たまに背伸びをしてしまう悠真も悪くはない」


　珍しく狼ろう狽ばいする紫苑だが、すぐに自分を取り戻して、素す直なおクール全開でそう言う。


　勿もち論ろん、そうは言いつつへっぴり腰ごしで悠真につかまって移動する訳であるが。





　　　　＊





　森の中の少し奥まった所には、ゴツゴツとした岩いわ肌はだの小さな山のようになっている場所があった。


　小山の一部分の地表が裂けてそこから奥まった洞どう窟くつが伸のびているようなのだが、その入り口らしき場所は、どこかで見たようなコンクリで埋うめられている。


「高校の校舎の窓を埋めてあったのと同じやつ、かな？」


「人じん為い的に埋められたって言うことですか？　じゃあ、この奥に……？」


　コンクリをコンコンと叩たたきながら話し合う千ち早はやと乃々。


　その耳に……。


「誰だれかいるの────────っ!?　助けて───────────っ!!」


「うわっ、ビックリした!?　に、兄さん、今、洞窟の中から……」


「ああ。俺達みたいに名無し達に閉じ込められた奴やつがいるのかもな。しかし、洞窟ん中にコンクリ詰づめとかあいつら、えげつないな……。……待ってろ───────っ!!　今、助けてやるからな───────っ!!」


「とはいえどうするの、悠真？　このコンクリは椅い子すじゃ壊こわせないことは立証済みだもん」


「お前がどうしてそこまで椅子でコンクリを粉々にしたいのかはイマイチ分からんが、何かもっと他ほかに方法があるだろう？」


　……と、洞窟の中からくぐもった声が聞こえてきた。


「あの─────!!　これ─────！　いかにも脱出のヒントっぽい感じに、洞窟の中で見つけたんだけど、使い方分からなくて─────！　どう使うか分かる───!?」


　その台詞せりふに続き、埋められたコンクリの隅すみっこに空いている意味ありげな小さな穴からコロコロと茶色いビンが転がってきて、美み羽うがそのラベルを見る。


「……硝しよう酸さんカリウム？……。……。……」


「？？？　どした、美羽？」


「……。……硫黄いおうの匂いがするの」


「ん？」


「あっち、湯気が出ていますね、温泉でしょうか？」


「悠真、ちょっと一いつ緒しよに見に行くもん」


「温泉の湧わき出す力でコンクリを壊すのか？」


「斬ざん新しんな意見なの……。そうじゃなくて、硝酸カリウムと硫黄と来たら……」


　果たして温泉が湧き出している場所には結けつ晶しよう化した硫黄があり、更さらに木炭を自作した美羽は、岩場でゴリゴリとそれらを潰つぶして順番に混ぜ合わせる。


「……美羽、お前、それ、何作ってるの？」


「黒色火薬だもん」


「火薬で吹ふっ飛ばすのか!?　ていうか、そんなんで火薬出来るのか!?　化学者スゲエな!!」


「……ふっ、ふふんっ、しょーがない悠真なのっ！　もっと誉ほめてもいいんだもんっ」


　でへぇっと嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるませた美羽が完成させた黒色火薬をコンクリの所に撒まき、引っ張った枯かれた蔦つたの導火線に着火する……と。


　ド────────────────────────────────ン!!と物もの凄すごい爆ばく発はつ音と共にコンクリが吹き飛ばされた。


「死ぬかと思った!!　死ぬかと思った!!　死ぬかと思ったなもおおおおおおお!!」


　もうもうと立ちこめる煙けむりを引き裂さき、見慣れた制服の少女が飛び出してきた。


　ポニーテールを棚たな引びかせ、煤すすまみれになって出てきたその少女は、表情豊かで感情を目め一いつ杯ぱい表に出す感じの潑はつ剌らつとした美少女という印象を与あたえる。鍵けん翼よく高校の制服のリボンは黄色で、２年生であることが一見して分かった。……が、その顔に、悠真は見覚えがある。


「湊みなと!?」


「悠真!?　アンタ、こんな所で何してんの!?　ていうか、アンタが助けてくれたの!?」


「うーん……厳密に言うと、俺が助けた訳ではないけどな」


「うぉうー！　そっかそっかぁ！　やっぱり持つべきものは親友だなもー！　サンキュー、悠真っ!!」


　全身で大喜びを表現したかと思うと、湊と呼ばれた少女は悠真に抱だきついて煤をたっぷりと移し、更に彼のほっぺに煤のキスマークを付けた。


「うわああああああああああああああああああ!?　ちょっと、アンタ、何してるなの!?　ちょっと、アンタ、何してるなの!?」


「お前は今、私の悠真にやってはならないことをしたな。悠真、その汚けがらわしい唇くちびる形の煤を拭ふけ」


　錯さく乱らんした美羽と冷静な紫苑が揃そろって湊を悠真から引き剝はがし、どんっ！と突つき飛ばす。


「悠真はあたしの恋こい人びとだもんっ!!　他の人はキスしちゃ駄だ目めなんだもんっ!!　うわああああああああああああああんっ!!」


「お、おい、美羽、泣くなよ……」


「情けなくて泣きたくもなる。お前は私の恋人なのだからな。簡単によその女に口付けなど許すな。いいか、これは恋人としての命令だぞ？」


　と、そのやりとりを目を丸くして見ていた湊が、突とつ然ぜんバシバシ悠真の背中を叩いたかと思うと力ちから一いつ杯ぱいハグしてきた。


「悠真、恋人出来たの!?　やったなも!!　凄すごい凄い!!　いつの間にこいつめ!!　あははははは、おめでとうだなも、悠真っ!!」


　狂きよう喜き乱らん舞ぶしてハイテンションでハグしたまま、んーちゅっ！んーっちゅっ！と何度も悠真の頰にキスの雨を降らせ、再び、美羽と紫苑を殺気立たせた。


　どこから持ってきたのか、紫苑の手には薙刀なぎなたが握にぎられており、湊は首をはねられそうな剣けん幕まくで睨にらまれる。流石さすがに人死にが出るのはマズいと思った悠真が慌あわてて間に入った。


「ああ、待て待て。ちゃんと紹しよう介かいするから。こいつは、大光内おおこうち湊。ガキの頃ころからの俺の友達で、恋れん愛あい感情とか一いつ切さいない、親友だよ」


「「親友……？？？」」


「そうそう。ごめんね、恋人さん。何か誤解させちゃったなも。改めまして、悠真の幼おさな馴な染じみで親友の大光内湊、鍵翼高校２年06組だなも。アタシと悠真は恋こいだの愛だの一切ない関係だから。さっきのも、男同士の友情と変わりないニュアンスのだから、安心して欲しいなも」


「……そうは言ってもな」


「男同士でほっぺにキスなんかしないもん」


「そこはほら、やっぱり、男女なのでニュアンスが若干……ねえ？　殴なぐり合って友情を確かめる訳にもいかないし、ねっ、悠真」


「そうだな、湊。……という訳なので、大目に見てやってくれ」


「「……」」


　怒いかりと疑いの眼まな差ざしを悠真と湊の親友コンビに向けた後、美羽と紫苑は、恐おそらく事情を知っているであろう乃々と椛に視線を転じる。


「この女は、友情を盾たてに兄さんに無む闇やみ矢や鱈たらとスキンシップを取ってくる悪あく魔まのような女です」


「男女間の友情なんてあり得ません。そんなものは、まやかしです。坊ちゃんは騙だまされているんです」


「悠真に最も近い立場にいたであろう２人はこう言っているが？」


　明らかに湊の言葉を信じていないという冷たい目で、肩かたを組み合う悠真と湊を見る紫苑。


　そのあからさまな猜さい疑ぎの目に、慣れていることとはいえ、湊は悠真から腕うでを放して悲しそうに寂さびしそうに項うな垂だれた。


「みんな、そう言うんだけど、本当に、本当の本当に、悠真とアタシは親友だなも……誰だれにも信じて貰もらえなくても、２人の友情は、本物なんだよ……。確かに、２人の間にはあるんだよ、友情が……」


「そ、そう……なの、か。いや……分かった。信じよう。が、別に湊とやらの言葉を信じた訳ではない。悠真の言うことだから信じるのだ」


「た、確かに、恋人の言うことを頭から疑うのはよくないことなの。そんなことで悠真に嫌きらわれる口実を作らせるのムカツクもんっ」


「悠真の彼女さん、チョロいぜ？」


「チョロい言うなっ！」


「それより、さ。彼女さんを紹介してなも。ていうか、紹介しなさいよ。この親友にっ！」


「湊、お前、何でそんな嬉しそうなんだ……？　ま、いいが。この長い黒くろ髪かみの美人が渡わた雷らい紫苑先せん輩ぱい。そっちのツインテールの美少女が氷ひよう藤どう美羽。２人と付き合ってる」


「いきなり二ふた股また!?　流石は我が親友……豪気な男だなも……。しかも、公然と二股で、それを受け入れるとは……流石我が親友の彼女。器うつわがデカいぜ」


「何故なぜだろうな……余り誉められている気がしないぞ」


「同感なの」


　歪ゆがんだ人間関係が構築されつつある中。


　ようやく煙が収まった洞窟入り口から、もう１人、ゲホゲホ咳せき込みながら少女が現れた。その人物を見て先さき程ほどのリフレインのように、今度は紫苑が思わず声こわ高だかに名を呼ぶ。


「葵あおい子こか!?」


「え……紫苑ですか？」


「まさか、お前も一緒に閉じ込められていたとはな……！　紹介しよう、そちらが悠真の親友だと言うなら、こっちは私の親友だ。聖せい宮ぐう葵子という」


　鍵翼高校３年生の制服に身を包み、凜とした紫苑よりも更に凜り々りしいというか、最も早はや厳しいと言って良い程の超ちよう堅かた物ぶつという印象を誰に対しても与える、矢や鱈たらと強気な表情が彼女の全すべてを物語っていると言っても良いだろう。


　兎とに角かく、見た目通りのお堅い、融ゆう通ずうの利きかない少女、それが聖宮葵子なのである。


「よろしくお願いします。３年01組、聖宮葵子です」


　言葉こそ敬語だが、その口調は実に堅く攻こう撃げき的ですらあって、他人を寄せ付けない鉄てつ壁ぺきのオーラを放っているように思えた。


　……と。


　突とつ如じよ、ド────────────────────────────────ン!!と先程の爆発に勝まさるとも劣おとらない爆発音が轟とどろき渡わたる。


　何事かと音の発信元……岩場の小高い丘おかになっている頂点を見ると、特とく撮さつ番組のヒーロー登場シーンのように派手な色の爆発を背後に背負った、猫ねこ耳みみ宇宙服の怪かい人じんが荒あらぶる鷲わしのポーズで立っていた。


「名無しさん＠嵐あらし属性、参上!!」


「ああっ!!　アタシらを洞どう窟くつに閉じ込めた宇宙服!!」


「また出たな……ていうか、やっぱりお前らの仕し業わざか……」


「選ばれし者達よ!!　この絶海の無人島によくぞ[image: ]──────[image: ]──────[image: ]」


『[image: ]──────[image: ]──────[image: ]』の向かって右から左へとスクロールする文字の弾だん幕まくが、宇宙服のヘルメットバイザーの電光表示を埋うめ尽つくし、少女が思わず叫さけぶ。


「うお！　前が見えねえ!!」


「お前、毎回それやるのか……」


　前が見えるようになった名無しさんが、ひょーいひょーいと岩場を駆かけ下り、悠真達を溜ためを作った腕振りのポーズと共にズビシと指さした。


「うー！[image: ]にゃー！[image: ]お前まいらの身み柄がらは、この無人島の中に閉じ込めさせて貰った！　早さつ速そくで悪いが、この絶海の孤こ島とうから脱だつ出しゆつしたければ、恋し合え!!」


　湊と葵子だけは『？？？』と訝いぶかしげな表情を浮うかべたが、悠真達高校脱出組はこの時点で既すでに半笑いだ。


「名無し……お前なあ……」


「今、口を挟はさむことは許さん!!　名無しさんが許しても名無しさんの中の人が許さん!!　と言うわけで、この密室の中でのルールに従い、男女が四つ股またの恋を実らせた時、お前まいらをここから出してやってもいいお!!」


「四つ……股……？」


「そう、四つ股。すごく……四つ股です……。本来、この無人島では、『二股をかける』が脱出条件だったんだけど、既に二股をかけているので、ハードルを上げてみるテスト」


「テストじゃねえじゃねえか!?　既に実じつ践せんじゃねえか!?」


「黙だまれ、ギャルゲー主人公」


「お前のせーで、ギャルゲー主人公みたいになってんだよっ!!」


「ギャルゲー主人公の発言は訳が分からないよ。では、恒こう例れいのここでのルールを発表する程度の能力を持て余す!!」


　どるるるるるるるる……と口でドラムロールを奏かなでる名無しさんが、裁判所の前で『不当判決』の紙を見せる人のように、取り出したパネルを全員に見せる。


　そこには次のようなことが書かれていた。










１．貴君らが挑いどむのは恋愛リアル脱出ゲームである





２．異性と一いつ緒しよに謎なぞを解かないと脱出のヒントは貰えない





３．謎を解いていくうちに恋を芽生えさせていくこと





４．恋していると装うことはルール違い反はんとする





５．謎を解いた恋する男女が四つ股に達した時、脱出をすることが出来る







　即すなわち


　ここから脱出したければ、恋し合え!!










「前回とほぼ一緒じゃねえか……」


「てへぺろ☆[image: ]」


「前回……？　ひょっとして、前にもこういうのやったの？」


　事情を知らない湊が怪け訝げんな視線を悠真に送ると、悠真は美羽と紫苑の肩を抱だき寄せる。


「その結果がこれだ」


　少し頰ほおを染める美羽と紫苑に、口くちの端はしをヒクつかせた湊は、すぐに名無しさんへの憤いきどおりに感情の矛ほこ先さきを変えた。


「マジ……？　ていうか、大体、洞窟から脱出させるのに、爆ばく薬やくで吹ふき飛ばさせるとかどーゆー了りよう見けんだなも!?　そんな乱暴な脱出ゲームなんか、やってられないぜぃ!!」


「だが、ちょっと待って欲しい。他ほかの方法を使うチャンスもあったお？　ワンチャンあるで？」


「他の方法？　あによ？　どんな方法を使うのよ？」


「覇は王おう翔しよう吼こう拳けんを使わざるを得ない」


「どやかましいわ!!」


「まあ、そういう訳なので、折せつ角かくだから南の島での生活を堪たん能のうしてくれたまえ。ゆっくりしていってね!!」


「どやかましいわどやかましいわ!!」


「どうして２回言うのカナどうして２回言うのカナ？……まあ、そういう訳なので、何かあったらいつでも呼んでくれたまえ！　では、さらばだ、ふはははははは!!　[image: ]」


「あっ……ちょっ……!?……行ってしまいやがったぜぃ」


「ああいう奴やつなんだよ。あまり真面まじ目めに相手しない方がいいぞ……ストレスで死ぬからな」


　物もの凄すごいブーイングが上がる中、何故か大だい爆ばく笑しようでダッシュして森の中に消えていく名無しさんは、颯さつ爽そうとその場を後にした。





　　　　＊





　残された悠真達は、取りあえず、千早や乃々達のしていない分のお互たがいの自己紹しよう介かいをすると同時に、この１週間、学校の中で起きたことのざっくりとしたあらましと、９年前の廃はい病院閉じ込められ事件で出会っていたことなどを新規加入の湊と葵子に語って聞かせつつ、一いつ旦たん学校に引き上げることにする。


「そうですか！　紫苑に恋こい人びとが!!　それは凄すごいですね!!　おめでとうございます、紫苑、高こう炎えん寺じくん！」


「あ、ありがとうございます……葵子先せん輩ぱい……」


「？　何故、そんなに怖こわ々ごわと礼を言うのです？」


「いや……葵子先輩、堅かた物ぶつっぽいから、男女交際とか不純異性交遊とかけしからんとか怒おこられそうなイメージが……」


「確かに、葵子はよく見た目が怖こわいと言われるからな。だが、こう見えて、筋さえ通っていれば意外と理解ある女だぞ」


「見た目が怖いとか言わないで下さい、紫苑……。ただ……」


「ただ？」


「基本的には祝福します。……が、少々気になる会話があったのですが」


「何だ？」


「二股がどう、とか」


「ああ……まあ、やっぱりというか、そこですよね……」


　切れ長の目でギロリと睨にらまれ身を縮こまらせて言う悠真を、紫苑が庇かばうように抱きかかえた。


「悠真に怒るな、葵子。私が承しよう伏ふくしたことだ。悠真は私のことをちゃんと好きでいてくれて、私はそれだけで充じゆう分ぶん幸せなのだ」


「……。あの、男性に興味のなさそうだった生き真面目で堅物の紫苑が、こんなに幸福そうに……。恋こいは女性を変えるのですね。……分かりました。紫苑が幸せだと言うのなら、親友として素す直なおに喜んでおきましょう」


「葵子に生真面目で堅物と言われるのは心外ではあるが……」


　あまり面おも白しろくはない、という内心が透すけて見えるような葵子の態度ではあるが、元々こういう素そっ気なくも刺とげ々とげしさを伴ともなうオーラと表情をした少女であるような気もしていて、彼女の本心を推おし量るのは何とも難しい。


　そして、別の意味で他を寄せ付けがたいオーラを放った乃々が悠真の肩かたに爪つめを立ててつかんできた。


「兄さん？　ちょっとその辺のことに関しては、私からも相談したいことがあるので、後で体育館裏うらに２人で行きましょうね？」


「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


「ちょっと込み入った相談になってしまうかもしれませんけど」


「それ絶対相談じゃないよな!?」


　こんな時に普ふ段だんなら助けてくれそうな椛は悠真の彼女出現にしょんぼりと落ち込み、元気出せとばかりに千早にぽんぽんと背中を叩たたかれる。


　と、そこでようやく悠真達は高校の正門をくぐり、正面出入り口に戻もどってきた……が。


「……閉まっとる」


「え……なんでなの……？」


「完全に施せ錠じようされているな。む？　こんな所に貼はり紙が……。『東京こうていわ、名無しさんです。冷蔵庫におやつが入っていますから食べて下さい。但ただし、既にクリアしたこの高校ステージは閉へい鎖さされています。無人島で暮らしてね!!』だと……？」


「マジすか……ようやく出られたと思ったら今度は宿無しか……」


「雨あめ露つゆも凌しのげないというのは厳しいな」


「さっき入り口を爆ばく破はした洞どう窟くつ……あそこなら雨露は凌げると思うの。相当頑がん丈じような集しゆう塊かい岩がんの岩質で、入り口を吹き飛ばしてもビクともしてなかったもん」


「洞窟暮らしときた……。ますます美羽が野生化するな……」


「あたし、別に野生の人間じゃないもん!!」


　ガオゥッと吼ほえる美羽は、既にかなり野生に支配されていて、葵子が眉まゆを顰ひそめる。


「彼女は野生の人間なのですか？」


「うむ、かなり凶きよう暴ぼうなので、仕方なく悠真が面めん倒どうを見ているのだ」


「なるほど。それでやむなく二ふた股またを。野生の人間は厄やつ介かいですね」


　取りあえず、真面目な顔で頷うなずく葵子は馬ば鹿かが付く程ほどの素直であり、ひょっとしたら物凄い面白い人なのではないかとすら悠真には思えてきた。





　もう一度洞窟まで戻ってきた一同は、焦こげた入り口付近の壁かべをドンドン叩いたりガンガン蹴けってみたりしたが、崩くずれてくる気配すらなく、当面、この洞窟をキャンプ地とすることに決めた。


「ん～……この洞窟、意外と奥の方が深くなってんな。湊達は奥まで行ったのか？」


「そいつは暗くて無理だったぜぃ。アタシらが目を覚ました場所も渡わたしたビンがあったのも入り口近くの所だったからなも」


「ちょっと奥の方、見に行ってみるか。ちょうど、ペンライトもあるしな」


　そう言って、悠真が高校の校舎から脱だつ出しゆつするのに一役買って、そのままポケットに入れっぱなしだったペンライトを取り出す。


「あたし達も行くもん、悠真」


「あたし〝達〟……って、わ、私もか!?」


「別に紫苑先輩は無理にとは言わないの」


「い、行くさ……悠真の行く所ならばな」


　洞窟は行く先で幾いくつかの小部屋のような場所に分かれており、どうにか全員が寝ね泊とまり出来そうな感じではあった。


　が、いかんせんかなりの暗がりであることは否いなめず、進めば進む程、紫苑は悠真の腕うでにしがみつくような感じになっている。


「ゆ、悠真……」


「大だい丈じよう夫ぶですって。しっかり手を繫つないでいてやるから」


「ううっ、悠真ぁ……危ないから私から離はなれるなぁ……」


「いや、紫苑先輩のつかまり方が歪いびつで結構危ないんだけど……」


　情けない声を出して悠真に密着する紫苑を見て、一緒についてきていた葵子が怪訝な視線を向けた。


「紫苑らしからぬ可愛かわいさですね……」


「どーゆー意味だっ!?」


「紫苑先輩、五月蠅うるさいの。洞窟内で反はん響きようして耳がキンキンするもん。……ん？　あれ、あそこ何かあるの!?」


「おい、美羽、気をつけろよっ？」


「平気なの。……あ、これ、水着なの！　あとは……地図？」


「地図か！……洞窟、高校、砂すな浜はま、この辺の、だな？」


「横に何か書いてあるの。……①白い絨じゆう毯たんの中、②双ふた子ご岩の下、③青春の墓標の裏の門？？？　何かを探せ、ということなの……？」


「兎とに角かく、一旦出ようではないか。どうやら、この中にあるのは、それぐらいのようだしな」


　紫苑の言葉に頷き、偵てい察さつ部隊である悠真、美羽、紫苑、葵子が戻ってくると、乃々達がその手に持っている物に目を留とめる。


「水着……ですか？」


「丁度良いよ！　もー、なんか、制服暑くてさー。着き替がえようなも着替えようなも！」


「ひのふのみの……あ、丁度人数分あるみたいですね」


「あっ！　あたし、このビキニがいいの！　凄い格かつ好こいいもん!!」


　と美羽が目を付けていた黒ビキニを確保しようとするが……。


「あら、美羽さんにはその水着はカップが全然無理めじゃないですか？　ぶかぶかで、すぐぺろーんぺろーんして兄さんの気を引くつもりなのかもしれませんけどっ」
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「っ!!　のっ、乃々だって、そんなたいしたおっぱいじゃ……」


「ふふん、これでも脱ぬいだら結構凄いんですよ？　ね？　兄さん？」


「え、あ、うん。ああ、でも、ほら、小さいおっぱいには小さいおっぱいなりの良さっていうか、さ」


「悠真、慰なぐさめるななの!!　何かムカツクもん!!　悠真の馬鹿!!　デリカシーなし!!……でも……悠真、本当に小さくても喜んでくれるなの？」


「うん、巨きよ乳にゆう美羽とか不自然だもんな」


「悠真死ねなの!!　で、でも、それでもいいって言うなら、小さくいてあげてもいいもん……あ、ありがたく思うの、悠真っ」


　笑え顔がおで言った悠真の土手っ腹に膝ひざ蹴けりをかました後、蹲うずくまる悠真の頭を撫なで撫なでしてくる美羽に、乃々がチッと舌打ちした。


「この一番カップの大きそうな黒いビキニは私しか入りそうにありませんね。次に大きい白ビキニは紫苑でしょうか。その次が乃々さん……少し差があって椛さん、湊さん、といったところですね。この可愛らしい水着だけは美羽以外は着られそうにありませんね」


「何であたしだけ呼び捨てなの!?　ていうか、おっぱい見ながら言うななの!!」


「貴女あなたは紫苑の恋こい敵がたきのようですから。親友の敵は私の敵です」


「あ、葵子先輩は友情に厚い人なんですね、あはは……は」


　微び妙みようにあちこちでギスギスしてきた空気を中和しようとぎこちなく笑う千早である。


　しかし、中和するには雰ふん囲い気きが悪すぎた。女の子達は自分のサイズに合いそうな水着を無言で引っつかんで、洞窟の奥に消えていく。


「悠真、覗のぞいたら殺すの!!」


「分かっとるわ……。……さて、俺も水着に着替えるかな。千早……は」


「一応、ショートパンツとタンクトップ……あとパーカーがあるから、それに着替えようかな……」


　着替えを抱かかえるようにしている千早に曖あい昧まいに頷いて、悠真が着替えを始めたが、一いつ瞬しゆん、腕の傷きず痕あとを自分で目に留めてシャツを脱ぐ手をストップした。……が、すぐに思い直して独りごつ。


「いや、みんな、もうこの傷のことは乃々から聞いたんだっけか」


「うん……名めい誉よの負傷なんでしょ？　堂々と見せていればいいとボクは思うよ。紫苑先輩なんて惚ほれ直すんじゃないかな」


「だといいんだけどな……」


　千早の微笑ほほえみにつられるように笑って、悠真が服を脱ぎ、全ぜん裸らになった時。


「いけません、ビキニの下を持っていくのを忘れまし……」


　洞窟の中から戻ってきて水着を拾い上げた葵子が、全裸の男を見て固まった。


「……」


「……」


「うおわ!?」


「っ!!　すっ、すみません!!　とんだところを!!　こっ、このお詫わびは……っ!!　見てしまった分、私も見せて償つぐないをします!!」


　と言って、葵子はガバァッと制服を脱いで下着姿になる。


「いやいやいやっ、いいですからっ！　そういうのいいですから、葵子先せん輩ぱい、さっさと洞窟に戻って下さいっ！」


　ビキニと同じ黒い色の下着姿の葵子の背中をグイグイ押して、悠真が彼女を洞窟の中に押し込んだ。


「……なんて言うか、天然入った人だなあ、葵子先輩って。なあ、千早？」


「うん……いいから、悠真くん、早く水着着てっ」


「うおう!?」


　茂しげみの中へ着替えに行き損そこねていて、何故なぜか、矢や鱈たらと顔を赤らめる千早が顔を背そむけている間に、悠真はさくっとトランクスタイプの水着をはいた。





　それから随ずい分ぶんと間を置いて、洞窟の奥から、着替えを終えた女子がぞろぞろと出てくる。


　圧あつ倒とう的なボリュームのおっぱいを揺ゆらす白ビキニの紫苑を先頭に、紫苑の清純な感じとは好対照にしかも更さらに重量感で上回る胸を誇ほこる黒ビキニの葵子。続いて、巨乳ツートップには及およばないまでも、童顔から受ける印象とは裏腹にナイスバディと言っても過言ではない情熱の赤いホルターネックのスカート付きビキニの乃々。その後ろに隠かくれるようにささやかな凹おう凸とつの身体からだのラインを恥はじらって隠すパレオの付いたボーダー地に花柄水着を着た椛が歩いてくる。その椛よりも背が高い分、凹凸は更にないように見える紺こん色いろの競泳水着に身を包む湊は、しかし、水着を縁ふち取どるような一回り大きい日焼け跡あとがたまらなくフェティッシュであり、胸を張って堂々と出てきた。殿しんがりはタータンチェック柄でピンク色のスカート付きＡライン水着の、悪意を感じる程の子供っぽさを発揮する美羽である。


　その色取り取りの花が咲さいたような鮮あざやかな胸躍おどる光景に、悠真は思わず『おぉ!!』と感かん嘆たんの声を上げて拍はく手しゆをした。


「ゆ、悠真、あんまりジロジロ見ないで欲しいもん！　えっちすけべ変態！」


「何だ、恋こい人びとの水着姿がそんなに嬉うれしいか、悠真？　美羽の言葉ではないが、お前は本当に呆あきれたえっちな奴やつだ。だが、私はこの水着を、そんなお前の為ために着たつもりだ。存分に見るがいい、お前の為の水着姿を。私がいなければ、お前は今いま頃ごろ欲よつ求きゆう不満で性犯罪者にでもなっているのではないか？　全く、困った奴だな、悠真」


「はあ……すみません……」


「ちょっ……紫苑先輩、くっつきすぎですっ!!　そんな至近距きよ離りで兄さんを誘ゆう惑わくするのはやめて下さいっ!!」


「これは誘惑ではない。私は彼女としての務めを果たしていてだな」


「そういう務めは、坊ぼつちゃんのメイドであるわたくしがいたしますし……！」


「いや、お前にはそういう務めは全く期待してないしこれっぽっちも必要ないぞ、椛？」


「坊ちゃん、酷ひどい!!」


「うっわ、愛あい憎ぞう渦うず巻まいてるねえ、悠真……？」


「話がややこしくなるから、お前は黙だまっていてくれ、湊」


「ふ～ん、そーゆーことを言っていいのかにゃー？　悠真はこの後、すぐアタシに感謝することになると思うけどなも」


「？」


　悠真が疑ぎ問もん符ふを頭の上に浮うかべていると、湊はパンパンと手を叩たたいてみんなに言った。


「ねえねえ、折せつ角かく水着着たんだから、海で泳ごうぜぃ？　さっき、椛っちに聞いたけど、リゾート地みたいな白い砂浜に、日本じゃないみたいなエメラルド色の海がすぐそこにあるんだってなも？」


「おう、そうそう！　行こうぜ、海！　そして、鰤ぶりの養よう殖しよくとかやろう！」


「「「「「「「意味が分からん!!」」」」」」」
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　砂すな浜はまに出た一同は、そのさざ波の音と光を撥はねる海の青さに耳と目を刺し激げきされると、我が慢まんしきれずに我先にとダッシュして、波間へと突つっ込んでいった。


「うわっ、冷たっ!!」


「ひゃ～～～っ、気持ちい～～～～～～～っ!!」


「すっごい水綺き麗れい─────っ！」


　早さつ速そく、水の掛かけ合いをしてキャッキャウフフする悠ゆう真ま達。


「おりゃ───っ、悠真を投げっぱなしジャーマン!!」


「うお!?　湊みなと、何すんじごぼぼぼぼぼぼぼぼ!!」


「うわ、悠真、水すい没ぼつしたもん!?」


「おおっと、離り岸がん流りゆうだぜ!!」


「きゃあ!?　坊ちゃんが凄すごい流されていきます!!」


　ヤケクソ気味に南の島の海を思う存分堪たん能のうした後、誰だれからともなく、ふと我に返っていった。


「ていうか、こんな遊んでる場合じゃないような気がしてきたの……」


「蓋けだし、美み羽うの言う通りだ。我々は無人島に閉じ込められているのだぞ。しかも、どうやら今回は食事の供給もなさそうだ。自給自足を余よ儀ぎなくされていると思われる」


「自給自足、ですか？　お魚とか獲とってですか？」


「まあ、連中の目的は俺達を飢うえ死にさせることじゃないだろうから、いよいよとなったらヘルプが入るんだろうけど、それにしても奴らの手を借りるのも癪しやくには障さわるよな」


「……そう言えば、水着と一いつ緒しよに見つけた地図がありましたね。あれは何なのでしょう？」


「白い絨じゆう毯たんの中、双ふた子ご岩の下、青春の墓標の裏の門とか……白い絨毯って、この砂浜のことなの？」


「あの岩場の向こうにあるのが、双子岩であろうかな？」


「青春の墓標って、学校？　学校の裏門に何かあるのかな？」


　そう言う千ち早はやの脇わきから地図を覗のぞき込んでいた湊が、悠真に視線を向ける。


「他ほかにも何カ所かあるなも。手分けして見に行ってみる？」


「そうだな。高校の中に閉じ込められた時も、それっぽい場所に脱だつ出しゆつの手がかり……的なものがあったしな。……よし、椛はな、お前はここの砂浜を掘ほり返しまくれ。頑がん張ばれよ！」


「坊ちゃん、１人でこんな広い場所なんて、そんなの無む茶ちやです!?　ああっ、皆みなさん、置いていかないで下さい!!」





　　　　＊





　手分けして……と言いつつ、双子岩に向かう悠真には、美羽と紫し苑おんと湊がついてきて、余り分けられている感じがしないのが実情である。


「悠真……あたし、非常に気になる点があるの」


「どした、美羽？　俺の鍛きたえ抜ぬかれた肉体美がそんなに気になるか？」


「全然鍛えられてないもん!?　何なの、この油断したお腹なか!!」


「ぶにぶに突くなよ……力入れれば腹筋ぐらいあるわい」


「……あ、本当なの。か、堅かたくなったもん……」


　女子３人から凄い勢いで腹筋を人差し指で突かれ、悠真がくすぐったそうに身をよじる。


「って、そうじゃないもん！　何で、彼女２人を差し置いて、湊が悠真と手を繫つないでるの!?　しっ、しかも、こっ、こっ、恋こい人びと繫ぎだもん!!」


「恋人じゃないよ？　親友よ？　これだって親友繫ぎだしなも」


「親友繫ぎ!?」


「うん。大だい丈じよう夫ぶだってなも。心配しなくても、悠真とアタシはただの友達で、恋れん愛あい感情なんかないんだから」


「何で、悠真の肩かたに頭を載のせながら喋しやべるの!?」


「友情、友情」


　えへへと笑う湊に、美羽と紫苑が揃そろって冷や汗あせを垂らして耳打ちし合う。


「悪気も恋愛的な甘ったるさも全く感じないの」


「男女間の思し慕ぼも照れも恥はじらいも皆かい無むに見えるな」


「すっごいツッコミ辛づらいもん」


「うむ、なまじ本当に友情しか感じていない様子である所が、凄すさまじくタチが悪いな」


　さして仲が良い訳ではないにもかかわらず珍めずらしく意気投合する２人に、湊が手を振ふった。


「悠真の彼女さん達ー？　何してんの、置いてくぜー？」


「「……」」





　双子岩は一部が海上に顔を出しているだけで、下の方では繫がって海中に没ぼつしている。


　その根っことも言うべき海底に、箱らしき物が沈しずんでいるのを悠真達は発見した……のだが。


「意外と深いもん。素す潜もぐりで行って戻もどってくるのは無理なの……」


「どうにか取って途と中ちゆうまで戻ってくるぐらいならいけそうなのだがな」


「じゃあ、取りに行く奴やつと、それを受け取って戻ってくる奴に、役割分担するか？」


「……。……？？？　その役割分担は意味を成してないもん!?」


「いや、待て。その案の全すべてを棄き却きやくする必要はあるまい。行って帰る途中で、誰かに呼吸を注いで貰もらえば帰き還かん可能なのではないだろうか？」


「呼吸を注ぐ……って、どうやるなの？」


「それは何だ……口移しで、とか、だな」


「くくくくく、口移しって、キス!?　なの!?」


「まあ……そう、とも言うが」


「あたし、ファーストキスだもん!?」


「私とてそうだが……しかし、相手が悠真ならば異存はない」


「そっ、それはっ……でも、なんてゆーかっ、ムードというかっ、初めてに相応ふさわしいシチュエーションとかそういうのがあるべきだと思うもんっ!!」


「……ぅ、む。そう言われてみると、確かにそうだな……」


　うーんと揃って腕うで組ぐみをして、頰ほおを染めて考え込む美羽と紫苑の耳に、ザブン！と海に飛び込む音が飛び込んでくる。


「あれ？　悠真、どっか行ったの？」


「というか、今し方潜もぐっていったのは、紺こん色いろの競泳水着に見えたが……？」


「「……。！……まさか!?」」


　後を追って、ザブン!!と海に飛び込む美羽と紫苑の目に、最高に透とう明めい度の高い海の底から悠真が箱を手に浮ふ上じようしてくるのが見えた。更さらにその悠真に向かって沈ちん降こうしていく湊も。


　そして、苦しげに肺の中に残った空気を全部吐はき出した悠真の唇くちびるに、湊が唇を重ね、息を吹ふき込む様が、手の届かぬ距きよ離りでスローモーションのように美羽と紫苑の瞳ひとみに映る。


「「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」」


　衝しよう撃げきのシーンに、海中で大声を出して酸欠になった美羽と紫苑が、物もの凄すごいスピードで浮上して海上に顔を出し、それに続いて悠真と湊も海面に浮上してきた。


「「ゆーま───っ!!」」


「うお!?　何でいきなりつかみかかってくるんだ!?」


「何でもなにもないもん!!　今のは何なの!?　何で恋こい人びと以外の女の子と、きっ、きっ、ききききき、キスなんてするの!?」


「貴様は大切なファーストキスをどう考えているのだ!?　もっと自分を大事にしないでどうするのだ!?」


「ぶわっ!?　ごぼごぼっ、沈む沈む！　陸に上がってからにしてくれよ!?」


「駄だ目めだ!!　大事なことなんだぞ!?」


「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、あれはキスじゃなくて、人工呼吸みたいなもんだし、大体、友達同士なんだから、ファーストキス的にはノーカウントだぜ。大体、アタシ、悠真とは前にもしたことあるし」


「友情とは!?」


　割って入ってきた湊に、紫苑が問いかけと一いつ喝かつを同時にした。


　ともあれ、このままだと水死者が出かねないのと、海底から引き上げた箱が意外に重かったので、取りあえず４人で陸に上がる。


「何で!?　友達だっていうのに、何で悠真、友達とキスしまくってるなの!?」


「しまくってはないけど……。ほれ、お前らも同性同士でさ、話することあるんだろ？　キスとかどんな感じなのかな、とか、レモンの味がするって本当かな、とかさ。そうすると友達同士で、じゃあ、試ためしにしてみよっか？　とかいうことになるじゃないか？」


「……友達いないもん」


「あの超ちようが付く堅かた物ぶつの葵あおい子こがそんな話をすると思うか？」


「「……」」


　不ふ遇ぐうな青春を送る美羽と紫苑に、悠真と湊が無言で気の毒そうな視線を送った。


「ていうか、確かにそういう話をするらしいことは、噂うわさで聞いたことはあるもん！　でも、それは同性だからだもん!!」


「そんなことないわよ？　同性の友達の方がそういう話題が出やすいだけで、親友クラスともなれば、性別は関係ないし。や、でも、ホント、特別な感情とかないから、気にしないでよ。ね、悠真？」


「うん」


「何で背中からギューッてしながら、肩かた越ごしに頰を寄せて『ね、悠真？』とか言っちゃってるの!?　そそそ、そーゆーのは彼女のすることなの！　大体、２人、事あるごとに密着しすぎだもん！」


「今のモノマネ似てたなあ……」


「そんなことどーでもいーもんっ!!」


『ね、悠真？』のところで、紫苑を背中からギューッて真似まねして、紫苑に物凄い迷めい惑わくそうに見られた美羽がキーッ！と頭を抱かかえて怒おこっていた。


「今のモノマネのところ、紫苑先せん輩ぱいじゃなくて、悠真に対してやっておけば、ナチュラルにスキンシップ出来たんだぜ、美羽ちん？」


「しまったの─────っ!!　って、どっちみちそんな恥ずかしいこと、無理無理無理無理かたつむりだもん!!」


　美羽が羞しゆう恥ちで砂すな浜はまをゴロゴロ転がって身体からだ中じゆうが凄すごい砂で塗まぶされていく。


「悠真の彼女、初うい々ういしくて可愛かわいいね？」


「いいだろー？」


「何故なぜ、お前達はこの憤いきどおりに満ちた空間でほのぼの笑っているのだ!?　というか、会話する時にいちいち腕うでを組むな！」


「いや……すんません……」


「いいか、悠真？　これからはだな、そういう女子に対する疑問は私に言うのだ。私はお前の為ために身も心も捧ささげるのは全くやぶさかではないのだからな？」


「悠真の彼女、凄い献けん身しん的で可愛いね？」


「いいだろー？」


「だから、会話する度たびにいちいち腕を組んだり肩を抱だいたりするなと言っているのだ!!」





　　　　＊





　閑かん話わ休きゆう題だい。


　各地に散った面々が、各おの々おの成果を手にして申し合わせたように砂浜に戻ってくる。


　手に持っているのは、紫苑が時折取り出す薙刀なぎなたでも入っていそうな細長い箱や、電子レンジぐらいの大きさの箱、台車ごと運ばれてくる、人間が２人ぐらい入っていそうな大きな箱など、それぞれまちまちの形や大きさの箱だ。


「よし、開けていくとするぞ」


「そうですね、紫苑。まず、私達が見つけた箱は随ずい分ぶんと大きいのですが……ん？　これは、薄うす手での毛布とポリウレタンシートですね、毛布は……人数分あります」


「こっちのは兄さん達が見つけた箱ですか？　何だか色々入っていますね。日焼け止めに、ビーチボール、バナナボート、スイカ……遊ぶ気満々のセットですね……」


「悠真、真面まじ目めにやんなさいよ」


「俺のせいちゃうわ!!」


「そこにある箱は何なの？　さっき持った時、大きさに比べて無む茶ちや苦く茶ちや重かったような気がするもん」


「ふむ……。む。缶かん詰づめか。非常食、というところではあるが、今がまさに非常の時、とも言えるな。残っているのは長細いのと缶詰の入っていた箱と同じぐらいの大きさの奴……その長細い箱の中は、釣つり竿ざおか」


「そのようですね、紫し苑おん。スペアの釣り糸や釣り針も大量に入っているようです。もう１つの箱には、ソーラー式ランタン３つに、ナイフが何本か、ロープ、ライター、オイル、鉈なた、救急箱、コンパス、網あみ、塩・胡こ椒しよう・醬しよう油ゆ・その他調味料色々、タオルに石せつ鹼けん、歯ブラシ、歯は磨みがき粉、シャンプー、リンス等々……サバイバルキットと日用品、というところでしょうか」


「ふむ……水着や洞どう窟くつと合わせて、衣い・食・住・遊……というところか。周囲にはわざとらしくもかなり果物の生なる植物が多く植えられているようだしな。あとは魚が釣れればそこそこ長期間サバイバルは出来そうではある、か」


「歯ブラシとかシャンプーはサバイバルには過保護じゃね？」


「何を言ってるんですか、兄さん。恋こいをする、というのに女の子が好きな男の子の前で身だしなみをちゃんと整えられないなんて、恥はずかしすぎるじゃないですか」


「ふ～ん……そういうもんか……女心だな」


　普ふ通つうに文明的な暮らしをするには不便ではあるが、サバイバル生活をするには充じゆう分ぶんそうな物資が揃そろったのを見て、安あん堵どすべきかこの先のことが思いやられるべきか、輪になった全員が何とも言い難がたい表情で腕組みをして俯うつむいていた。


　と、その中で、悠真がはたとあることに気付いて、顔を上げやや離はなれた場所にいる少女に声をかける。


「おい、椛！　まだ何も見つからんのか！」


「ご無体です、坊ちゃん!!　こんなだだっ広い砂浜から、わたくし１人でどこに埋うまっているか分からない箱１つなんて掘ほり出せるはずがありません!!」


「俺が最も信しん頼らいしているメイドである椛なら出来るさ」


「そんな急に湧わいたような根こん拠きよのない信頼なんて、押しつけられても困ります!?」


「信頼出来ん奴め……」


「あんまりなお言葉!?」


「まあ、いっか。取りあえず、みんなで取ってきた物一式で当座は凌しのげるからな。そろそろ日も暮れる……今日の所は、果物を取って洞窟に戻もどろうぜ？」
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　悠真の言葉通り、その日食べる分の果物を取り、洞窟に近く尚なおかつ煙けむりが入ってこないような場所で焚たき火をして、デザート紛まがいのヘルシーな果物主体の食事をし、お腹なかいっぱいになった悠真を湊が膝ひざ枕まくらしてやる。


「だから、何故、お前はいちいち悠真とくっつくのだ、湊!?」


「これは友情の範はん疇ちゆうだってなも。……あ、悠真、ほっぺにパパイヤの欠片かけら付いてる……ぺろ」


「うわあああああああああああああ!?　何で口で取ったの!?　悠真のほっぺどころかもうほとんど口くちの端はしの唇そのものの部分に付いてるのを、何で口で直接取ったもん!?」


「やだなあ、慌あわてちゃって。こんなの、親友なら普ふ通つう普通」


「そ、そうなのか、美羽？」


「だから、あたし、友達いないから分からないもん……」


「そんな親友はいません!!」


「ほ、ほらみろ、乃の々のの言う通りだぞっ？」


「半疑問形じゃないのさ……」


　愛情もそうだが友情にも疎うとい美羽と紫苑は騙だまされかけているが、普通に友達がいて普通に兄への歪ゆがんだ愛情を抱く乃々は騙されないようである。何をして普通であるかという普通の存在意義が普通に問われている。


「兎とに角かく、悠真を膝枕していいのは、恋人だけだもんっ！」


「彼氏の友達にヤキモチとか、悠真の彼女やっぱり可愛いわねー」


「いいだろー」


「だから、会話の時にイチャイチャ抱だき合ったりするななの!!」


「湊さんは、兄さんに近づくの禁止です!!」


　湊が美羽、紫苑、乃々によって排はい除じよされ、悠真は乃々に膝枕された状態で両りよう脇わきを美羽と紫苑が腕を組んで添そい寝ねした状態になる。


「悠真、ハーレムを築いてんなー……何て言うか、親友としては頑がん張ばれって感じだぜ」


「……。我々に全く嫉しつ妬とをしていないな……」


「だから、あの人は、本当に恋れん愛あい感情抜ぬきで兄さんにくっついていると言っているんです」


「返す返すも厄やつ介かいなの……」


「……ところで、そろそろ、洞窟に戻って休まない？　今日は色々あったから、ちょっと疲つかれたかな、ボク……」


「ふむ、そうだな。蓋けだし、千早の言い分ももっともだ。そうするか」


「千早が洞窟で寝取られる!!」


「私が悠真以外の男に興味など示すと思っているのか、悠真？　私が生しよう涯がいで寝取る相手はお前だけだ、悠真」


「俺が寝取られる!!」


「悠真、あたしの耳元で怒ど鳴なるななの!!」


「美羽が俺の耳元で怒鳴る!!」


「……何故、この人達は無意味に叫さけび続けているのです？」


　葵子の疑問に正しく答えられる人間は残念ながらこの中にはいなかった。誰だれにも何だかよく分かっていないからである。
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　充じゆう電でん済みだったソーラー式ランタンを手に、洞窟へと帰き還かんする一同。


　と、入り口からしばらく進んでから先頭の悠真にくっついていた紫苑がはたと足を止める。


「部屋割りはどうするのだ？」


「また部屋割りで揉もめるんですか!?」


「部屋という程ほどのものでもないような気がするけど……。取りあえず、３部屋あるから、ボクと悠真くん、あとは女子３人ずつ、かな？」


「まあ、そうなるもん」


「えー、アタシ、誰かと一いつ緒しよだと寝られないのよねえ。あ、でも、悠真はいても気にならないぜ？」


　まとまりかけた話を湊が瞬しゆん時じに引っ繰くり返した。


「もうその時点でどう組み合わせても詰つみだもん……てゆーか、悠真と一緒の部屋とか絶対に駄だ目めなの!!」


「……もう、俺と千早は廊ろう下かで寝るからいいよ。なあ、千早？」


「うん……部屋って言っても、微び妙みように広くなってるだけのタダの洞ほら穴あなだからね……仕切られている訳じゃないし、もうどこで寝ても同じのような気がする」


　欠伸あくび混じりに言う千早の言葉に揉めかけた場がどうにか収まり、無人島の第一夜は更ふけていくのであった……。
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　２日目の朝は椛はなの悲鳴で幕を開けた。


「……で、一体何が起こったのだ？」


　意外と朝遅おそくまで眠ねむっていた一同がのそのそと洞どう窟くつから出てきて、代表して紫し苑おんがことの顚てん末まつを尋たずねると乃の々のが口を開く。


「私が朝起きると、何故なぜか、湊みなとさんが兄さんに腕うで枕まくらをされていました」


「痛たたたたたっ!!　囓かじるなっ！　俺を囓るな、美み羽うっ!!」


「で、私はそれを見て寝ぼけ眼まなこで、無言で兄さんの腹の上に跨またがり首を絞しめました」


「いや、乃々お前、全然寝ぼけ眼じゃなかったよ!?　しっかりした瞳ひとみから無む茶ちや苦く茶ちや明確な殺意を感じたよ、俺は!?」


「で、苦しさでジタバタし出した坊ぼつちゃんを、乃々お嬢じよう様さまの後について起き出してきたわたくしが見て悲鳴を上げてしまったのです」


「それで、全員が起き出してきて大おお騒さわぎになったのも良い思い出だぜ？」


「今さっき起こった悲劇を遠い日の思い出にすんな、湊!?」
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　朝食を昨夜の残りの果物で済ませた悠ゆう真ま達たちは、これからの方針を決めることにした。


「まず、俺達がやるべきは、ここから脱だつ出しゆつすること……その為ために生き延びることだ」


「食しよく糧りようの確保と、悠真に四つ股またをかけさせる……か前者は兎とも角かく後者は正直、賛成しかねるな、私は」


「悠真に四つ股かけさせなくても、千ち早はやに四つ股かけさせても別に問題はないもん」


「フリーの女子……乃々、椛、葵あおい子こ、湊を相手にか……？」


　湊はともかく、乃々と椛はどう見ても悠真にしか気持ちが向いておらず、更さらに恋愛に無む縁えんな葵子を差し向けるのは不可能と紫苑ならずとも思うところだ。ましてや、千早は名前が挙がった途と端たんにヒィッとか悲鳴を上げて女子から距きよ離りを置いていた。


「……高校脱出は連中の思惑おもわく通りに甘んじたが、毎度毎度そうあるとは限らん。私は独力でここを脱だつする方法を見つけたい」


「筏いかだでも作るか？」


「８人乗れる筏を作って、何日分になるか分からない食糧と水を積み込んで船出なんて、非現実的過ぎるもん」


「だな。となれば、もっと踏ふみ込んだ部分で奴やつらの首根っこをつかむべきだろう」


「踏み込んだ部分……ですか？」


　椛が紫苑の言葉に、ぽきゅっと小首を傾かしげた。


「我々のうちの誰かを無節操にくっつける目的だ。過去の病院閉じ込められ事件が起因しているにせよ何にせよ、根源的な目的が分かれば、逆にこちらが連中の弱みを握にぎることも出来るのではないかと思うのだ。何しろ、私達自身が連中の目的に必要であるはずなのだからな」


「あたし達自身ていう人ひと質じちを取っている状態になれるかも、っていうことなの？」


「そうだ。そうすれば、連中にこちらの言い分を通すことも可能ではないか。その為には連中が何を考えているかを探さぐる必要がある。そのヒントは、高校の中にあったような形でこの島の中にもあるのではないかと思うのだ、私は」


　主に、このメンバーの頭脳担当である紫苑と美羽の会話によって、方針を決めた一同はその指針に従って行動を開始する。


「……で、釣つりで食糧確保する班と島内を探たん索さくする班とに分けた訳だが」


　悠真＆葵子＆千早の釣り班と、美羽＆紫苑＆乃々＆椛＆湊の島内捜そう索さく班とに分かれた。


「……見事な程に悠真好きなメンバーがクジを外しまくったの。紫苑先せん輩ぱい達、日ひ頃ごろの行いが悪いからだもん」


「自分も外したのを棚たなに上げて何を言うか、美羽っ！」


「しかしまあ、変に兄さんに気がある人が兄さんと行動を共にするよりはむしろ安心出来ます」


「さもありなん、か。確かに、葵子ならば色いろ香かに迷うことはないからな。葵子、悠真をよろしく頼たのむぞ」


「ふふ……紫苑は本当に、高こう炎えん寺じくんが大事なのですね」


「うむ、大事すぎて、悠真がストレスで吐はくぐらいまで可愛かわいがりたい」


「それホントに大事なの!?」
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　釣り班。


　ルアーもあったのだが、一応、森で地面を掘ほり返したり河口で小さな網あみを使ってゴカイやモエビを大量に確保した彼らは、釣り経験者の悠真のレクチャーで颯さつ爽そうと釣り糸を海に垂らす。


　幾いくらか小物を釣り上げてはいたが、その釣ちよう果かはいずれも千早１人のもので、悠真と葵子はボウズであった。


「……俺、ちょっと、場所を変えるわ」


「お供します」


　島から伸のびる細長い足場を辿たどり、突とつ端たんにある教室ぐらいの広さの小島のようになっている場所で、改めて糸を垂れる。


　それでも当たりがなく、しばし無言の悠真と葵子だったが、沈ちん黙もくに耐たえかねたという訳ではない様子ではあるものの、ふと葵子が思い立って口を開いた。


「高炎寺くん。私は紫苑とは小学校からの付き合いですが、紫苑が彼氏を作ってイチャイチャしているのを見られるとは思っていませんでした。彼女は何しろ、超ちよう堅かた物ぶつですからね」


「……紫苑先輩と同じこと言ってるな」


「はい？」


「あ、いや、何でもないっす」


「紫苑が男性と幸せそうに仲なか睦むつまじくするなど、ちょっと……いえ、かなり感動しました。高炎寺さんは、若じやつ干かん女性にだらしなさそうですが、悪い人ではないように見受けられます。どうか、紫苑を幸せにしてあげて下さい」


「はい。……ていうか、葵子先輩、お母さんみたいですよ？」


「誰だれがお母さんですか。……いいですか、くれぐれも紫苑のこと、お願いしますね？」


　頷うなずきかけた時、悠真の釣り竿ざおが凄すごい勢いでしなる。


「うおっ!?　かかったかかった!!　あっ、そっちも！　葵子先輩のもかかってる!!」





　そこからはもう入れ食い状態で、途と中ちゆうで悠真はその場で魚を捌さばいて保存用の干ひ物ものを作っていくぐらいの大漁であった。


　しかし……、これが大自然のささやかな罠わなだとは、悠真達に気付く術すべはない。


　そして、数時間後。


　意い気き揚よう々ようと引き上げようとした悠真と葵子は、小島に渡わたる時に歩いてきた足場が完全に水すい没ぼつしている様を見る。


「うあ……満ち潮、か」


「少し、潮の流れが速いようですが、泳いで戻もどれないことはないでしょう」


　だが、葵子が海の中に１歩足を踏み入れようとしたその時。


「!!」


「うお!?　鮫さめ!?」


　目の前の波間を、鮫の背びれが横切っていって、悠真が思わず葵子の腕うでを引っ張って後ずさった。


　更にその勢いのままに、葵子は悠真の身体からだを駆かけ上り、物もの凄すごい運動能力で悠真に前方から肩かた車ぐるまされるような状態になる。


「ききききき、きやあああああああああああああああああああああああああああああ!?」


「葵子先輩!?」


　その不自然な体勢と体重のかかり方に加え、顔面に下の水着が力ちから一いつ杯ぱい押し当てられるという力の抜ぬけるシチュエーションに、悠真が尻しり餅もちをついた。


　それでも収まらない圧力が悠真の頭を地面に押し潰つぶす。結果、悠真の顔の上には葵子の股こ間かんがのし掛かかった状態になった。


　お互たがい別の意味で身体が硬こう直ちよくしている悠真と葵子の、倒たおれているすぐ横の水面をこれ見よがしに鮫がゆらぁりと回遊していく。


「ヒッ!?」


　葵子の瞳どう孔こうが開いて、無意識の震ふるえが止まらなくなり……。


　じょろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ……という水音と共に、悠真の顔面を生暖かい液体が盛大に覆おおった。


「わぷ!?　ごぼぼぼぼぼぼぼ!?　げほっげほっごくっげほっ!?」


　悠真を陸上で溺おぼれさせかけた温ぬるい飛ひ沫まつが止まっても、しばらく腰こしの抜けた状態の葵子は、魂たましいまで一いつ緒しよに抜けた感じで小さくカタカタ震えるだけだった……が。


　やがて、放心し感情の欠落した表情のまま、葵子はのろりと腰を上げて悠真の横にぺたんとへたり込んで嗚お咽えつを漏もらした。


「……ご、ごめんなさい……私……うっ、ひっく、ひっ、ひぅっく」


「いや、俺より、葵子先輩の方が……こんなに震えて……」


「ぁ……」


　悠真が正面から葵子を抱だきしめてやる。


　葵子の冷え切った身体に、悠真の熱っぽい体温と優やさしさがじんわりと伝わってきて……。


　葵子は自分の中にそれまでなかった灯ひがぼんやりと点ともるのを感じた。


　未体験のその感覚……それが何であるのか、彼女は女としての本能で悟さとる。


　それが何を意味するのかも、彼女は分かっていた。


　だから。


『ごめんなさい、紫苑……私……ごめんなさい……！』


　心の中で親友に詫わびながら、葵子は悠真の背中をギュッと抱きしめ返していた。


　その体勢のまま、葵子は囁ささやく。


「９年前のこと……覚えていますか？　入り口が土ど砂しや崩くずれで埋うもれてから、別の方の窓から外に出て……少し歩いた所で、野犬に出くわしたことを」


「ああ」


「あの時、私は殿しんがりで逃にげている最中、脚あしを犬に食いつかれました。……これが、その時の傷きず痕あとです。叔父おじが腕の良い医者をやっていて、もうほとんど痕は残っていませんが」


「……そいつは羨うらやましい。俺の腕もお願いすれば良かったな」


　悠真の軽口にも、葵子は暗い表情のままだ。


「あの時の野犬の……大きく開かれた真っ赤な口……今でも忘れられません。思い出すだけで、恐きよう怖ふに身が竦すくんで心も身体も身動きが出来なくなります。医師には心的外傷後ストレス障害ＰＴＳＤだと診しん断だんされました」


　幸いにも狂きよう犬けん病などの病気を持っているような犬ではなかったのと、すぐに廃はい病院に引き返して、美羽の指示で薬やく剤ざい保管庫にあった塗ぬり薬の抗こう生せい物ぶつ質しつを塗りたくりまくったお陰かげで破傷風になるようなこともなかった。


「あの時、紫苑と、一緒にいた少年が犬を追い払はらって、畏い縮しゆくして動けなくなっている私を廃病院まで運んでくれなかったら、私は今いま頃ごろ、ここにこうしていなかったでしょうね……」


「少年……」


「今にして思えば、あの少年は高炎寺くんだったのでしょうね……少し、面おも影かげがあるような気がします」


「……」


　そういえば、そんなことがあったような気がすると、悠真も薄うすぼんやりと思い出す。


「犬は苦手になりましたが、それだけだと思っていました」


　葵子の口調の闇やみが深くなるのを感じて、悠真が意識をそちらに戻した。


「……３年前の夏。海外のリゾート地へ家族旅行に行きました。……その時、目の前で従弟いとこが鮫に脚を……従弟は『従姉ねえちゃん、助けて、従姉ちゃん、助けて』と泣なき叫さけんで……でも、私は自分の脚が嚙かまれた時のことを思い出して、心と身体が凍こおり付いていました。何も出来なくて……申し訳なくて……怖こわくて……。９年前のことと３年前のことが頭の中で混ざってぐちゃぐちゃになって……まさか、自分でもこんなことを……」


　嗚咽と恐怖で嗄かれ果てた声で、葵子が吶とつ々とつと語った。


「大だい丈じよう夫ぶだよ、俺が守ってやるからさ」


「……！」





　葵子は思い出していた。


　９年前。


　野犬に囲まれた病院の中で、自分にこう言った少年のことを。


『大丈夫だよ、俺が守ってやるからさ』





　あの時は他ほかにも何人かの脅おびえる少女達がいた。


　けれど、今の言葉は自分に……自分だけに向けられた言葉で……。


　それだけに、葵子の気持ちは、完全に自分でもどうしようもない場所に昇しよう天てんしていた。


「高えん……悠真、さん」


「ん？」


「汚よごしてしまって……すみません。……すぐに、綺き麗れいにしますから」


「え……？」


　悠真の肩かたに埋められていた葵子の顔が持ち上がり、悠真の頰ほおに葵子の息がかかったかと思うと、葵子が未まだ残のこり香がのある悠真の顔を舌で舐なめ上げる。


「ちょ……!?　葵子先せん輩ぱい!?」


「ごめんなさい……ごめんなさい……」


「いや、謝られることは……」


「紫苑……ごめんなさい……私……ごめんなさい、紫苑……」


　償つぐないの言葉は悠真ではなく、彼女の親友に向けられたもので……。


「ごめんなさい……許して、紫苑……本当にごめんなさい……」


　譫うわ言ごとのように懺ざん悔げの言葉を呟つぶやきながら、悠真の顔の汚れを一心不乱に舐め取る葵子に、悠真は何も言えずにされるがままにならざるを得なかった……。





　夕暮れ時。


　背中と背中をピッタリ合わせて小島の上で座り込む悠真と葵子の影かげが長く伸びる。


　一ひと頻しきり悠真の顔を舐め回した後、滅め茶ちや苦く茶ちや恥はずかしくなった葵子は頭を抱かかえてゴロゴロ転がった後、その体勢になって無言で体育座りをした膝ひざの間に顔を入れて、自分の気持ちを何とか整理し、ようやく口を開いた。


「悠真さん、私……」


「？」


「悠真さんを好きになってしまいました……」


「え!?」


　てっきりパニック状態になって、あんなことをしたのだろう、そして、恥はずかしすぎて合わせる顔がないから背中を向けているのだろうと思っていた悠真は、思わぬ言葉が葵子から飛び出してきたことに、声を裏返らせる。


　悠真のリアクションをどう思ったか、葵子は泣きそうな声を出した。


「すみません!!　顔に……あんなものを引っかける女の子なんて……嫌きらわれていますよね!?　でも……あの……それなのに、悠真さんは私に優しくしてくれて、そんな悠真さんを私は……悠真さんに嫌けん悪おされても疎うとまれても汚けがらわしいと思われても……私、ずっと悠真さんのこと、好きですから……迷めい惑わくだと思いますが、思いを寄せるだけ、それだけですから……どうか、それだけ許して下さい」


　喋しやべれば喋る程ほど、身体を縮こまらせていき、声がか細くなっていく葵子。


　その頭を悠真は優しく撫なでた。


「や……その、嬉うれしいです」


「え……？」


「迷惑なんかじゃないですよ。……何か、新しい性せい癖へきに目覚めそうだったし、あははは」


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」


　羞しゆう恥ちで耳まで真っ赤になった葵子が、悠真に身体を預けて甘えるように胸むな板いたをぽかぽかと叩たたく。


「あの、でも……紫苑には言わないで下さい……。どうか、内ない緒しよに……お願いします。私、紫苑を裏切って……こんなことが紫苑に知られてしまったら……私……私……」


　今まで赤い顔をしていた葵子が、瞬しゆん時じに蒼そう白はくになっていた。


「まあ、いずれちゃんと言った方がいいようには思うんですけど……」


「……はい、そうですね。私もそう思います……。気持ちの準備が出来たら……ちゃんと……」


　強面こわもてでありながら、意外にしおらしい一面を持つ葵子のギャップが可愛かわいい。


「それはそれとして、ぼちぼち日が暮れるけど、どうすっかなぁ……？」


「そうですね……紫苑達が助けに来てくれるとは思うのですが、しかし、相手が鮫では……」


　心細そうに、悠ゆう然ぜんと小島の周りを泳ぐ鮫さめの背びれを葵子が見た。


　……と。


　ザバァッ!!と海中から鮫がその姿を現した。


「!!」


　悠真に抱だきつく葵子が、思わず息を呑のむ。


　その鮫は……否いな、鮫だと思っていたものは、猫ねこ耳みみや兎うさぎ耳みみの代わりに背中に鮫の背びれを付けた名無しさんその人であった。


「はー、海で泳ぐの楽しすな～！　まったく、海は最高だぜ！」


「……」


「……」


　ペタペタと砂すな浜はまを上陸していきながら、だばー！と宇宙服の裾すそから内側に入った海水を垂れ流す名無しさんを、悠真と葵子は身体からだを硬直させて見る。


　が、２人揃そろってすぐに海に飛び込み、凄すごい速さで砂浜に到とう着ちやくすると、名無しさんの背中にシンクロしたドロップキックを決めた。


「うわなんだおまえやめｒ」


　すっ飛びながらそんなことを言う名無しさんは思いの外余よ裕ゆうがある。





　　　　＊





　大量の魚を持って帰ってきた悠真と葵子と、そこそこの獲え物ものを手にした千早を見て、捜そう索さく班の美羽達は感かん嘆たんの声を上げた。


「凄いの、悠真！　流石さすがなの！　頼たのもしいもん！　格かつ好こいいなの!!　ほ……惚ほれ……直したもん。……って、何を言わせるもん、何を言わせるもん!!」


「美羽、照れながら悠真をぽかぽか殴なぐるな。悠真、痛くはなかったか？　私が撫で撫でしてやろうか？　ん？　それとも、ご褒ほう美びに何かして欲しいことはあるか？　何でもいいぞ？　何でもと言うからには本当に何でもいいんだからな？　敢あえて念を押している意味は分かるな？　何でもだぞ？」


「……じゃあ、後で膝ひざ枕まくらの耳かきでもして貰もらおうかな」


「……はぁ。お前のそういう女心の分からないところはどうしようもないな。最低だ。だが、私は見捨てたりしないし、お前が最低最悪のクズでも、私はお前が大好きだからな」


「顔色一つ変えないで、クールに淡たん々たんと恥ずかしいこと言うんだなも、悠真の彼女……」


「いいだろー」


「だから、背中から抱きつきながら会話するなと言っているのだ、湊っ!!」


　揉もめる人々をよそに、椛は網あみの中で生かされていた鮮せん魚ぎよと悠真が作った干ひ物ものを見て、ぱちむと手を合わせる。


「お魚沢たく山さんですね！　お刺さし身みと、マリネと、焼き魚と、煮に魚ざかなと……あー、ご飯が欲しくなっちゃいますねー」


「煮魚は無理じゃないかしら、椛？　お鍋なべとかないでしょう？」


「あ……そうですね。残念です……」


「いやいや、ウチのスーパーメイド・岩いわ井い椛をナメるなよ、乃々？　鍋なんかなくったって、主人が食べたいと言えば、それに応じて煮魚ぐらい作ってくれるぞ！」


「無理です、坊ぼつちゃん!?　というか、こんな時ばっかり持ち上げられても困ります!?　というか、何で逃にげられないように肩をガッシリつかんでらっしゃるんですか!?」


「逃げられないようにだよ？」


「坊ちゃん、酷ひどい!!」


「ちっ。椛、お前、主人の望みも叶かなえられないようじゃ、スーパーメイドからガッカリメイドに降格だな。今日からお前は超ちようガッカリメイドだ、小こ岩井椛」


「苗みよう字じまで小さくされてます!?」


　さっきまで岩井だった小岩井が、シクシク泣きながら魚を捌さばいて刺身を作り、木の枝をナイフで削けずって作った串くしに魚を刺さして焼く。


　腸はらわたを抜ぬいたりするのは、葵子も手伝い、意外に料理の出来る一面を見せたりしていた。





　焚たき火を囲んでの新しん鮮せんな魚づくしの夕食は、悠真達のテンションを大いに上げる。


　何より、果物のみの食事よりもキャンプっぽい雰ふん囲い気きが急激にアップしていて、誰だれもが美味おいしい美味しいを連発していた。


「椛、お刺身作れるとか凄いの。あたしも今度、椛に習って、作れるようになろうかなって思うもん……べっ、別に悠真の為ためなんかじゃないんだからねなのっ」


「……いいですよ。……坊ちゃんも、喜ぶと……思います、し」


「だっ、だから、別に悠真の為じゃ……」


　泣き笑いのような複雑な表情で途と切ぎれ途切れに言う椛の心中に、はたと気付いた美羽が自分の迂う闊かつな言葉に申し訳なさそうに黙だまる。


　当事者達は沈ちん黙もくしたが、乃々は黙っていなかった。


「自分のライバル候補になりそうな相手を心理的に潰つぶすとか、そういう卑いやしい女、どう思います、兄さん？　彼女になんてしておきたくないですよね、卑しい女なんて」


「うむ、まったくだ。そんな卑しい女は悠真の彼女には相応ふさわしくないな」


「そう言う紫苑先せん輩ぱいの台詞せりふが、ライバルを心理的に潰す卑しい女の言葉だよね、悠真？」


「しっ！　湊、お前、紫苑先輩の怒いかりを買いすぎると、薙刀なぎなたで首をはねられるぞ？」


「怖こわっ！　悠真の彼女、怖っ!!」


　そんなギスギスし出した場の空気を変えようと、千早が切り出す。


「ところで、無人島捜索班のみんなは何かめぼしいものは見つけられたの？」


「いや、怪あやしげな場所はなかった」


「千早が怪しげな場所で寝ね取とられる!!」


「悠真、いちいちうっさいもん!!」


「まあ、強しいて発見したといえば、ドラム缶かんぐらいか。湧わいていた温泉は熱くてそのままでは入れそうもないが、あれに湯を汲くんで冷やすなり湧き水を足すなりすれば、風ふ呂ろにも入れるだろう」


「ああ、お風呂は嬉しいですね。……でも、島中探して、収しゆう穫かくがお風呂だけ、っていうのは先が思いやられますね」


　千早の苦く笑しように、美羽は少し難しい顔で答える。


「……それだけ、っていう訳でもないもん。何て言うか、不自然な場所はなくはなかったの……」
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「意味ありげな言い方だね」


「千早が意味ありげに寝取られる!!」


「悠真、うっさいもんっ!!」


「むぐむぐ!?」


　悠真を黙らせるべく、美羽が自分のお腹なかに悠真の顔を抱だきかかえるように押さえ付けて黙らせた。


「こう、この島をくまなく探たん索さくした所、大体楕だ円えん形けいな感じの島のはずなのに、行ける場所はＵ字形だったの」


「つまり、行けなかった場所に何かがあって、どこかから、そこへ行ける秘密の道がある、っていうこと、美羽ちゃん？」


「そう思うの。明日からはその辺を重点的に調べようと思うもん。ひゃあああんっ!?　悠真、人のお腹舐なめるななのっ!!」


「美羽が俺をイカっ腹で窒ちつ息そく死しさせようとしたからだろ!?」


「イカっ腹言うななの!!　ていうか、イカっ腹じゃないもん!!」


「ふっ、イカっ腹とは即すなわち幼女体型ということだな、美羽」


「!!」


　気にしていることを紫苑に言われて、美羽がガァン!!とショックを受ける。


「イカっ腹とか幼女体型とか、そういう目で女の子を見て鼻で笑う悠真なんて大だい嫌きらいだもん!!　だいっきらい……だもん……だいっきらい……だったもん……だいっきらい、だったのに……ぃ」


「いや、俺は何も言ってないだろ……。ていうか、美羽のお腹、ぷにっとして気持ちよかったから嫌きらいじゃないけどな」


「……ほんと？」


「うん。まあ、起き伏ふくの激しい性格とか、ちっこい身体とか、全部引っくるめて美羽だからな。その辺、分かってて美羽のこと受け入れた訳だし」


「しょ、しょーがないわねなのっ。そ、それなら……悠真のこと、き、嫌わないでいてあげてもいいもん。……悠真、嬉しい？」


「嬉しいよ」


「～～～っ、そ、そういうことなら、悠真のことなんて、本当は、な、何とも思ってないけど、そ、その、好き……っぽい感じでいてあげなくもないもん」


　モジモジする美羽に、紫苑が軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けた。


「何を今いま更さら言っているのだ、美羽？　お前、きっちり告白していたじゃないか」


「あっ、あれはっ、勢いというかっ、その……悠真が告白して欲しそうだったから仕方なくっていうか、悠真の為にっていうか、悠真だからっていうか、悠真じゃなきゃ駄だ目めっていうか……だもん」


「結局、悠真が好きなのではないか。何故なぜ、お前はそう素す直なおじゃないのだ」


「紫苑先輩が、無意味に素直クールすぎるんだもん!!」


　ごちゃごちゃ揉める美羽と紫苑の横。


「悠真さんは……何というか、器うつわが大きいのですね」


　葵子が感心したように目を見開いて悠真を見て零こぼす言葉に、湊が反応する。


「悠真、ストライクゾーン広いからねぇ。つるぺたでも、ぼんきゅっぼーんでも、気にしないっていうか、とにかく自分を慕したってくれる娘こを放っておけないタイプなんだよなも」


「優やさしい人、ですね」


「優しいというか、甘いというか、チョロいというか……」


「そんなことありません。なかなか出来ないことだと思います。悠真さんの長所です」


　そこでふと、紫苑が親友の台詞を断だん片ぺん的に耳に挟はさみ、違い和わ感かんを覚えた。


「……〝悠真さん〟？　確か昨日は高炎寺さんと呼んでいたと記き憶おくしているが……葵子、いつから悠真を名前で呼ぶようになったのだ？」


「[image: ]!?　違ちがいます!!　呼んでません!!」


「……呼んでいただろう。湊も聞いたな？」


「はい」


「ご……ごめんなさい、紫苑……!!」


「いや……別に責めてはいないのだが……？？？」


　長い付き合いでも見たことのない葵子の狼ろう狽ばいっぷりに、むしろ紫苑の方が狼狽していて、葵子が更さらに狼狽する。ややこしいな。


　口元を指先を揃そろえた両手で覆おおって、潤うるんだ瞳ひとみで『ごめんなさい、ごめんなさい』と詫わび続ける葵子に、紫苑は小首を傾かしげまくっていた。


「紫苑の大切な恋こい人びとの悠真さんを、馴なれ馴なれしく悠真さんなどと呼んでしまってごめんなさい、紫苑……あっ、私、また悠真さんを悠真さんと呼んでしまいました……！」


「嘗かつて、ちゃんとした人物だと思われた紫苑先輩がそれ程ほどでもなかったという出来事がありましたが、デジャブを見ている気がしますね、兄さん？」


「俺の周りでちゃんとしている人間は、俺ぐらいだからな。……椛、今吹ふき出しそうになったお仕置きとして、ケツを出せ。お尻しりペンペンの刑けいだ」


「坊ちゃん、年とし頃ごろの女の子にそれはあんまりです!!　メイドとして主人を笑った罰ばつは甘んじてお受けしますけど……」


「だから、お前は、下僕であって女の子じゃないと何度言ったら分かるんだ？　お尻ペンペン追加だ」


「慕ってくれる娘を放っておけない……状態かな、これ？」


　苦笑する千早の向かい側で、紫苑はぽむぽむと葵子の肩かたを叩たたく。


「葵子と悠真が仲良くしてくれるのは私としては嬉うれしいぞ？　何しろ、葵子のことだ。聞く耳も持たず、悠真を汚けがらわしい男子として断じて、口もきかない……というのはいかにもありそうだと思ったからな」


「そんなことは……！　紫苑の人を見る目は確かですから」


「いや、恋こいは理性を目隠しするというからな。どこまでその確かさが有効なのやら……」


「そう……ですね……」


　揃って理性が目隠しされている親友同士が、何とも言い難がたい気持ちで言葉を濁にごした。





　そんな楽しくもギスギスした夕食の時間を過ごした悠真達であった……。
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　前日、干ひ物ものが２、３日分備び蓄ちくできる程に、有り余る魚を釣つり上げたこともあり、この日は全員で島を捜そう索さくすることにした。


　３名、３名、２名の３班に分かれて、ということになるが、当然というか、悠ゆう真まを巡めぐって少女達は火花を散らす。


　早々にくじ引きで負けた乃の々のは、しばし面おも白しろくない顔を引っ提さげていたが、ふと思い立って洞どう窟くつ内の箱から、とある瓶びんを引っ張り出してきて悠真に言った。


「兄さん、日焼け止めを塗ぬって貰もらえませんか？」


「いいよ」


　瓶からヌルリとした液体を手に出し、背中を向ける乃々に塗っていく。


「ひゃんっ、冷たいです、兄さん。もっと、手で人ひと肌はだに温めてから塗って下さい」


「ああ、そっか」


「……ん……兄さんの手の感かん触しよく、凄すごく好きです。兄さん、私の肌はだはどうですか？」


「え、うん、すべすべで凄い気持ちいいよ？」


「んふふ。ね、兄さん、前もお願いできますか？」


「いや……前は自分でやれよ……」


「……。兄さんは最近、乃々に冷たいですよね。私、もう、兄さんに愛されてはいないんですか？　兄さんは、もう邪じや魔まな妹なんていらないって、そうお考えなんですか？」


「いやいやいや、泣くなよ!?　いるって！　乃々、超ちよう必要!!」


「じゃあ、乃々の身体からだの隅すみ々ずみまで日焼け止めを塗ってくれますよね？」


「分かったよ……」


　と、そこで思いっきり、乃々の前の部分を塗っている悠真に、美み羽うが気付いて悲鳴を上げた。


「ちょちょちょちょちょ、ちょっと悠真と乃々何してるなの!?」


「すみません。兄さんと私はこういう関係なので、もう、兄さんのことは忘れた方がいいと思います」


「本当なの、悠真!?」


「そろそろ乃々の性格も分かってきたと思っていたが、その上で本当か問う訳か……？」


「兄さん、こんな現場を見られてしまったのですから、もう見苦しい言い訳はやめましょう？」


「乃々お嬢じよう様さま、何とお見苦しい……あざとすぎです……」


「椛はな、黙だまりなさい。……兄さんは、もうこういうケダモノですし、毒どく牙がにかかってしまうのは妹の私１人で充じゆう分ぶんです。美羽先せん輩ぱいも紫し苑おん先輩も、傷の浅いうちに身を引かれた方がいいですよ？」


「美羽がどうかは知らんが、私は悠真がケダモノであることなど百も承知で付き合っている。実の妹を毒牙にかけるような人間のクズは、私ぐらいしか好きになってやれんからな」


「あ、あたしは悠真なんか、別に好きじゃないけど、悠真がそういうこと本気でしないことぐらい知ってるもん」


「……[image: ]」
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　日に日に仲が険悪になっていく３人の各おの々おのが額に怒いかりマークのように血管を浮うき立たせて睨にらみ合う。一いつ触しよく即そく発はつの殴なぐり合いでも起きそうな雰ふん囲い気きのど真ん中に悠真がいる。


「坊ぼつちゃん、あの、いつまで乃々お嬢様に日焼け止めを塗ってらっしゃるんですか？」


「馬ば鹿か、お前、俺が今、手を離はなしたらポロリするだろうがっ!?」


「千ち早はやくんは、とうの昔に洞窟の中に隠かくれていってしまっていますし、この場にいるのは女性と坊ちゃんだけですから、ポロリしても構わないのでは？」


「早く言わんか」


「……待ちなさいな、悠真。アンタ、まさか、妹だけ日に焼けなければいいなどと思っているのではないよなも？」


「湊みなと、まさか、自分にも日焼け止めを塗れとかそういう……」


「察しが良いじゃないの、悠真。隅々まで頼たのむぜ」


「そういうことならば、私に塗らないとは言うまいな、悠真？」


「悠真、あたしにも塗らせてあげないこともないもん!!」


「あ、あの、私もちょっとだけ……紫苑、ごめんなさい……」


「あ、じゃあ、わたくしもお願いできますか、坊ちゃん」


「椛は駄だ目めだ」


「坊ちゃん、酷ひどい!!」


「うっさい。お前、下僕のクセにナニ、ご主人様に奉ほう仕しさせようとしてるんだ。こんがり焼けるように、後で身体からだ中じゆうにライターオイルを塗りたくってやる！」


「あんまりです、坊ちゃん！」





　結局、椛以外の全員に隅々まで、ではないにせよ、日焼け止めを塗らされた悠真は、小一時間後ぐったりしてへたり込んでいた。


「生殺し……生殺しだ……!!」


「乙女おとめ達の柔やわ肌はだに触ふれるだけ触れさせられただけで、欲よつ求きゆう不満だけが蓄ちく積せきするという恐おそろしい罠わなだったなも、悠真っ」


「湊、お前、分かってて他ほかの奴やつらも唆そそのかす感じに!?」


「でも、嬉しかったでしょお？」


「生き地じ獄ごくだったわっ!!……ていうか、よくよく考えると、湊、お前は、その水着から部分的にはみ出た日焼け跡あと状態で無差別に日焼け止め塗っちゃって良かったのか？」


「……あ」





　　　　＊





　というような出来事を経へて、悠真は湊と美羽と共に島内探たん索さくに出る……のだが。


「……湊、何で歩きながら何か黄色いものを膨ふくらませてるの？」


「ぷうぷう……黄色いものじゃなくて、バナナボートだなも？」


「そんなことを聞いてるんじゃないもん!?」


「昨日、この先に川を見つけたんだぜ……ぷうぷう」


「ああ……確かに見つけたの」


「これに乗ってしゅるーんと流れてきたら、凄い楽しそうだと思って」


「遊ぶ気満々だもん!?」


「ぷうぷう……ぷは。悠真、酸欠になってきたから代わって？」


「お前、これ、半分も膨らんでないじゃないか……ぷうぷう」


「っ!!　悠真、それ、間接キッスだもん!?」


「直接キッスもしてるし、もう今いま更さらだと思うなも、美羽ちん？」


「湊、あれはキスとしてはノーカウントだって言ってたもん!?」


「そうなんだけど、やってることはやってるしねえ」


「なんか言ってることが違ちがうの!?」


「ぷうぷうぷう……ふぅ。うお……酸欠……美羽、代わってくれ」


「[image: ]!?」


　虚きよを衝つかれた美羽の耳元に湊がこっそりと囁ささやく。


「ほらほら、美羽ちん、間接チャンス！」


「か!?」


「何だよ、美羽、代わってくれないのか。じゃあ、湊もう１回やれよ……」


「ちょちょちょ、ちょっと待つの!!　し、しょーがないわねなのっ。す、凄くイヤだけど、仕方ないからやってあげるなの!!　悠真、あたしに無む茶ちや苦く茶ちや感謝するもん!!」


「いや……そんなにイヤだったら、無理にやらなくてもいいよ。結構しんどいしな、これ。美羽は大事な彼女なんだから、嫌いやがることはさせられないからさ。ほれ、湊、膨らませ」


「あ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」


「な、何だよ……何故なぜ泣く……？」


「いいから、貸すもんっ!!　悠真の馬鹿っ!!」


「まあ、確かに悠真は馬鹿だよね」


「どやかましい、湊。……美羽、早く膨らまさないと、空くう気き抜ぬけるぞ？」


「わ、分かってるもん!!　今、心の準備をしているんだから、黙ってるなの、悠真！　乙女の一大事なんだもん!!」


「そんな大変なことを頼んだのか、俺は……？」


　顔を真っ赤にして、わなわなと震ふるえる唇くちびるをバナナボートの空気吹ふき込み口に近づけては離し、離しては近づけるのを繰くり返す美羽を、悠真が緊きん張ちようの面おも持もちで固かた唾ずを呑のんで見守っていた。


　そんな状態で数分が経過し、ようやく腹をくくって口を付けようとしたその時。


「あ、呼吸整ってきたから、俺、やるよ、美羽」


「あ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」


「な、何だよ……何故泣く……？」


　悠真にバナナボートをひょいと取り上げられて、美羽が泣き声を上げた。


「悠真の阿あ呆ほ───────────っ!!」


「……美羽ちん、走ってってしまったぜ。……あ、止まった。何か木の陰かげからこっち見てるわなも。宥なだめて欲しいオーラ放ってるんじゃないの、あれ？」


「……しょうがない奴だな」


　グルルルと野生の人間である美羽が獣けものじみた威い嚇かくの声を出している所へ、悠真がてくてく歩いて行く。


「あによぅっ!?　悠真なんか大だい嫌きらいだもんっ！」


「俺は美羽のこと好きだよ？」


「っ！……ゆ、悠真は大嫌いの中ではかなり好きな部類にしてあげても……い、いいもん。もうほとんど好きの範はん囲いに入りかかってるぐらいというか、出たり入ったりというか、しょっちゅう入ってるというか、ずっと入ってるけど時々出て行きそうになるからあたしが一いつ生しよう懸けん命めい止めてあげてるっていうかなの……」


「それ、悠真のことかなり好きってことなんじゃ？」


「湊は黙ってるもん!!」


　いつの間にか悠真の後ろにいて、悠真の背中にぴとーっとくっつきながら突っ込む湊に、美羽がガオゥッと吼ほえた。





　結局。


　美羽が愚ぐ図ず愚図している間に、悠真と湊によってバナナボートは無事膨らみきって完成し、美羽は呆ぼう然ぜんと魂たましいの抜ぬけた状態になっている。


「よっしゃ、悠真！　バナナボート激流下りだぜ!!」


「いや、めっちゃ普ふ通つうの流れの速さだけどな。美羽は乗らないのか？」


「乗るもんっ!!　ていうか、なんで湊が悠真の後ろで、悠真に抱だきつきながら乗ってるんだもん!?　そーゆーのは、かかかかか、彼女の席だと思うの！」


「いやほら、彼女は男子の前で抱きかかえられる感じのがキュン[image: ]てくるかなーと思ってなも」


「……。……。……それもアリだもん」


「恐ろしい単純さだな、美羽……」


「悠真、うっさいもん。いいから、もうちょっと後ろに詰つめるもん……んしょっ」


「乗ったわね？　よっし、じゃあ、出発進行だぜ!!」


　川辺の石で脚あしを踏ふん張って耐たえていたのを解除すると、意外に軽快にバナナボートが流れ出す。


「うひゃ─────っ!!　速い速いっ!!」


「うあ、馬鹿、揺ゆらすな、湊！　落ちるだろうがっ!!」


「悠真、あたしをギューッてしすぎなのっ。こっ、困るもん困るもんっ！」


　右へ左へ揺れてちょっと落ちそうになりながら進む３人が、誰だれの言葉もロクに聞かずに銘めい々めい勝手に叫さけび続けていた。
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「「……」」


　そんな悠真達の乗ったバナナボートが流れていくのを、途と中ちゆうの川辺で信じがたい物を見る目で追う紫苑、葵あおい子この２人。


「あははははははは、うおう、段差段差!!」


「うわ、美羽が前に滑すべってく滑ってく!!　落ちる落ちる」


「悠真、なんでもっとギューッてしておかないの!?　怖こわいもん怖いもん!!」


　怖さと楽しさが最高潮に達し、全員が半泣きで大だい爆ばく笑しようしながら、最後は海に流れ着いた。


「ふー……予想以上に楽しかったなも」


「おい、足あし下もとふらふらしてるぞ、大だい丈じよう夫ぶか、美羽？」


「もうやだもん……次は悠真の後ろに乗るの……悠真の前は危なっかしくて駄目だもん……」


「まだ乗る気なのか……気に入ってんじゃないか」


　などと２周目に移ろうかとしている悠真達の方へ、上流から凄すごい勢いと形相で突っ走ってきた紫苑が、悠真の頭上にチョップを振ふり下ろし……かけて、ピタッと止めて、かなり逡しゆん巡じゆんしてから、結局、美羽の頭上にチョップした。


「痛!!　なんで、あたしが叩たたかれるの!?」


「人が探索に勤いそしんでいるのに、呑のん気きに遊んでいるからだ!!」


「別にあたしが率そつ先せんして遊んだ訳じゃないもんっ！」


「大体、悠真に抱っこされるなど、お前にはまだ早い!!」


「早いとか遅おそいとかどういう基準なの!?」


「段階があるだろうっ？　まずは、至近距きよ離りで話し、それが出来たら手を繫つなぐ、それをクリアしたら腕うでを組む、その次が抱っこだ!!　だから、いちいち私の言ったことを横で順番に実じつ践せんしなくていいっ、湊!!」


「いやあ、やってみせた方が分かり易やすいかなと思ってなも」


「抱っこされたまま喋しやべるな!!　悠真もいつまでも抱っこしているな!!」


「ああ、なんか、つい……。え、えーと……じゃあ、紫苑先せん輩ぱいもバナナボート下り、やる？」


　気を遣つかったつもりの悠真であったが、その言葉に、紫苑は奥歯をギリッ!!と嚙かみしめ、拳こぶしをギュッと握にぎって怒いかりの形相で怒ど鳴なりつける。


「馬ば鹿かにするな!!　そんな物、やるに決まっているだろう!!」


「やるなの!?」


「なんで怒おこられたんだ、今？」


「何をしている！　早く上流に行くぞ！」


「行く気満々ですね、紫苑……」


　既すでにバナナボートを担かついでずんずん進んでいっている紫苑に、葵子が冷や汗あせを垂らした。





　上流まで来た紫苑は悠真を呼びつけて中央に座らせる。


「え、俺、また乗るの？」


「お前が乗らないで、私が乗る意味があると思うか？」


「ああ、いや、そういうことか……で、紫苑先輩は何をそんな難しい顔してるの？」


「うむ……お前の前に乗って抱っこして貰もらうべきか、後ろに乗って抱きつくべきか……思いの外悩なやましいな」


「……」


　無言でしばらく何とも言い難がたい表情で紫苑を待つ悠真。


「うむ、決めたぞ。前に乗る！　悠真を抱っこしてやることは私の気持ち一つでどうとでもなるが、悠真に抱っこされるのはそうはいかんからな」


「なるほどなー……って、あれ？　葵子先せん輩ぱいも乗るの？」


「いけませんか？　駄だ目めでしょうか、紫苑？」


「いや……私は構わんぞ。というか、葵子がこういうものに興味を示すとは珍めずらしいな」


「いえ、あの……し、紫苑が楽しみにしているようなので、そこまでであれば、私もお裾すそ分わけをして頂こうかと」


「私が心躍おどっているのは悠真と一いつ緒しよの乗船だからだが……まあいい。行くぞ、悠真」


「出発進行～。あ、葵子先輩もうちょっとちゃんとつかまってないと、落ちますよ？」


「そ、そうなのですか？　こ、こうで……しょうか？　こんなにも悠真さんと密着をしてしまって……ぅぅ……ごめんなさい、紫苑……」


「なに!?　悠真、凄い揺れるぞ、これ!?　もっとしっかり私につかまっていないか！」


　葵子の小さな囁ささやきは、紫苑の叫び声にかき消されていた。


「うお!?　何かさっきより浮うき沈しずみと動きが激しいな!?　さっきより、乗ってる人が重いからか!?」


「何だ、悠真!?　今、非常に失礼な言葉を……うわあっ!?　悠真、どさくさに紛まぎれて変な所を触さわるなど、お前は本当に私ぐらいにしか相手にされない……ひゃああぁんっ!?　悠真、お前、そんな所を触って責任をちゃんと取って貰うからな!?」


「ていうか、紫苑先輩、何その可愛かわいい悲鳴……？　あと、背中、めっちゃおっぱい当たりまくってるんですけど、葵子先輩……？」


「紫苑には言わないで下さい……っ。ああ、紫苑、許して下さい……。当てたいんです……悠真さんにいっぱいいっぱい当てたいんです……っ。ごめんなさい、紫苑……っ！」


「悠真っ！　もっと私にしがみついていろ！　どうせ、どこを触ってもお前は最終的に私のことは責任を取らねばならんのだから、好きな所をつかめ！　危ないぞ、落ちる落ちる!!」


　小声で会話する悠真と葵子をよそに、紫苑は大はしゃぎ状態である。


「そろそろ河口に到とう着ちやく……って何か全然止まらないぞ、これ!?　質量が大きい分、勢いがつきすぎなんじゃね!?」


「ぬっ!?　海に飛び出すぞ！　島をぐるりと回る海流に乗った！」


「……一転して、凪ないだ海の上の呑のん気きなクルージングになったな」


「うむ。……？　おい、葵子、それはいくらなんでもくっつきすぎではないのか？」


　悠真に頷うなずきざま後ろをチラ見した紫苑が、悠真に背中から抱きつき、両りよう脚あしで腰こしをがっちりとホールドして蟹かに挟ばさみの状態になり、肩かた口ぐちにかぶりついて涎よだれを垂らす葵子を見て、流石さすがに眉まゆを顰ひそめた。


「はっ!?　ごめ、ごめんなさい、紫苑!!　私……これは違ちが……！」


「存外怖こわがりだったのだな、葵子」


「ごめんなさい、紫苑っ！」


「いや……そんなに謝るほどのことはないが。お前だから言うのだが、私も怖い思いをした時、悠真にそうして縋すがったものだ。無理もない。……。……いや、そこまでは縋らなかったな。やはり、葵子、縋りすぎだぞ？」


「ごめんなさい、紫苑、ちなうんですちなうんです……っ!!」


　騒さわがしいことこの上ないバナナボートが漂ひよう流りゆうしてきて、悠真達とは逆側から島の探たん索さくをしていた乃々と椛と千早が陸上から、先さき程ほどの紫苑達のように信じがたい物を見る目で追う。


「「「……[image: ]」」」


　しかも、何だか楽しそうなバナナボートの上の様子を見て、真面まじ目めに探索していた３人のこめかみに怒りマークのように血管を浮かせていた。


「何をしているんですか、兄さん!?　他ほかの女の子とばっかり遊んでズルいですっ!!」


　怒りに任せ、ぷうぷうと瞬しゆん時じにビーチボールを膨ふくらませ、悠真の顔面に向かってジャンピングサーブをかまし、その宙を舞まった動きにより乃々のおっぱいがぽよゆんっと揺れた。


「ぶぎゃっ!?」


　顔面にボールが突つき刺ささった衝しよう撃げきで、そのまま、蟹挟み状態だった葵子共々、悠真は体勢を崩くずして海中に没ぼつする。


「!?　大丈夫か、悠真!?　葵子!?」


「ごぼぼぼぼぼ……ぶはっ!?　ふははははは、見たか、乃々、この兄の顔面ブロックを！」


「兄さん……まるでご自分がわざと顔で当たりに行ったかのような無意味な強がりが素す敵てきです」


　３人でバナナボートを上陸させながら、悠真はそんなことを言う乃々に、ぺしーんとボールを軽くはたき返した。そのボールを更さらに乃々がレシーブで戻もどす。


「ふふふ、兄さん。乃々に当ててごらんなさ～い」


「おりゃっ」


「きゃっ！」


　先程の悠真の弁ではないが、わざとらしく胸でボールに当たりに行った乃々の、ぽよんっとおっぱいが揺れて、悠真の目が釘くぎ付づけになった。


「やだもぅ、兄さんのえっち」


「乃々お嬢じよう様さま……あざといです」


「ゆっ、悠真っ、ほら、私にもボールを回せっ。……んっ！」


　レシーブの腕の構えの紫苑は、おっぱいを思いっきり寄せた上、その谷間でボールをばいんっ！と受けて、乃々とは比べものにならない波打つ揺れを見せ、悠真は乃々には目もくれず何度も何度も紫苑のおっぱいとバレーをし出した。略して、おっぱいバレーである。


「ちょっと、兄さん!?　何なんですか、その露ろ骨こつなマンツーマンバレーは!?」


「ふん……こんなもの大きくて重くて肩かたが凝こるだけだと思っていたが、こんなことに役に立つとはな。あっ!?」


「んぅっ……？」


　紫苑が逸そらしたボールが、葵子の胸にヒットして、ばゆゆんっ!!と大波を打って揺ゆれた為ため、悠真の視界は葵子しか捉とらえなくなった。強面こわもての葵子が恥はじらう表情もまた良く、悠真がばしばし葵子の胸目がけて跳はね返ってくるボールを何度もはたき返す。


「あっ……ちょっ……やっ……！」


「兄さんっ、こっちにもパスですよっ」


「悠真っ、私にもボールを回すのだっ」


「ああ……っ、紫苑、ごめんなさい……私ばかり悠真さんに相手をして貰って……っ」


「……何ですか。この、パラダイス的な地じ獄ごく絵え図ず……」


　元より悠真の眼中にない椛がゴキゲンな勢いの置いてけぼり感かつ疎そ外がい感に、冷ややかな表情で部外者的な呟つぶやきを漏もらした。


　千早に至っては、彼らとは無関係に、波打ち際ぎわに浸ひたした足を冷やして涼すずんでいて、最も早はや、小休止の様相を呈ていしている。


　……と。


「はゃんっ!?」


　全く似つかわしくない可愛らしい悲鳴と共に、葵子の水着が度たび重なる衝撃に耐たえかねてはらりとはだけ、たゆんたゆんのおっぱいがポロリ……しかけたところで、紫苑と乃々と椛が揃そろって悠真の後頭部を引っつかんで顔面を砂すな浜はまに押しつけ、肝かん心じんな部分を見られるのを回かい避ひした。


「熱つつつ!!　焼けた砂浜が主に顔面に熱い!!」


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」


　悠真がジタバタしている間に、何があっても絶対に泣きそうもない厳いかつい雰ふん囲い気きの葵子がほとんど脱ぬげているビキニのブラを両手で押さえながら、声にならない声を上げて森の方へ泣き逃にげていく。


　葵子が見えなくなってから、拘こう束そくが緩ゆるくなりようやく頭を上げる悠真。


「ぷはっ！　ぺっぺっ、顔を火傷やけどするじゃないか……」


「兄さんが顔を火傷して、二目と見られない顔になっても、乃々が責任を取って一生兄さんの面めん倒どうを見てあげますから、気にしないで下さい」


「気にするわっ」


「……しかし、ポロリまでして兄さんの気を引こうとは、葵子先輩という人、なかなか侮あなどれませんね」


「いや、葵子はそんな気の利きくことの出来る人物ではないが……。しかし、そうか、あれはポロリというのか。そういう手があったとは、盲もう点てんだった。さあ、悠真、続きをするか？　ん？」


「そうですね、やりましょう、兄さん」


　紫苑と乃々が自分の水着をポロリしやすいような状態にして構え、椛が軽くドン引きである。ドン引きだったら全然軽くねえじゃねえか。


「あざといです……乃々お嬢様、紫苑先せん輩ぱい……」


「というか、葵子先輩、泣いて逃げていったみたいだけど、そのままにしていいのかな？」


「マジか、千早……。……俺、ちょっと様子見てくるよ」





　シダ植物の群生している中で、のろのろとビキニを着直した葵子は、膝ひざを抱かかえて蹲うずくまっていた。


「ううっ、こんな……こんな辱はずかしめを受けて、私はもうお嫁よめにいけません……!!」


「俺、責任取ろうか……？」


「悠真さん!?」


　独り言のつもりだった葵子の言葉に、音もなく接近してきた悠真が答えてきて、葵子はビクッとなって顔を上げる。


「悠真さん……あぁ、悠真さん……」


　縋るように悠真をギュッと抱だきしめた葵子ではあるが、ハッとなってすぐに悠真から離はなれた。


「っ!!……駄だ目めです！　すみません、やはり紫苑を裏切ることは出来ません！　あの……前に言った、好きですという言葉も、忘れて下さい……。すみません、勝手なことを言って。でも、私も、お嫁にいく夢は諦あきらめて……悠真さんとはもうこれっきりに……」


「……」


　思い詰つめた様子の葵子に、悠真はあまり追い詰めるのもよくなかろうとぽんぽんと頭を優やさしく撫なでる。


「葵子先輩なら、心配しなくてもお嫁にいけますよ。俺、誰だれにも喋しやべらないですし」


「っ!!　どうしてそんな優しいことを言うのです!?　そんなことを言われたら……私……私、もう、悠真さんから離れられなくなってしまうではないですか!?　私……私は……本当はもう悠真さんから心が離れられなくなってしまっているのに……！」


　感極きわまった葵子が、ふるふるっと震ふるえて悠真に抱だきついて身をすり寄せてきた。


「ああっ、こんなことになってしまって、私はもう紫苑に顔向けが出来ません……!!　親友を裏切って、親友の大切な人をこんなにも好きになってしまって……。私は何という恥はじ知しらずな……！　ごめんなさい、紫苑……ごめんなさい……!!」


『俺が言うのもなんだが、ズブズブだな……葵子先輩』


　愛あい憎ぞうの泥どろ沼ぬまにはまり込んで身動きが取れなくなっている葵子を持て余し気味に、悠真は自分の腕うでの中の彼女に背中をぽんぽんと叩たたいてやった。





　　　　＊





　もう全く精神的に悠真から離れられなくなっている葵子と共に砂浜に戻ってきた悠真は、いつの間にか美羽と湊もその場に集まってきて既すでに紫苑や乃々と揉もめているのを見て、悩なやましげにう～んと唸うなる。


「まあまあ、何を揉めてるか大体分かるけど知りたくないから、仲良くしようぜ？」


「流石さすが坊ぼつちゃん、凄すごい、なあなあな感じです」


「よっしゃ、悠真。仲良くみんなでビーチバレーといきましょうかなも！」


「流石坊ちゃんの親友、なあなあ加減を加速させています」


「椛、パス!!」


「ぼ、坊ちゃん、トスっ！」


「こら、お前達だけで楽しく遊ぼうとするなっ」


「そうなの、悠真。あたし達も混ぜるもんっ」


「よし、じゃあ、椛だけ仲間外れにして、みんなでビーチバレーするかっ」


「坊ちゃん、酷ひどい!!　というか、今さっき『仲良くしようぜ』とおっしゃったのは坊ちゃんじゃないですかっ!?」


「そんな敵意をむき出しにしてないで、仲良くしようぜ？」


「坊ちゃんがむき出させたんです!?」


　むきーっとなっている椛も仕方なくメンバーに入れ、悠真達はなし崩しに全員で輪になってビーチバレーを始めていた。


「よし、ボール落としたら罰ばつゲームだぜぃ！　はっ！」


「え、罰ゲームって何なの、湊っ？　えぃっ！」


「悠真と別行動を取る、というのはどうだっ？　とぅっ！」


「それですね。くらえ!!」


「べふっ!!」


「あ、坊ちゃん、顔面レシーブ……ボール、海の方へ飛んでいきましたね……」


「悠真くんは、この先、悠真くんとは別行動だね……」


「ていうか、乃々、くらえって、何なの……」


「すみません、美羽先輩を狙ねらったんですが、力が入りすぎて兄さんに当たってしまいました」


「謝られても腹立つもん!!」


「いえ、今は兄さんに謝ったのであって、美羽先輩には謝る気は毛頭ありません」


「一層腹立つもん!!」


「まあ、私も美羽を狙おうと思っていたので、遅おそかれ早かれ美羽はやられていたと思うが」


「乃々も紫苑先輩もまとめて倒たおすもん!!」


「俺、椛と一いつ緒しよに行動したいな」


「「「椛を真っ先に倒（す）（します）（すもん）!!」」」


「坊ちゃん、心にもない言葉で変な戦火をこちらに飛び火させないで下さい!?」


　無意味に人間関係がギスギスしまくっている間に、ボールが流れていきそうだったので、湊がざばざば泳いで取りに行く。


　……が。


「っ!!」


　僅わずかに沖おきに出た所でボールを手にした湊が、脚あしに痛みを覚えて海中に没ぼつし、それを目め敏ざとく千早が見つけた。


「あ！　湊ちゃん、足攣つったんじゃない!?」


「マジかよ!?」


　いち早くダッシュして湊が沈しずんだ付近へ泳いでいった悠真は、思い切り息を吸い込んでそこで潜もぐる。


　すぐに湊は見つかったものの、既に気を失っていて、悠真が慌あわてて引き上げて砂浜まで引っ張っていった。


「おい、湊っ！　大だい丈じよう夫ぶか!?」


「まずいぞ、悠真。湊が息をしていない」


「じ、人工呼吸だもん！　あ、でも、どうやればいいか分からないなの！」


　アタフタする女子陣じんの前で、悠真が迷いなく動く。


「「「「「「!!」」」」」」


　目を見張る全員の前で、悠真は手際よく湊に人工呼吸をし、心臓マッサージを施ほどこしていき……すると。


「ごほっ!!　げほっげほっ!!　はぁっはぁっ……う……アタシ、ひょっとして水死体になりかけたなも……？」


「親友に感謝しろよ……」


　安あん堵どの溜ため息を漏もらしてへたり込む悠真が、疲つかれた笑えみを浮うかべた。


「ちゅーしておっぱい揉み揉みしたのね、ケダモノ」


「人命救助してやった親友に対する感謝の言葉がそれか……？」


「「「「「……」」」」」


　そのやりとりを聞いていた美羽、紫苑、乃々、椛、葵子が、無言で立ち上がったかと思うと、海に走っていき水中に一いつ旦たん沈しずんでぷかぁっと浮かび上がった。


「何をしとるんだ、あいつら……？」


「ちゅーしておっぱい揉み揉みして欲しいんじゃないかなも？」


「ていうか、放っておくとみんな流されるよ、悠真くん？」


　千早に言われ、仕方なく悠真が片かたっ端ぱしから女子を回収し、砂浜にずらっと並べる。


「何だろうな、この、何て言うか取り返しのつかない感じの異様な光景？」


「よし、しょーがないぜ。アタシが片っ端から、ちゅーしておっぱいを揉みまくってあげましょう」


「うん、頼たのむ」


「「「「「頼むな（だもん）（（（です）））!!」」」」」


　悠真のあっさりした依い託たくに狸たぬき寝ね入いり状態だった女子陣が激げき怒どして起き上がった。


　ブツブツ言いながら寝かされた時に付いた背中の砂を払はらい落とす一同の中で、紫苑は、はたと気付いたことがある。


「というか、そういえば、葵子、何故なぜお前も混ざっていたのだ？」


「ちなうんですちなうんです!!　ごめんなさい、紫苑……!!」


「よっしゃ、じゃあ、ビーチバレー飽あきたから、次はビーチサッカーだぜぃ」


「お前、元気だな、湊!?」





　……この後。


　うっかりガッツリ１日遊んでしまった悠真達は、暮れる夕ゆう陽ひを見て、愕がく然ぜんとするのであった。
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　前日、迂う闊かつにも阿あ呆ほうのように遊んでしまった阿呆な人々は、過去の自分を悔くい改あらため、今日という日を真面まじ目めに生きようと決意した。


　即すなわち、昨日やり損そこねた島の探たん索さくを行うのである。





「ちょっと不思議に思っていたんだが……」


「？」


　悠ゆう真まが一緒に探索する美み羽うと湊みなとに何気なしにぽつりと零こぼす。


「この前、お前らが見つけたドラム缶かん、てのは、例の最初に拾った地図に書かれてはいない場所でのもの、だったんだよな？」


「うん、なの」


「……」


「てことは、さ。名無し達が隠かくした物とは無関係に、人工物がある、んだよな？」


「それがどうしたなも、悠真？」


「いいか？　ここは無人島だと思っていたが、実は何者かがいた形けい跡せきがある、ってことだ」


「アタシ達以外の誰だれかがこの島にいるってこと!?」


　悠真の深刻そうな口くち振ぶりに、湊が驚おどろいた声を上げる。


「そうじゃないかと俺は思っている」


「うそ……それって、何か危ないんじゃ……？　女の子ばっかりのチームとか」


「ああ、あんまり単独行動とかもしない方がいいかもしれない」


　真顔による重々しい口調で悠真と湊の間に繰くり広げられる会話に、美羽が躊躇ためらいがちに入ってきた。


「あの……それ、島のど真ん中に学校を建てた時の名残なごりなんじゃないなの……？」


「……」


「……」


「ドラム缶星人の仕し業わざかもしれないなっ？」


「ドラム缶原人がまだ生きているのかもだぜっ？」


「ははは、湊、冗じよう談だんばっかり言いおってー」


「悠真こそ、ジョークが好きなんだからぁ、んふふふふふ」


　無理をした笑顔でスタスタと２人独走態勢を築いていく悠真と湊は、どうやら力ちから業わざによって冗談ということで誤ご魔ま化かすらしかったが、特に誤魔化せてはいなかったので、力パワー負けしているとでも言うのか!?と言っても過言ではない。


「ところで、美羽くん!!　この前キミが言っていた怪あやしげな場所っていうのはどこかねっ？　教えてくれたまえよ!!」


「うん……悠真、そんなに必死に誤魔化そうとしなくても、悠真が馬ば鹿かっぽいこと知ってるから、大丈夫だもん」


「何のことかな!?　なあ、湊っ？」


「悠真、他ほかの人が無人島にいるとかドヤ顔で推理とか、馬鹿なんじゃないの？」


「まさかの裏切り!?　ていうか、お前も一緒に乗ってたじゃないかよ!?」


「あー、やだやだ。馬鹿が伝染うつるぜ」


「くそ!!　裏切り者!!　伝染してやる!!」


「きゃーっ、伝染されるぅ～！　妊にん娠しんするー!!　子供を伝染されるー!!」


「お前、本当に地球人類か？　どういう身体からだの構造だ？」


　あはははと笑いながら、背中からホールドされて頰ほお擦ずりされまくる湊を、美羽があぅあぅと嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの入り混じった焦あせりの態度で見上げる。


「ゆ、悠真っ。あ、あた、あたしにも伝染してもいいもんっ」


「馬鹿、お前、美羽にも馬鹿が伝染ったら、俺達は一体何を頼たよりに生きていったらいいんだよ……？」


「……ふ、ふんっ、悠真、あたしを頼りにするなんて、しょーがない奴やつなのっ」


「おう、美羽の頭脳なしには、ここから脱だつ出しゆつ不可能だろうからな」


「え、えへ……。……っ!?　べっ、別に嬉うれしくもないもんっ、そんなの当然なのっ。……あ、この辺から先が行けなかった場所だもん。この崖がけ沿いに歩いてみて、駄だ目めだったら崖を登る算段をした方がいいかもなの」


「ここを……登るのか？」


　馬鹿話をしている間に丁度辿たどり着いた岩がん壁ぺきを、３人が揃そろって見上げた。


　高さにして、学校の建物とほとんど変わらないぐらいの距きよ離りにある頂上は、垂直に切り立った断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの果てにある。


　阿あ呆ほの子のように、ポカーンと口を開けて仰あおぎ見る悠真と湊は『無理』と心の中で断じた。


「取りあえず、この崖の向こう側に行けそうな場所を探すか」


　悠真の言葉に頷うなずき、崖沿いに森の中を歩いて行くと、少し開けた場所に出る。


「ここ、川の上流か。滝たきになってるんだ」


「この滝は一昨日おとといも見つけたの。ドラム缶はその近くに流れ着いてたもん」


「そっか」


　滝壺つぼから少し下流の流れが穏おだやかになっている場所に、足場に丁度良い飛び石があり、そこをピョンピョン跳とんでいっている途と中ちゆう、悠真がふと足を止めた。


「ん？」


「うお、むぎゅっ!?　急に止まらないでよ、悠真っ!?　背中で鼻ぶつけたじゃないっ。ショックで妊娠したら責任取んなさいよ？」


「お前、本当に地球人類か？　どういう身体の構造だ？」


「どうしたなの、悠真？」


　先に川を渡わたりきっていた美羽の所まで行った悠真が、不思議そうな顔をする彼女の視線を背に、滝の方へ近づいていく。


　そして、思い切り息を吸い込むと滝の端はしの足場から、脇わきをすり抜ぬけるような挙動でその中へと思いっきりジャンプした。


「「悠真!?」」


「大変なの!!　悠真が荒あら行ぎようを!?」


『この娘この頭脳、本当にアテになるのかなあ……？』


　変な慌あわて方をする美羽に、彼女の経歴を知らない湊が疑いの眼めを向けている。


　そんな２人の少女の眼前で、滝の中から伸のびてきた腕うでがひょいひょいと手招きし、２人はビクッとなった。


「悠真!?」


「おう!!　お前らもこっち来い！　凄すごいことになってんぞ？」


　瀑ばく布ふの水音で消されがちな、流水の壁かべ越ごしのくぐもった悠真の声が聞こえてきて、美羽と湊も彼に続く。


「うわ!?　滝の奥に通路があるの!?」


「途中で曲がって上り坂になってるけど、これ、ひょっとして、上に出られるんだぜ？」


「分からん……みんなを連れてランタン持ってから、ちゃんと探索した方がいいかもな」





　　　　＊





　その言葉通り、一いつ旦たん全員と合流した悠真達は、明かりを手に滝の裏の坂道を登る。


「よくこんな場所を見つけたな、悠真。お前はやはり目の付け所が違ちがう。流石さすがは私の悠真だ。お前のような目め敏ざとい男に目を付けられた私はもう絶対にお前から逃にげられないな。お前は本当に酷ひどい奴だ、悠真。相手が私でなければとても精神的に耐たえられたものではないぞ？」


「はい……すみません、先せん輩ぱい」


　誉ほめられていたはずがいつの間にか貶おとしめられていて、悠真が申し訳なさそうに素す直なおクール紫し苑おんに頭を垂れる。


　どれぐらい歩いたのだろうか？　そうこうしているうちに、トンネル状態になっている道の先から光が見えてきた。


「あ、出口なの」


「分からんぞ？　凄い光ってる名無しかもしれん」


「意味が分からないもん!?」


　そして、歩いて行く先、道の突つき当たりには……。


「光ってる名無しさんとか、訳が分からないよ」


　凄い光ってる名無しさんが、そんなことを言って座っていて、全員がすてーん!!と盛大にコケた。


「何しとんじゃ、お前はっ!?」


　いち早く精神的に持ち直した悠真に後頭部をぺしーんとはたかれた名無しさんではあるが、上半身が防ぼう御ぎよスーツで覆おおわれているためノーダメージであり、平気な顔で指さす。


「出口はここを曲がった先だお」


　名無しさんの座る場所から90度曲がった目と鼻の先に、本物の出口があった。


「ていうか、名無しの人はここで何してるの？」


「呼ばれた気がしたので、光りながら待っていましたが、何か？」


「え！　マジでただ光る為ためだけに来たの!?　いやでも、アンタが光る話が出る前からこの辺光ってたよねえ？」


「最初のはすぐそこの入り口の光が漏もれていただけだろ、ＪＫ常識的に考えて」


「あー……」


　名無しさんに慣れていない湊が普ふ通つうに彼女と会話をする。


「おい、そんな子と話してると阿呆になるぞ？　さっさと出ようぜ？」


「ういー」


「お前じゃねえ!!」


　立ち上がってついてこようとする名無しさんに、いつまで経たっても対応が慣れきらない悠真が突っ込んだ。





　滝の裏の秘密の道。


　薄うす暗ぐらく狭せまい道を抜けたその先で、悠真達が見た物は……。


「……人里？」


　古い日本家屋が点々と建ち、干ひ上あがった田んぼと荒あれ果てた畑が広がり、その奥には下界の密林とは違う植生の桜や松といった純日本風の古木が小さな林を形作っている。


「隠かくれ里、といった風ふ情ぜいだな」


「廃はい村そんになって誰も住んでない、って感じだもん」


「悠真が言ってた、この島に誰かいるかも、ってのは当たらずとも遠からず、だったぜ？」


「とはいえ、本当に誰もいないかは、ちょっとあちこち見て回らないと分からんな」


　その、うち捨てられた集落の雰ふん囲い気きの独特の異様さに薄気味悪さを感じ、手分けして見て回ろう、ということにはならずに全員で固まって移動を始めた。


　まず、手近な家の中を全員で見ていく。


「廃はい屋おく……だな、こりゃ」


「床ゆかは抜け放題、壁かべは落ち放題、屋根は腐くさり放題、見事な廃はい墟きよですね、兄さん」


「ひっ！　ぼっ、坊ぼつちゃん、歩くの速いですっ、置いていかないで下さいっ」


「よし、椛はなを凄い勢いで置いていこうぜ」


「坊ちゃん、酷い!!」


　不ふ真面まじ目めな高こう炎えん寺じ家の人々とは異なり、紫苑や葵あおい子こや美羽は真面目にあちこち調べて回る……が。


「めぼしいものは何もないの」


「うむ……どうやら、ここはハズレのようだな」


「アタリだったら凄い光るのかな？」


「なんでそんなにあちこち光らせたがるのだ!?」


　光り物大好き悠真の疑問に紫苑が突っ込んだ。


　埃ほこりとカビっぽい廃墟から出てきた一同は、続いて少し離はなれた次の廃屋へと向かう。


「……って、ちょっと待て？」


「どうなさいました、坊ちゃん？」


「いや……見てみろよ、表札」


「表札……？　あっ!!」


「随ずい分ぶん朽くちてはいますが……微かすかに文字が残っていますね……。……『渡わた雷らい』」


「っ!!」


　顔色を青くした紫苑が、息を呑のんで無意識に後ずさった。


「しっかりするの、紫苑先輩。こんな呪のろわれた感じの廃屋に紫苑先輩の苗みよう字じのおどろおどろしい表札がかかっていても、全然大だい丈じよう夫ぶだもんっ」


「そうですよ、紫苑先輩。紫苑先輩に不幸がついて回りそうな気味の悪い家の、何かに取り憑つかれそうなおぞましい感じの表札ですけど、きっと平気です」


「美羽さん、乃の々のお嬢じよう様さま……ここぞとばかりに……」


「うっく……っ！　悠真っ！　悠真はどこだ!?」


　怖こわくなってしまった紫苑が悠真に助けを求めるが、いつの間にやら悠真の姿がその場から消え失うせている。


「あれ、悠真くん……？」


　キョロキョロと周囲を見み渡わたす千ち早はやが、隣となりの家の前から駆かけ戻もどってくる悠真の姿を認めた。


「おう、ただいま。隣の表札見てきた。何か、ここと同じような感じで『氷ひよう藤どう』とか書いてあったぞ？」


「え!?」


　オロオロしまくっていた紫苑が縋すがるべき藁わらを発見し、悠真の腕にギュッと抱だきついてブルブル震ふるえる、その震えっぷりに同じ境きよう遇ぐうに急きゆう遽きよ追い落とされた美羽がいつになく不安をかき立てられる。


「こりゃ、どうも、偶ぐう然ぜんじゃないな。仕組まれた感じがする」


　悠真の物言いが剣けん呑のんなニュアンスを含ふくんでいたせいもあって、脅おびえた美羽は紫苑とは逆の腕にしっかりしがみついてきた。


「ちょっと何ですか、２人とも、わざとらしいっ。兄さんから離れて下さいっ。あざといですよ、みっともない」


「乃々っちがそれを言うか……」


　湊のぽそっとした呟つぶやきに、乃々が睨にらみ付けてきて、湊は何も言ってないアピールとして吹ふけない口笛をヒフーと吹く。


「まあでも、乃々っちの言い分も分かるなも。悠真、幾いくら彼女と仲良いからって、人前でベッタベタするのみっともないからやめた方がいいよ？」


「「お前が言うな（なの）!!」」


「兎とに角かく。他ほかの家も少々気になりますね、出ている表札。それこそ、何か謎なぞが隠されているのかもしれませんし」


「ああ、葵子先輩の言う通りだ。見て回るか」


「見て回るのか!?」


　怖いもの超ちようニガテ（成長性：Ｅ）の紫苑が、どう見ても腰こしが引けている超へっぴり腰で素すっ頓とん狂きような声を上げた。


「紫苑は怖いものが不得手ですからね……ここで待ちますか？」


「だだだだだ、誰だれが怖いものが怖いものか!?　というか、私だけここで待たせるとか、何の冗じよう談だんだ!?　大体、私が怖がっていると何故なぜ分かるのだ!?　私はただ単に悠真にべたべたしたいだけなのだ！　悠真の腕にしがみついて密着し、私が悠真から離れた時、悠真が私のいた場所に私がいなくなっていることの空くう虚きよ感を味わわせ、私の重要性を知らしめているのかもしれないと何故考えない!?」


　一気に捲まくし立てる紫苑の醜しゆう態たいを見せられて、『そんなに怖いの嫌きらいだったのか……』と全員に意外すぎる一面が知れたが、勿もち論ろん、紫苑だけは知れていないと思っている。何故、そう思っているのかは知れていない。


「呪われた２人を連れて行くのは不安ですが、行きましょうか、兄さん」


「「呪われてないもん!!」」


「いや、紫苑先輩まで『もん』て……」


「美羽につられたのだっ！」


　乃々を先頭に　超ちよう内うち股またで歩く紫苑と美羽に腕うでを引っ張られることで足を引っ張られながら少し離れた廃屋に全員で向かう。


「ゆ、悠真、少し歩くのが速いのではないか？　もっとゆっくり……そう、寄り道とかして行った方がいいのではないか？」


「ふ、ふんっ、普ふ段だん威い勢せいの良いことを言っておいて、紫苑先輩みっともないもん」


「お前だって、悠真にくっついているではないか、美羽っ！」


「こ、これは違ちがうもんっ。悠真なんか頼たよりにならないし、腕もごつごつして気持ち悪いけど、ちょっと水着でいるのが冷えてきて暖まるために仕方なくこうしてるんだもんっ」


「そんなに悠真が嫌いやなら、悠真に嫌いだとはっきり言って別れろ」


「っ！　な、なんでそんなこと言わないといけないなの？」


「そらみろ、言えないではないか」


「言えるもんっ！　ゆ、悠真なんか、き、嫌……きら……嫌わないでってあたしに言うの、悠真」


「美羽、嫌わないで」


「分かったもん」


「何が分かったもんだ!!　悠真も悠真だ！　何でもかんでも美羽の言う通りにして甘あまやかすなっ！」


「何でもかんでもは、言う通りにしてないけどな……」


「ほら、あたしはもう悠真のこと何とも思ってないけど、悠真があたしのこと好きだから一いつ緒しよにいてあげてるんだもんっ」


「悠真、こんな薄はく情じような女とはすぐに縁えんを切った方がいいぞ」


「紫苑先せん輩ぱいこそ、男を駄だ目めにするタイプの女だもん。悠真、すぐに別れるの」


　舌ぜつ戦せんに飽あき足らず、お互たがいに空いている方の手で相手の顔を握にぎりつぶしそうな押し合いリアルフアイトを始め、流ながれ弾だま的に２人の押し合いの横に逸それたベクトルの腕が悠真にべしべし当たっていた。


　特に気にした様子もなく戦いの推移を見守る悠真に、ガチで殴なぐり合いをしたい気持ちを抑おさえて彼の返答如何いかんではその気持ちを実行する迫はく力りよくで、最後通告的に美羽と紫苑ががなりたてる。


「「悠真、こいつを何とかしろ（だもん）!!」」


「俺の為に争う美羽と紫苑先輩、超可愛かわいいな。やっぱ、女の子は競きそってこそ華はなだよな」


「「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」」


　惚ほれた男子に爽さわやかな笑え顔がおで可愛いとか言われ、美羽と紫苑が赤面して沈ちん黙もくした。ベタ惚れ状態である。


　ともあれ、喧けん嘩かをして恐きよう怖ふを忘れている間に置いて行かれていた美羽達は、図はからずも先行していた乃々達から少し遅おくれて、次の廃屋の前に辿たどり着いた。


「遅おそいですよ、兄さん。やっぱり、足手まといになるような女とは、すっぱり絶交した方がよろしいのでは？　何でしたら、乃々が後あと腐くされなく……」


「乃々お嬢様、鉈なたを振ふり上げるのはおよし下さい!?」


「あら、椛、これはただの護身用よ？」


「明らかに攻こう撃げき姿勢でした、乃々お嬢様!?」


「護身攻撃よ？」


「攻撃です!?」


　乃々と椛の会話はさておき、いつもそうだとも言えるが、一ひと際きわ難しい顔をしている葵子の横から覗のぞき込むようにして、悠真が表札を見る。


「……で、誰んちだったんだ、ここは？」


「『聖せい宮ぐう』……私ですね。他人ひと事ごとではない、となると、やはり余り良い気持ちはしないものではあります」


「やっぱ、名前の一いつ致ちは偶然じゃないな」


「でも、随ずい分ぶん古い表札に見えるよ？　最近作ったようには見えないけど、細工してあるのかな？」


　木製の表札をしげしげ眺ながめた千早が問うが、それに答えられる者はここにはいなかった。


「見える限りだと、あと４軒ほど家があるな。一応、全部チェックしてみるか？」


　千早が悠真の提案に頷うなずく。


「そうだね。中ちゆう途と半はん端ぱにするのも気持ち悪いし」


「確かに中途半端に嘔おう吐とすると気持ち悪かったりするよな」


「嘔吐した時点でかなり気持ち悪くなってるんじゃないの!?」


「あと、中途半端に気持ちよくなると気持ち悪いよな」


「ややこしいね!?」


　女子達が男子は阿あ呆ほうだなと思った。





　　　　＊





　順々に回った家の表札はやはりどれも朽くちかけていたが、『闇あん城じよう』『岩いわ井い』『大光内おおこうち』と見知った苗字ばかりが掲かかげられ、最後の１軒けんには『高炎寺』という錆さびきった鉄製のプレートがかかっていた。


「どうやら、何かの意味がある……ってのは、間ま違ちがいなさそうだな」


「高校の教室に何かあったみたいに、なの？」


「そうだな」


「そういえば、教室には何があったんですか、兄さん？　それが元で告白されたような忌いまわしいものなんでしょう？」


「美羽のパンツが飾かざられていたんだ」


「パンツを見られて告白してきたんですか!?　ド変態ですね!?」


　軽けい蔑べつの眼めが女性陣じん全員から見下げ果てた視線として送られ、美羽が悠真の首根っこをつかんで小声で彼の耳元に怒ど鳴なりつける。


「何言ってるもん、悠真!?　ていうか、あたしのパンツが忌まわしいものって、どーゆー意味なのっ!?」


「馬ばっ鹿か、お前、過去の話とか掘ほり返されたくないんだろ？　適当に話を合わせとけよ」


「だったら、もっと合わせやすい話にして欲しいもんっ！」


「何をヒソヒソ話しているんですか、兄さん？」


「いや、どの色のパンツが一番好きだったか聞かれていたんだ」


「で、悠真、お前はどの色が好きだったのだ？」


「え……縞しま々しまかな？」


　『縞々かぁ』と情報を脳内にインプットした女子達は、下着ローテーションに出来るだけ縞パンを入れることを考こう慮りよし出した。


「そんなことより、どうするもん？　廃はい墟きよの中調べるの？」


「勿論、調べましょう。ね、兄さん？」


「そうだな……そうは思うが、何で乃々はそんなにやる気満々なんだ？」


「そうだもん。霊れいとか怖こわくないの、乃々？」


「霊が怖い？　何を言っているんですか。本当に怖いのは生きている人間ですよ」


「……」


　乃々に言われると二の句が継つげない、乃々を良く知る悠真である。


「それに、察するに、その人をテーマにした教室にはその人と兄さんが恋こい仲なかになれるものがあったということはです……この高炎寺家の表札を掲げた廃はい屋おくには私と兄さんが恋仲になれる代しろ物ものがある、ということでしょう？　心躍おどるじゃないですか。この荒あばら屋やも、そう思って眺めると、私と兄さんの愛を誓ちかう教会チヤペルのように思えてきますね、兄さん？」


[image: ]


「確かに、生きている人間怖いな」


「いや、お前の妹だがな……」


　生きている人間の歪ゆがんだ思考というか愛情に戦おののく悠真に、霊よりは乃々の方が怖くない紫苑がささやかなツッコミを入れた。





　　　　＊





　不可思議な物に対して一いつ切さいの恐おそれを抱いだかない乃々が先せん陣じんを切り、高炎寺家の廃屋へと足を踏ふみ入れる。


「紫苑先輩の家よりは荒あれていませんね」


「アレは別に私の家ではないっ！」


　荒れていないと言っても、床ゆか板いたは歩く度たびにギシギシと今にも踏み抜ぬかれそうな音を立てているし、びっしりと埃ほこりだらけ泥どろだらけであった。


「!!」


　そんな威い勢せいの良かった紫苑だが、少し進んで家の中の様子が一変すると、倒たおれ込むように悠真の腕に縋すがる。


「なん……なの、これ……？」


「血の痕あと、ですよ、ね、坊ぼつちゃん？」


「床ゆかにも壁かべにも天てん井じようにも襖ふすまにも家具にも……どこもかしこも、血の痕がべったりですね……。畳たたみに刺ささっている包丁の周り……人形に血けつ痕こんがあるようにも見えますが」


「でも、古い痕で色もくすんでいて、血かどうかまでは分からなくないかな？」


「ちゅーか、その辺に落ちてる折れたノコギリとか血ち錆さび付いてるぜぃ……」


　声を出すことで、異様な光景が与あたえる怖おじ気を振り払はらおうとしているのがお互いよく分かっていたが、そうしないではいられないこともまた周知のことであった。


「……ね？　この、血錆だらけの斧おので柱に張り付けられている古文書っぽい装そう丁ていの冊子は、ちょっと意味ありげじゃない？」


「ひぃ……!!」


　部屋に足を踏み入れた瞬しゆん間かんから、悠真に抱きつき目を瞑つぶってガクブル震ふるえながら、『悠真、助けて。悠真、もう帰ろう。悠真、お前も怖くて逃にげたいだろう。悠真、もう嫌だ』などと、繰くり返し繰り返し掠かすれた消え入るような声で呪じゆ文もんのように呟つぶやき続けていた紫苑が、短く悲鳴を上げると共に、悠真の首に巻き付いた腕に力が入り、悠真がぐぇ！とか断だん末まつ魔まの声を出す。


「ん……っ!!　この斧、引っ張っても取れないわ」


「乃々……そんな血のこびり付いた物、触さわって気持ち悪くないなの……？」


「いえ？　逆に何だか血が騒ぐぐらいですね」


「……あたし、乃々にはあんまり喧嘩を売りたくなくなってきたなの」


「それが賢けん明めいですよ、美羽さん……。あの、乃々お嬢じよう様さま、わたくし、乃々お嬢様を引っ張りましょうか？」


「そうね……みんなで引っ張れば抜けそうかしら」


　悠真が紫苑にガッチリ組み付かれて全く機能しないことが誰だれの目にも明らかだったので、役に立たない人物は捨て置いて、みんなで斧を引き抜いて、勢い余って尻しり餅もちをついた。


「いてて……力を合わせるっていいことですね、乃々お嬢様」


「しまったわ。事故を装って美羽先せん輩ぱいと紫苑先輩と湊さんが、斧の犠ぎ牲せいになってしまう事件を起こしそこねるなんて」


「事故じゃなくて事件なんじゃないですか!?」


「確かに生きている人間怖いなの」


「美羽っちも悠真の境地に達したなも……」


「いや、湊も他人ひと事ごとじゃないもん」


　事件と事故の両面から命の危険を感じさせられた美羽と湊が青い顔をする横で、斧で張り付けられていたことにより中央に切れ込みが入っている冊子を葵子が拾い上げる。


「これは……中も血の痕が酷ひどいですね」


「何が書いてあるんですか？」


「うーん……どうやら、手記のような物のようです。この里で起こったことが克こく明めいに書かれています」


　葵子の顔に頰ほおを寄せるように手記を覗き込んできた悠真に、葵子が胸を高鳴らせた。その悠真の首には紫苑がぶら下がっている訳であるが。


「紫苑先輩がべそべそ泣いていることもか？」


「泣いてない!!」


　涙なみだ声ごえの上に、悠真の鎖さ骨こつ付近に顔を埋うずめたまま叫さけんだ紫苑が泣いているかどうかは一いち目もく瞭りよう然ぜんと言えた。


「いえ、そんな近々の出来事は書いてありませんが……。どうも、この里の長おさの息子むすこが、里に住む同世代のある女の子と恋仲になったことが書かれていますね。……それがこの村で起こった悲劇の始まり、だとか」


「ほう？　どんな悲劇だったんだ？」


「……付き合いだした長の息子と女の子は、それぞれ婚こん約やく者がいて……で、更さらに長の息子に横よこ恋れん慕ぼした他ほかの娘むすめとが愛あい憎ぞう劇を繰り広げた末に、秘されていた里の中での醜みにくくも複雑に絡からみ合った血けつ縁えん関係が露ろ見けん、親兄弟を巻き込んでお互たがいに刃にん傷じよう沙ざ汰た……一家離り散さんどころか、里が崩ほう壊かい、この島は無人島になった、だそうです」


「どこかで聞いたような話ですねえ、坊ちゃん？」


「俺はちゃんとみんな幸せにするよ？」


「みんな、ですか……」


　椛の少し曇くもった表情を、別の意味に捉とらえた悠真が拳こぶしを握にぎって力説し始める。


「大体、誰か１人に決めて他の子を振ふって振って振りまくったって、他の子は不幸になりまくるんだから、それなら、腹をくくって全員と付き合って全員幸せにした方がいいじゃないか？」


　こういう人間だとは知ってはいたが、改めて極論を言われ、湊が一応女子代表として対論を当てるのを試みた。


「……いや……諦あきらめて新しい恋こいとかに向かうとか、新しい幸せを見つける手もあるじゃないさ」


「何を言っているんだ!?　ライバルがいるけど一番好きな相手から平等に愛される幸せと、一番好きな相手を諦めさせられて補欠の恋こい人びととモヤモヤした感じのまま付き合うのと、どっちがいいかって話だよ！　俺は断然前者が良いと思う!!」


「……うーん。まあ、本人達が納なつ得とくしてるのなら、別にいいっちゃあいいけどなも」


　紫苑や美羽を湊が見み遣やる。


「クズの言い分だとは思うが、私の好きな男が主張しているのだ。私が受け入れてやらないで誰が受け入れるのだ？　こんな駄だ目めな主張をする悠真のような駄目人間は私が好きでいてやらないと可哀かわい想そうだろう」


「……どうせ、男子なんて多かれ少なかれ阿あ呆ほなんだから、悠真があたしを好きだって言うなら、阿呆な戯たわ言ごとは気にしないことにしたもん」


「悠真の彼女は大人だなも……という以前に、ああいう主張をする奴やつの彼女だけあって、やっぱりどっかおかしいぜ……」


「いいだろー」


「なんで自じ慢まんげだぜ……？　まあ……刃傷沙汰でもっかいこの島が無人島にならなきゃいいんだけどなも」


『そうなったら、多分犯人は乃々だな……』と一同がしっかり護身用の鉈なたを持って離はなさない乃々を見た。


「というか、ボク、さっきから疑問に思ってたんだけど」


「何だ、千早？」


「島が無人島になったことを誰が手記に書くの？」


「あ」
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　日が暮れてきたこともあって、前日は早々に隠かくれ里の調査を切り上げた悠ゆう真ま達は、下界の洞どう窟くつに降りてきていた。





　そして、一夜明けた今日。


「んじゃあ、朝飯も食ったし、昨日の隠れ里へ続きを調べに行くか」


「ままままま、また行くのか!?」


「紫し苑おん先輩、ここで待ってる？　千ち早はやとか椛はなとか置いていってもいいし」


「悠真、私を捨てて行くのか!?」


「……。じゃあ、俺がここで紫苑先輩と待ってるか……」


「悠真が行かないなら、あたしもここに残るもん」


　私も私もと、乃の々のや椛や湊みなとや葵あおい子こも残留組に名乗りを上げ、千早が上うわ擦ずった声を出す。


「……え!?　ボクだけで行くっていうこと!?」


「千早が全ぜん滅めつした里の怨おん霊りように寝ね取とられる!!」


「それ、寝取られてるんじゃなくて、取り憑つかれてるか取り殺されてるんじゃ……？」


「……頑がん張ばれ、男の子なの」


「[image: ]!?　千早さんは男子なのですか!?　女子ではなく、ですか!?」


　葵子が先さき程ほどの千早以上の巨きよ大だいな声で驚きよう愕がくした。


「今いま更さらそんな話を!?」


「いやいやいや、ほら、部屋割りの時、坊ぼつちゃんと千早くんが同室じゃないとなーとか、そんな話をしたじゃないですか!?　大体、千早くん、男子の制服着てましたし！」


「ああ……いえ、皆みなさん公こう認にんの仲で、少しでも近い感じの服をというペアルックもどきなのかと思いまして」


「全然制服似てないですけどね!?」


「悠真の公認彼女は私だと言っただろう、葵子」


「あたしもだもんっ！」


「ああ、いたのか、美み羽う。悠真がお情けで付き合ってやっていることに気付いて、自ら潔いさぎよく命を絶ったのかと思っていた」


「悠真！　この女を隠れ里に素すっ裸ぱだかで放り込んでくるもん!!」


「喧けん嘩かすんなよ……」


　刻々と仲が悪くなる紫苑と美羽はさておき、葵子はしげしげと千早を眺ながめる。


「公認の、その……秘密の間あいだ柄がらといいますか、愛人的ポジションというか。彼女以外のステディな関係、といいますか、そういうものなのだと思っていました」


　非公認の秘密の間柄というか愛人ポジションである葵子は、勝手に千早を仲間のようなものだと思っていたようである。


「そうなのか、悠真!?」


「いや、違ちがうわ。……いうか、ずっと一いつ緒しよにいたんだからそれは再確認するまでもないだろ、紫苑先輩」


「ふむ……それもそうだな。私が認識している彼女ならば、まあいいが、私に内ない緒しよの秘密の相手など絶対に許さんからな、悠真？　内緒で付き合おうなどと、そんな卑ひ劣れつな女、生きてきたことを後こう悔かいさせてやる。そうだろう、悠真？」


「……は、い」


「む？　葵子、何故なぜ、涙なみだ目めで俯うつむいているのだ？」


　絶対に許されない立場である葵子が、身体からだを硬こう直ちよくさせてフルフルと震ふるえていた。


「いやほらっ、千早に申し訳なく思ったんじゃないかなっ、誤解してっ!?」


　紫苑の視界を塞ふさぐように、紫苑と葵子の間に入ってきた悠真がどわはははと笑いながらそんなことを言う。それを額面通りに受け取った千早が、柔やわらかな笑え顔がおを見せた。


「あ、ボク、そんな気にしてませんから、気にしないで下さい、葵子先せん輩ぱい」


「は、はい……ごめんなさい……ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい……ごめんなさい、紫苑……」


「何故、私に謝る……？」


　もう泣く寸前というか、既すでに９割方泣いている風の葵子は、既に生きてきたことを後悔している感じにガクブルしている。


　そのやりとりを見て、兄の恋れん愛あい関係には尖とがったナイフのように鋭するどい乃々は、何かを気付いたようではあったが、さりとて、今、葵子を潰つぶすよりも与くみし難がたい紫苑の方を潰す武器として使いようがあるのではないかと瞬しゆん時じに脳内で計算し、敢あえて黙もくした。


「で、結局どうするなの？　誰だれが隠れ里に行くなの？」


「紫苑先輩、みんなも一緒だし……先輩は俺が守るから、俺と一緒に来てくれないかな？」


「っ……！　馬ば鹿か者、好きな男にそこまで言われて、その言葉を信じない私だと思うのか、悠真っ。そんなだからお前は未熟者なのだ。そもそも、私はお前に守らせてやることを装うことによって、お前の男子としての矜きよう持じを保たせてやっているのだ。それぐらい分かっておけ、悠真」


「はい……努力します」


「説得してたはずが、いつの間にか説教されてなも、悠真……」


「兄さんはお人好よしすぎです」


「乃々は人が悪すぎるからな……」


「まあ、失礼なっ。椛、何とか言っておやりなさい」


「乃々お嬢じよう様さまにも良いところは色々ありますよ、坊ちゃん」


「椛、それは別にフォローじゃないぞ？」





　　　　＊





　滝たき裏洞窟先の廃はい集落。


　その荒あれた里の中を、悠真達は全力で走り回っていた。


「そっちへ行ったぞ、美羽!!」


「乃々、追い詰つめるもん!!」


「指図しないで下さい！　椛、右から回り込みなさい！」


「はいっ、乃々お嬢様っ！　あっ、湊さん、そちらへ行きました！」


「え？　サトウキビ美味おいしいですなも」


「湊、サボってんなよ!?」


「あっ、悠真くん、頭上を越こえていったよ!!」


「くっ、紫苑、また逃にげられました!!」


　彼らが何をしているのかというと……。


「はぁはぁはぁ……鶏にわとりって、案外捕つかまらないものなの……」


「うん。昨日は見かけなかったが、まさか、廃はい屋おくから逃げ出して野生化した鶏が生息していて、俺達は卵を安定的に入手するべく捕ほ獲かくに奔ほん走そうするも、その逃げ足たるや鶏なのに脱だつ兎との如ごとしでまったく捕まらんとはな」


「凄すごい説明台詞せりふです、坊ちゃん!?」


「ああ、椛が理解していないとマズいと思って説明した」


「分かってるから捕まえようとしてるんです、坊ちゃん!?」


「俺は段々目的を忘れて、乃々から鉈なたをかっぱらって投げつけてトドメを刺さしてやろうかと思いかけていたけどな……」


「しっかりして下さい、坊ちゃん!?」


「台詞が常に怒ど鳴なってるな、椛」


「喉のどが痛くなってきました……」


　悠真と椛が間ま抜ぬけな会話をしている間に、座って体力を回復させた一同がばらばらと立ち上がる。


「……ちょっと鶏を舐なめていたかもしれないの。もっと作戦立てて追い込むべきだもん。塀へいが残ってる廃屋に追い詰めて、この籠かごで捕まえるとかなの」


「ああ、その作戦は俺も考えてはいたが、美羽が気付くまで黙だまっていようと思っていた」


「なんでなの？」


「それは教えられん」


「適当な会話するなだもん!!」


「適当な会話大好きなのにな……」


「適当すぎです、坊ちゃん……」


「ともあれ、その策が無難だろうな。では、配置を考えようではないか」


　紫苑の指示で適所に各人が配置され、捕とり物再開である。





「そっちへ行ったぞ、美羽!!」


「乃々、追い詰めるもん!!」


「指図しないで下さい！　椛、右から回り込みなさい！」


「はいっ、乃々お嬢様っ！　あっ、湊さん、そちらへ行きました！」


「え？　サトウキビ美味しいですなも」


「湊、サボってんなよ!?」


「あっ、悠真くん、頭上を越えていったよ!!」


「紫苑、籠で捕まえました」


　捕獲成功させた葵子にみんなが賞賛の拍はく手しゆを送り、強面こわもての葵子が柄がらにもなくほんの少しだけ照れた素そ振ぶりを見せて、『おぉ、何か可愛かわいい』と新しん鮮せんなリアクションに対して拍手が強まった。


「すげえ……さっきと同じシーケンスだったように思えるのに、何故か捕まった……」


「何故か言うなだもん。あたしの作戦が見事だったからなの」


「まあ、俺も考えていた作戦だったがな」


「まだ言うの……」


　コケーッ！とか籠の中で超ちよう威い嚇かくしてくる鶏を前に、達成感に浸ひたる一同の耳に、椛の甲かん高だかい悲鳴が届く。


「ひゃあっ!?」


「何事だ、椛!?」


「ぼぼぼ、坊ちゃん!!　あああああ、あれ!!」


　内うち股またの椛がおっかなびっくり指さす先には、鼻息も荒あらい４本足の獣けものが今にも突とつ進しんしてきそうな気配を放ちまくっていた。


「猪いのししか!?」


「野生化した豚ぶたかもなの」


「捕まえて卵を産ませる為ために飼うんだぜ？」


「卵を産む豚とか、お前はどこのファンタジー世界の出身者だ、湊？」


「うわ、向かってきそうです、坊ちゃん!?」


「椛は美味しそうだもんな……」


「ダイエットします!!」


　騒さわぐ椛達に触しよく発はつされたのか、蹄ひづめを鳴らして野生化した豚が突進してくる。


「退どけ!!」


　素す早ばやく悠真達と猛もう獣じゆうの間に滑すべり込んだ紫苑が、いつの間にどこから取り出したのか分からない薙刀なぎなたを凜り々りしく構え、眼光鋭く相手を睨にらみ付けて叫さけんだ。


「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　気合い一いつ閃せん。


　紫苑の薙刀が翻ひるがえり、見み惚とれる程ほどに美しい舞まいのような動きを見せた紫苑と交こう錯さくした野豚は、突つっ込んできた勢いをそのままに前のめりにドウ！と倒たおれた。


「おおお!?　紫苑先輩、スゲー!!」


「無む茶ちや苦く茶ちや格かつ好こ良かったです!!」


　悠真や椛が大興奮で拍手を送ると、それに触発されたように全員が盛大な拍手喝かつ采さいを紫苑に捧ささげる。


「しかしそれにしても、紫苑先輩、動物とか好きっぽかったから、あっさり豚を倒すとはちょっと意外だな……」


「可愛い動物さんは嫌きらいではないが……この里のは、豚さん鶏とりさんというよりは、猛もう豚とんや凶きよう鶏けいといった禍まが々まがしい生き物だからな」


　『その猛豚を倒した紫苑先輩は、禍々しさを超ちよう越えつしてんな……』と悠真は思ったが、女子としてのプライドを傷つけるのを危き惧ぐして黙るだけの良識は持って、一ひと際きわ大きな拍手を送った。


　そんな中、いち早く興奮状態から醒さめた美羽がしゃがみ込んで、倒れ伏ふす野豚を眺める。


「……で、この豚どうするの？」


「そりゃ……食うんだろ」


「え、殺しちゃうんですか!?」


「……」


　椛のもっともな疑問に悠真ならずとも沈ちん黙もくせざるを得なかった。


「そうだ！　こんな時こそ、名無しの出番だ!!」


「人が恋こいをしろと言っているのにお前らは豚ぶた狩がりか」


「うお!?　いつの間に俺らの輪の中に!?」


「名無しさんはいつもお前らの心の中に生きてるお。名無しさんと共にあらんことを」


「そんなんはいいから、この豚を食用に加工してくれよ」


「残ざん酷こくだな、お前ら……まあ、やってあげるけどさ……。[image: ]流石さすがだよな俺ら[image: ]」


　状じよう況きようを名無しさん内蔵のカメラか何かでモニターしているのだろう、量産型名無しさんが数名駆かけてきて、倒した豚を台車に乗せ運び去っていく。


「じゃあ、精肉するお。豚はスタッフが美味しく頂きました」


「お前らが食うな!?」


「冗じよう談だんですしおすし。ちゃんとクーラーボックスにでも入れて食べきれない分は冷れい凍とうして届けてあげるから、煮にるなり焼くなり好きにするといいお。♪じょーずに焼けました～」


　宇宙服の裾すそからにょっきりと出した健康的な脚あしをぱたぱたさせて、名無しさんが豚を運んでいった方へ消えていった。





　　　　＊





「さて。食糧調達も大規模に成功したし、今日は帰るか、悠真っ」


「いや、それ、目的じゃないよ、紫苑先輩……」


「なんでだ……もうかえろう、ゆうま……」


　両手で悠真のほっぺを挟はさんでぶにぶに押し潰つぶし回す紫苑を見て、『駄だ々だをこねる紫苑先輩可愛いな』と悠真は思った。


「ちゅーか、実際問題、探たん索さくは手て詰づまりかもですぜ、悠真ちゃん」


「悠真ちゃん言うな。何でだ、湊ちゃん？」


「湊ちゃん言うな!!　今、チラッとまだ表札だけしか見てなかった家々を見てきたんだけど、鍵かぎかかってて中入れないんだなも」


「でも、古そうな家だし、蹴けりの一発でも入れれば、ドア蹴破れそうだもん」


「何でもかんでも蹴り一発で解決しようとすんなよ……。お前は本当に頭脳労働系の人間なのか……？」


「蹴りは入れてみたんだけどねー」


「入れたのかよ!?　お前もお前で足あし癖くせの悪い奴やつだな、湊……」


「うっさいな、悠真。既すでに開いてた家とは違ちがって、滅め茶ちや苦く茶ちや頑がん丈じようなんだよなも。見た目はボロいんだけど」


「え、じゃあ、わざわざ見た目がボロボロに見えるようにしながら、頑丈に作ってあるっていうことなの？」


「うん。何かさー、作さく為い的だなも。意味ありげ、っていうか」


「連中のやり口だよ。高校の中に閉じ込められた時もそんな感じだった。……けど、そうか……そうすると、廃屋に入る為の鍵が必要、ってことか」





　だが、結局、半日探しても鍵は見つからず、悠真達はすごすごと洞どう窟くつへ引き上げてきた。


「ポストの中にも、植うえ木き鉢ばちの下にも、庭の石の下にもなかったしなも」


「置き鍵の場所を探してるんじゃないんだぞ、湊……。……しかしそれにしても、だ」


　焚たき火を囲んで夕食を取る悠真が目を閉じて、感かん嘆たんの溜ため息を吐つく。


「豚、美味うまいなあ……っ!!」


「はい、凄すごい美味おいしいですね、坊ぼつちゃんっ」


「ちょっと前まで生きてた奴だもんね、新鮮だなも」


「湊、そういうこと言うななの！」


「やっぱり、人間は肉が必要だよな！　犠ぎ牲せいとなった命に感謝しないといかん！　果物と魚だけでは若い活力は保てないもんな！　どんどん食べてぷくぷく太れよ、みんな！」


「坊ちゃん、ご飯がマズくなるようなこと言わないで下さい!!」


　久々の肉食に感動していた食事シーンが瞬しゆん時じに静まりかえった。


「どうした？　折せつ角かくの久しぶりのお肉なんだからもっと楽しく食べようぜ？」


「誰だれのせいだと思ってるんだもんっ!?」


「あ、そういえば、お肉をいただいた時に圧あつ力りよく鍋なべとかフライパンとかと、お米と飯ごうもお願いして、届けて貰もらったので、明日は角煮と叉焼チヤーシユー丼どんですよ。里の畑で野生化して自生していたお野菜もありますからね。お味み噌そを貰って豚とん汁じるとか作りましょうか、坊ちゃん？」


「うーん……最も早はや、サバイバルの何たるかが大おお幅はばに揺ゆらいできたな……」


「多分だけど、食事をある程度供給しないと、恋どころじゃなくてどんどん日々の暮らしに意識が埋まい没ぼつしていくということに、名無し達が気付いたからじゃないかと思うんだもん」


「あいつら、阿あ呆ほだな。具体的には阿呆だな」


「何を言い直したのか、全く意味が分からないもん!?」
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　早朝。


　鶏にわとりの鳴き声で起こされた悠ゆう真まが眠ねむい目を擦こすって洞窟から出ていこうとすると、更さらにその奥からのそのそと湊みなとが起き出してきて、悠真の背中越ごしに肩かたに顎あごを載のせてくる。


「おあよー、悠真」


「おはよ……」


「鶏の野や郎ろう、五月蠅うるさいなー……豚ぶた野や郎ろうの後を追わせてやろうかしら……」


「卵産まなかったらそれでもいい気すらするな……ていうか、あんだけコケコケ鳴いてんのに、美み羽う達、よく寝ねられんなあ」


「美羽達も豚野郎の後を追わせてやる？」


「なんでだよ!?」


　鶏とタメを張るやかましさを朝から披ひ露ろうしつつ、悠真と湊が鶏を飼う為ために作った囲いに向かい、急きゆう拵ごしらえの巣を覗のぞき込む……と。


「「おお!!」」


　白く輝かがやくそれを拾い上げた。


「産むもんなんだなあ、卵!?」


「他ほかの子が起きてくる前に２人で目玉焼きにして食べちゃおうぜ、悠真？」


「お前は、本当に時々悪あく辣らつだよなあ……」


「なになに、それとも、あれかい？　親友を差し置いて彼女に食べさせてやりたいとかそういうことを言っちゃう訳ですかなも？」


「いや……」


「悠真の親友との友情ってその程度のものな訳!?　卵１個分も価値がないの!?　信じらんない！　卵１個程度で壊こわれる程度の友情なんだ!?　もういいわよっ、悠真なんか絶交だからなも！」


「お前だ……卵１個程度で友情を壊そうとしてんのは……」


　わざとらしく手で顔を覆おおって噓うそ泣なきをする湊を、眉み間けんに皺しわを寄せて見る悠真が後ろ頭をぼりぼりと搔かいて嘆たん息そくする。


「分かったよ……２人で目玉焼きにするか……」


「だから、悠真好き～っ!!　んちゅっ、んちゅっ、んちゅっ！」


　ガバッと首に抱だきついてきた湊が、悠真の頰ほおに何度も何度もキスの雨を降らせる。


　しかも、何度もキスしているうちに、段々、湊の瞳ひとみが潤うるんできて鼻息が荒あらくなってきたような気がした。


「み、湊……？」


「んちゅ、くちゅ、れろ……友情……友情の証あかしだから……」


　かなり湊の涎よだれまみれにされた悠真は、あちこちにキスマークを付けながら、朝も早くから目玉焼きを焼こうとフライパンを温める。


「目玉焼きは塩しお胡こ椒しようで食うよな、湊」


「当然！　悠真、分かってるね！　大正解のご褒ほう美びチューを……」


「もーえーっちゅーんじゃいっ」


　そして、焼けたフライパンに殻からを割って卵を落とす……と。


　チャリーン！と、卵と共に金属音を立てる何かが中から出てきた。


「何だ……？」


「ちょっ……悠真、それっ！　鍵かぎじゃないの!?」


「……鍵？　熱っ、熱っ！」


「なんで手で取ろうとするのよ？　箸はし使いなさい、箸」


　卵と一いつ緒しよにフライパンの上で焼かれて白身に包まれようとしている鍵を、湊が箸でつまみ上げる。


「どこの鍵だと思う？」


「そりゃお前……あそこ、だろ？」





　　　　＊





　一部鍵形に穴の空いた目玉焼きを食べた後、悠真と湊は他の者が起きてくるのを待たず、滝たき裏の洞窟をくぐって隠かくれ里に登った。


「ねえ……悠真、あの鶏が鍵を呑のみ込んだのかなも？」


「そうだろう。ただ、自然に呑み込んだか、故意に何者かが呑み込ませたかは何ともだけどな」


「……てことはだぜ、悠真？　時々、黄身が２個ある卵は、何者かが黄身を鶏に呑み込ませてるってこと？」


「お前、やっぱ、どっかのファンタジー世界から来た人なんじゃないのか……？」


「え、ファンタジー世界の鶏ってそんなこと出来るの!?」


「どうだろう……？」


　そんな話をしているうちに、２人は里に辿たどり着き、『大光内おおこうち』の表札のかかった家の前に立つ。


「よし、まずはアタシんちからだぜ！」


「お前んちではないけどな、別に」


「鍵、ゴー！……お、刺ささった！　回った！　ビンゴだぜ、悠真！　んじゃ、いざ、大光内家探検開始！」


「……。……。……。……ちょっと待て、湊」


「え、なに？……どしたの、そんな怖こわい顔して？」


「いや……ここには、さ。ひょっとしたら……お前が触ふれられたくない何かがあるかもしれない」


「……？」


　深刻そうな表情で、低い声の悠真が語る言葉に、湊はよく分からないという風に首を傾かしげた。


　美羽や、紫し苑おんや、そして、他ならぬ悠真本人も、高校に閉じ込められた時に、自分の過去が封ふうじられた部屋と直接的であれ間接的であれ直面させられた。


　恐おそらく、それと同じ事がこの中にはあるはずだ。そう悠真が考えるのは無理からぬことである。


「知られたくないこと、知られても大だい丈じよう夫ぶか？」


「……」


　悠真の言葉に、いつも快活な湊が、珍めずらしく目を泳がせて俯うつむきがちに沈ちん黙もくした。


「湊？」


「……悠真が、さ」


「？」


「悠真が変わらないでいてくれたら……アタシは何を見られても平気、かなも」


「俺……？」


「約束出来る？」


「約束……するよ」


「本当に？　絶対に？」


「……約束を反ほ故ごにするような奴やつを親友に選んだりしないだろ、湊は」


　それまでのお互たがいの腹を探さぐるような重苦しいやりとりをしていた２人の間に流れていた沈ちん鬱うつな雰ふん囲い気きを、一いつ蹴しゆうするかのように湊が潑はつ剌らつとした声を出して、悠真の背中をバシバシ叩たたく。


「分かってんじゃんっ、流石さすがは親友！　さ、行こっ！」


　しかし、口で言う程ほどには湊に覇は気きがある訳ではないことは、彼女の足取りの重さが雄ゆう弁べんに語っていて、それを悠真も鋭えい敏びんに感じ取っていた。





　大光内の廃はい屋おくは、外見の荒すさみ加減とは全く別物の、コンクリ敷じきの床ゆかに打ちっぱなし壁かべのただの建築中の家といった風ふ情ぜいで、氷ひよう藤どうや渡わた雷らい、高こう炎えん寺じといった扉とびらの開いていた廃屋とは別物の意図で建てられたことが一目で分かる。


　そして、何もないことでだだっ広さが強調されているそこには、中央に１枚の紙し片へんが意味ありげに置かれていた。


「……？」


　歩み寄ってそれを拾い上げた湊が、ビクッと身体からだを震ふるわせて固まる。


　瞬しゆん時じに湊の瞳どう孔こうが開ききり、バクンバクン!!と血管が千切れそうな程に心臓の鼓こ動どうが最大限に激しくなっていった。


「……湊？」


「……ぃ……で」


「え？」


「……見……ぃで……見な……見ないで!!」


　抱き潰つぶすようにしてその紙切れを胸の中に抱かかえた湊は、泣き声のような悲鳴で、近づいてこようとする悠真の足を止めさせる。


「なんで……なんでこんなものが……なんでこんなものがここに……。なんでよ……なんでなのよ……っ!!」


　この世の物とは思えない形相をした湊からは、悲ひ嘆たんと憤ふん怒ぬと哀あい愁しゆうと怨えん嗟さとが混ざり合っていることが感じられた。


　逃にげても逃げても追いかけてくる影かげに取り憑つかれた……この時の湊はそんな気分だった……。


　こんな湊を見たことはない……いや、過去に一度。


　たった一度だけ、悠真は今、目の前にいる湊を見たことがある。


　今から４年近く前……彼らが12歳の時のことだ。


　それを悠真は、ぼんやりと思い出していた。





　日が沈しずむ瞬しゆん間かんの公園の……滑すべり台の下の暗がりに身体を丸めてしゃがみ込む湊。


　暗くら闇やみに溶とけて消えてしまいたいと、そんな願いが具現化したのではないかと思わせる、その異様な雰囲気。


　ギョロリと見開かれた瞳だけが不気味な程に爛らん々らんと輝き、ジッと中空を見つめていた。


　けれど、その瞳が何一つ目の前の事象を捉とらえていないことは明らかだった。


　彼女の意識の全すべては、この世の見えない悪意と悪夢に囚とらわれていたからだ。


　湊の母から湊が帰ってこないと連れん絡らくを受け、湊を捜さがしに来た悠真が見たのは、まさに幽ゆう鬼きのようなそんな湊だった。





『あの時は……結局、勇気がなくて、何があったかは聞けなかった。……けど、今の俺は……いや、いずれ、聞かなければならないのかもしれない。俺は……こいつの、大光内湊の親友なんだから、な』


　そう決意して、悠真は１歩を踏ふみ出した。


「湊」


「……」


　湊の形容しがたい負の感情が行き場をなくし、視線となって悠真を毒々しく射い貫ぬく。


「４年前のこと、覚えてるか？」


「っ……!!」


　湊がビクン!!と身体を跳はね上げさせた。


「……その反応、やっぱり、あの時のことと関係あるんだな、その紙？」


「これは……だめ……」


「駄だ目めって……」


「ここにはね……悠真、この世の一番汚きたない、一番おぞましい出来事が書かれているのよ」


「……それを、自分１人で抱えるのか？」


「……」


「そういうのを背負う苦しみを分かち合うのが親友、じゃないのか？」


「そんな綺き麗れい事ごと……、……これを見たら言えなくなるよ？　これは分かち合えるような苦しみじゃない。増ぞう幅ふくして伝染する悪意。どす黒く、醜しゆう悪あくで、腐ふ敗はいしきったものの塊かたまりなの。特に悠真……悠真にだけは知って欲しく、ない」


「湊……」


「多分、一番傷付くのは、悠真じゃないかと思うから」


「俺が……？　傷付く……？」


　悠真には傷付いているのは湊に見える。


　自分もこんな風に……否いな、これ以上になる、ということか、と悠真は渋しぶい顔になった。


　だが、そうだとしても……。


「見せろよ、それ」


「……悠真、アンタ、人の話聞いてたの？　これは……！」


「湊」


「……」


「お前は俺の親友なんだから、俺が傷付いたら慰なぐさめるぐらいはしろよ。大体……」


　悠真は１つ深呼吸をして、微び苦く笑しようを浮うかべる。


「俺の分も湊が苦しんでるみたいで、見てらんないんだよ、そういうの」


「悠真って……」


「ん？　見直したか？」


「ドＭだよなも」


「いつか、お前を縛しばって吊つるしてやる!!」


「ドＭの人って、ドＳの気持ちも同時に持ってるよなも……」


「鞭むちと蠟ろう燭そくも覚かく悟ごしておけよ、湊……！」


「……」


　湊は最後まで笑うことなく、暗い表情のままそんな会話をこなして、大きな大きな溜ため息を１つ漏もらしてから、悠真に少しくしゃくしゃになった１枚の紙片を渡わたした。


「アタシは忠告したからね、悠真」


「ん……。……書類？」


　それは、公文書だった。


「戸こ籍せき謄とう本ほん……湊のか。これがどうかし……っ!?」


　悠真は息を詰つまらせる。


　彼女の両親の欄らんに書かれた文字が脳に衝しよう撃げきを与あたえ、目がチカチカした。


「父……、高炎寺……怜れい一いち……、……俺の、爺じいさんかッ!?」


「……そうだよ、悠真、ふふふふふ……」


　ようやく笑った湊が漏らしたのは、壊こわれたような笑い声だった。


「アタシの父親は、悠真のお祖父じいさん。ふふふっ、笑えるでしょ？」


「……」


「アタシのお母さんは、元々、高炎寺家でメイドをしていたの。当時は結構楽しく働いていたみたい。家事とかするの好きだからね、お母さん。それに……、……悠真の、ね……お父さんにも、結構よくして貰もらっていたらしくて……仄ほのかに……ほんの淡あわい気持ちだけど、憎にくからず思っていたみたい。でも、まあ、実ることなんかない片思いだってのもよく分かってたから、ずっと秘ひめてただけだったの」


　そこで湊の瞳ひとみの闇やみが濃こくなる。


「そんなある日、悠真のお父さん、結婚しちゃったんだって。ちょうど、悠真のお祖父さんはお祖母ばあさんを亡くしたばかりで……２人とも寂さびしかったのね。心に空いた穴を埋うめ合うように関係を重ねて……」


「……おばさんに、聞いたのか？」


「まさか。……でも、お母さん、日記とか残してあるんだもん。そりゃ……読んじゃうよ」


「……」


「それで出来たのがアタシ。ただ悠真のお父さんにお金目当てでお祖父さんに近づいたみたいに誤解されたっぽくて……その軽けい蔑べつする視線に耐たえかねて、お母さん、高炎寺の家を逃げ出したみたい。それでも、私を産むことは最初から決めてたんだって。お腹なかの中の子供には罪はないから、って。ホント……優やさしすぎるぐらい優しい人でさ、困っちゃうよ……」


　湊の口調から母親への思し慕ぼだけは溢あふれんばかりに伝わってくる。


　それだけは救いだと言えるだろうか。


「でも、悠真のお祖父さんはお母さんが逃げた理由をどこまで知っているのか分からないけど、その行動に酷ひどく激げき怒どしたみたい。『浅はかな。やはり下げ賤せんに身を落とした者の卑いやしさか』って」


「ウチの爺さんは、元々そういう傾けい向こうのあった人だったけど、俺が生まれる頃ころ、選民思想が一層酷くなったと親族が話しているのをいつだったか聞いたことがある。爺さん口くち癖ぐせのように言ってたな。『下賤の者は所しよ詮せん、下賤』って。そうか……その件があったからなのか」


「で、アタシが生まれる何日か前に、悠真のお祖父さんにお母さん見つかっちゃって……養育費を出してやるから、その子供は高炎寺家とは一いつ切さい関係のない子供で、相続権は全て放ほう棄きさせるように言われたんだって。まあ、ちょうどお金にも困ってたらしくて……元々、そういう骨肉の争いに巻き込まれるようにはしたくないって、お母さんは思ってたから、一も二もなく書類にサインしたの」


　母への思いとは反対に、母親以外に対して胸の奥底に渦うず巻まくどろどろとした毒々しいものは、より際きわ立だって感じられた。


「だから、アタシは高炎寺家とは何の関係もない人間」


　その深く濃い闇は自分にも向けられているのだろうと思うと、悠真は確かに彼女の言った前置きのように、腐くさった何かにジワジワと侵しん食しよくされていくような気持ちになる。


　ただ……。


「でも……」


　一度、顔を伏ふせてから、もう一度顔を上げた湊の表情には、憎しみよりも悲しみが多く宿っていた。


「そんなのは、ただの大人の取り決め」


　その声も悲しそうで……それが更さらに悠真の心を鈍にぶく抉えぐる。


「ちっちゃい頃ころのアタシねえ、悠真のこと、結構、気に入っちゃってたんだよ」


「な……!?」


「困るよね、そんな風になってから、汚い大人の都合なんか、押しつけられても、さ」


　湊が微笑ほほえむ。


　誰かの、こんなにも悲しい笑え顔がおを悠真は見たことがない。


「悠真にとっての１人の女の子にはもう戻もどれない、けど、本当の関係なんかになれるはずもない」


　今までとは違ちがう意味で、悠真は言葉が出なくなっていた。


　遠くて近い物語の中に、急に放り込まれた。そんな気分だった。


「じゃあ、どうすればいいの？　どうしたらいいの？　ずっとずっとずっとずっとずっと、ぐるぐるぐるぐるぐるぐる考えてた」


　湊の笑顔はやがて、常じよう軌きを逸いつした精神状態に取って代わられる。


「結局、アタシの気持ちはどこにも行けなかった。どこにも行き場はなかった。その時のまま、〝友達〟の悠真とアタシのまま。それだけがアタシに許された場所だった」


「……」


「そうでいなければ、アタシはとっくの昔に壊れてた」


　今、まさに、湊は壊れつつあるのかもしれない。


　そして、それを強しいたのは他ほかならぬ悠真自身だ。


「真実を知った時のアタシは、自分自身が何者であるのかを見失いそうになって……崩ほう壊かいしかけてたアイデンティティを繫つなぎ止めたのは、悠真の存在しかなくて……〝悠真の友達〟の自分に縋すがったの」


　湊の瞳はもう、正気を宿さなくなっている。


「だってさ。だって……アタシと悠真、叔母おばさんと甥おいっ子なんだよ？　好きかもって、そう、思ってたのに、そう、思い始めてたのに……」


　その声も、既すでに正気のものではない。


「だから、考えたの。元々、仲が良かった悠真と、〝友人〟である自分こそがあるべき自分だって。自分自身に言い聞かせて、言い聞かせて、言い聞かせて」


　１歩１歩、立ち上がった湊が悠真の元へと歩を進める。


「ただの友達じゃ駄目だって、思った。もっと強い関係……〝親友〟……そうしたら、悠真と一いつ緒しよにいられる、いても駄目じゃない、いなきゃ駄目。そんな関係。それだけが、アタシをアタシとして繫ぎ止める手段。せめて、それぐらいは……許されてもいいじゃない。……ねぇ？」


　目の前の湊は、今にも壊れてしまいそうに見えた。


　だから、という訳ではない。


「いいに決まってるじゃないかよ。俺はお前に、友情に薄うすい親友だと思われるのはまっぴらごめんだからな」


　悠真は……高炎寺悠真という少年は、至し極ごく自然に、柔やわらかく湊を抱だき留とめて、力強く優しく、親友を元気づけていた。


　悲しみに潤うるんでいた瞳からは、歓かん喜きの涙なみだが表面張力を超こえて零こぼれだし、己おのれを失っていた表情にはいつもの湊らしい感情たっぷりの色が浮かぶ。


「悠真……ゆぅ……ゆうま……ゆうまぁ……っ!!　うあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああんっ!!」
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　ずっと抱かかえ込んでいたその涙は、いつまでもいつまでも、悠真の胸を濡ぬらしていた。


　もう独りではないのだ、と。


　湊は彼の〝友情〟に感謝した……。





　　　　＊





　干ひ涸からびるのではないかと思える程ほどに泣き続けた後、湊は照れ臭くさそうに微笑みながら、真っ赤な目をして顔を上げた。


「うあ、男の子の前で激泣きしたのなんて、初めてだよ……うああ、恥はずかし～～～っ！　ちょっ……悠真、こっち見んな！」


「いやあ、湊でも縋り付いて弱々しく泣いてると可愛かわいいもんだなあ」


「～～～～～～～～～～～っ!!　可愛いとかゆーなっ!!　いや、アタシ、可愛いけどっ!!」


「痛たたたたたっ!!　人の顔面をつかむなっ!?　めりこむっ！　お前の指が俺の頭ず蓋がい骨こつにめりこむっ!!」


「悠真、頭蓋骨柔やわらかいわね……」


「人類の桃ももと呼んでくれ」


「人類に桃が存在するのかなも……」


　桃人類の誕生に、気味悪がった湊が、悠真の顔から手を離はなす。


　そして、湊は申し訳なさそうに少し俯うつむいた。


「……てゆーか、ごめんね。悠真だって、ショックだっただろうに、アタシばっか慰めて貰っちゃって。良かったら……だけど、アタシの胸でお泣き？」


「湊の貧相な胸じゃな……」


「はぁっ!?　『胸、ちっさくてごめんね』とか凄すごいコンプレックスに思って気にして恥はじらうアタシとか、超ちよういいと思わないの!?」


「まさに!!」


「でしょ!?」


「お前、天才だな……」


「うん。悠真は馬ば鹿かだなも」


「……」


　いつか殴なぐってやろうと悠真は心に誓ちかう。


「でも、ホント、悠真もっと取り乱すかと思ってたわ」


「そりゃまあ……ショックはショックだけどさ……。俺なんかより湊の方がずっと苦しかっただろうし、そんな奴やつの前で自分勝手にわめき散らせないだろ」


「……悠真って、ガキっぽいクセに、時々妙みように大人だよなも」


「少年のような心を持っていると言えよ。ま、あれだよ。デキちゃったもんはしょうがないだろ？」


「デキちゃった言うな!!　ていうか、アタシがデキた訳ちゃうわ!!」


　湊にヘッドロックを極きめられる悠真は後頭部にちっさくてごめんね的な物が当たっており、痛気持ちいい。


「痛たたた……！　何にしても、血が繫がっていようといまいと、大人達の事情がどうだろうと、俺と湊が親友として積み重ねた時間と絆きずなが変わる訳じゃないよ。そうだろ？」


「悠真……！」


　それまで痛めつけていた悠真の頭を、体勢はほぼそのままに、湊が優しくかき抱いだき、ふわっと口付ける。


「泣かすなよぉ、悠真……感激しちゃうだろお……！　でも……うん。そうだね、悠真。アタシ、今のアタシと悠真の関係、結構気に入ってるの。これはこれでよかったのかなって、思ってる自分もいるんだ。だから……悠真がそう言ってくれるなら、アタシはいつも通りのアタシでいられるよ？」


「ん……」


「ずっと、永遠に、親友だからね、悠真」


「おう」


　湊が永遠を誓うように悠真の頰ほおにキスをし、おねだりをするように自分の頰も悠真の口元に近づけた。


　悠真の鼻息を感じながら、湊が自分の頰に悠真のキスを感じると、満足した様子で、微笑んで身体からだを離す。


「……ね、悠真？　アタシ、ちゃんと、笑えてる？」


「ああ、俺の親友のいつもの笑顔だ」


「そか……そっ……か、えへへ」


「んじゃ、これからもよろしくな。湊おばさん」


「おばさん言うな!!　アンタ、今度それ言ったら、アンタとちょっとでも会話しようとした女の子全員に『アタシの悠真から離れなさいよぉ!!』とか半はん狂きよう乱らんで叫さけびながら、カッターナイフ振ふり回すわよ!?」


「どこのヤンデレだよ、お前は!?」


「あと、毎日家に押しかけて外食とかの都合とか一切聞かずに勝手に晩ご飯とか作って待っててやる!!」


「重!!　なにその重い女!?」


「そして、首筋に嚙かみ痕あとを付け続けてやる!!」


「痛!!　既に嚙んでる既に嚙んでる!?」


　言いざま喉のど元もとに嚙みついてくる湊を、悠真が何とか引き剝はがした。


「痛いって～……ていうか、お前、首筋じゃなくて、喉のど仏ぼとけ嚙んでたじゃないか……。うわ！　マジで歯形付いてるじゃないか……これ、絶対、美羽とか紫苑先せん輩ぱいに突つっ込まれるぞ。どーすんだよ？」


「大だい丈じよう夫ぶよ。悠真に永遠の関係を誓って貰もらって、身内みたいな扱あつかいをされたから、つい、アタシが興奮して嚙んじゃったって弁護してあげるからなも」


「激げき烈れつ誤解を生むじゃねえか!?」


　憑つき物が落ちたように、あははと笑って、くるくるっと手を広げて回る湊みなとが、出口まで行って外に出ようとする。


「暑ぅ……すっかり日が高くなってるわね」


「腹減ったな……朝、目玉焼き半分だけだったしな。帰るか」


「あ……アタシ、さ。先に行くから、悠真は少し後から来て？」


「なんだその体育倉庫でイチャイチャした後、一緒に出るところを見られるとマズいから的な言動は……？」


「違うわ!!……ちょっと１人で歩きたいかな、って思ってさ」


「まあ、俺と２人で歩くと、二に人にん三さん脚きやくを強要されかねないからな」


「体育会系だなも、悠真」


「体育会系ってそういうもんか……？」


　悠真が小首を捻ひねっている間に、湊はまた後でねと手をひらひら振って、外へ出て行った。


　湊の背中を目で追った悠真は、自分の手の中にあった湊の戸こ籍せき謄とう本ほんにもう一度目を落とし、ぐしゃっと握にぎりつぶす。


　そして、悠真も扉とびらをくぐって外に出る……と。


「高炎寺悠真ェ……」


「うわ!?　名無し!?」


　朽くちかけた門の所に背をもたせかけた、どピンク色の物体があったので、悠真が思わずビクッとなった。


「凄い嚙まれてるわね……そんな嚙まれてる人、ゾンビ映画ぐらいでしか見ないし」


「マジか……」


「ああ、あと、それ」


「ん？　ああ、戸こ籍せきか。お前らが置いたんだろ、これ？」


　握りつぶされた書類を名無しさんが指さす。


　そして、指した人差し指を書類に近づけたかと思うと、指先がぺにょっと逆側に折れ曲がり、断面から、シュボッ!!とライターのように火が噴ふき出る。


「熱!!　何すんじゃい!?」


　引火した書類を取り落とし、地面に落下し燃え落ちていくのを眺ながめた。


「証しよう拠こ隠いん滅めつ」


「何の証拠だよ……？」


「他ほかの人には見られない方がいいじゃないですか！　やだ───!!」


「何がだよ……？……。……気、遣つかったのか？　ありがとな。ってか、そもそもお前らが設置したモンではあるが」


「いいってことよー」


　完全に灰になった戸籍謄本を踏ふみにじり、粉々にしてから、悠真がはたと気付く。


「そういや、お前、葵あおい子こ先輩に俺が、その……岩場の上で告白とかされてたの見てただろ？」


「それが仕事だからにゃー」


「んで、今し方、湊と俺のやりとりも聞いてた訳だよな？」


「ほぼ聞きかけました」


「どっちだよ!?……つまり、アレだろ。これで四つ股また完成ってことだろ？」


「絶対にノゥ!!」


「え!?　何でだよ!?」


「高炎寺悠真と大光内湊のアレは友人関係だからノーカウントですしおすし」


「……」


　一いつ瞬しゆん、インチキじみたものを感じ憤いきどおりかけた悠真ではあるが、喉元まで出かかった怒ど気きを呑のみ込んだ。


「あれを恋れん愛あい関係だと認めたら、湊が自分の感情の持っていき所に困るから、ってことか？　そうだとしたら、お前、意外と良い奴なのかもな」


「かっ、勘かん違ちがいしないでよね!!　そういうんじゃないんだからね!!」


「何がだよ……？　美羽か、お前？」


「美羽か美羽じゃないかと言われれば、美羽に近いけどもね」


「え、美羽に近いの!?」


「キャプテン・アメリカとキャプテン・スーパーマーケットぐらい近いね」


「全然別モンじゃねえか!?　ていうか、後者は基本ゾンビ映画じゃねえか!?」


「そういう訳なので、引き続き、恋こいに勤いそしむように!!　ドア（ダア!!）閉まります（シエリイエツス!!）」


　何でかは知らないが、名無しさんは悠真と入れ替かわりに廃はい屋おくの中に入ってドアを閉めた。


　全く底の見えない訳の分からなさに、深く考えることすら出来ず、悠真はその場を離れるのであった……。「よかった……俺が絶ぜつ滅めつせずに済んだ……」













[image: ]

















　洞どう窟くつ前に戻もどってきた悠ゆう真まは、授業が半分終わった頃ころに遅ち刻こくして教室に入ってきた生徒を見るような眼めで、居残った人々から見られていた。


「どうした？　そんな変な顔をして？」


「どうしたは、こっちの台詞せりふだ、馬ば鹿か者。我々がどれだけ心配したと思っているのだ？」


「あー……」


「悠真、ちょっとこっち座るの。……正座っ！　さっき、湊みなともどこからともなく戻ってきたの。２人でどこへ行ってたなの？」


「浮うわ気き容疑を責める新にい妻づまみたいだな……」


「新妻……!!　に、新妻とか……な、何言ってるんだもん……悠真、ば、ばか。お腹なか減ってるんじゃないなの、悠真？　おにぎりと焼き豚ぶた食べるといいもん」


「ちょっと新妻とか言われた程度で、何を甘いことをしているのだ、美み羽う!!　こういう時はちゃんと話しておかないとだな!!」


「別にそういうんじゃないの！　勘違いしないで欲しいもん!!」


　『やはり、美羽に近いな』と美羽を見て思う悠真が、もぐもぐと焼き豚とおにぎりを食べる。


「あ、坊ぼつちゃん、そのおにぎりは紫し苑おん先輩が握ったんですよ？」


「うん、美味うまい。紫苑先輩はいいお嫁よめさんになるな」


「っ！　お、お前はあれだぞ、悠真。そんな、もう、私をお嫁さんにしたつもりで籠ろう絡らくしようなどと、とんでもない悪党だ。もっとおにぎりを食べろ。お前に食べて貰おうと心を込めて握ったのだからな。あ、ほら、ほっぺにご飯はん粒つぶが付いているではないか。仕方のない奴やつだ。こんな悪くてだらしがないなんて、私がお嫁さんになってやる以外に嫁のなり手などいないだろうな。まったく、どこまで私に慈じ善ぜん事業を強しいるのだ、悠真。私がお前にしか博愛精神をかき立てられない人間で良かったな？」


「はい……ありがとうございます。っていうか、俺にしかかき立てられない博愛精神は、博愛ではないのでは？」


　新たなおにぎりを紫苑から口に運ばれ、悠真はそれ以上疑問が差し挟はさめないように黙だまらされた。


「というか、兄さん。２人で出かけて別々に帰ってくるなんて、体育倉庫でイチャイチャした後、一いつ緒しよに出てくるところを見られるとマズい、みたいな感じでなんだか怪あやしいです」


「お前は俺の妹だなあ……」


「まさか、兄さん、湊さんと恋こい仲なかに……!?」


「そうなのか、悠真!?」


「どうなの、悠真!?　正直に言うもん!!」


「……」


「……違ちがうよ」


　無言で苦にが笑わらいする悠真から離はなれた場所に座って、朝昼兼けん用ようの食事を取る湊が、血気に逸はやって騒そう然ぜんとなりかけるその場の雰ふん囲い気きを、静かな声で収める。


「違うよ？　アタシと悠真は……親友。今も昔も、ずっと変わらない友情で結ばれてるの。……ね、悠真？」


「ああ」


　２人にしか分からない。


　２人だけが分かる。


　混じり合う視線が確かな絆きずなを結んでいた。


「「「「「「……」」」」」」


　その、今までとは異質な次元の２人の結びつきを目まの当たりにさせられ、一同が訝いぶかしげな眼で眺めまくる。


　ただそれが、恋の温度ではない、別の何かであることは恋する乙女おとめ達である彼女らにはすぐに分かったので、ひとまず胸むねを撫なで下ろした。


「まあ、人それぞれ事情があるからな。あまり深くは詮せん索さくしないが」


　不満顔を一いつ旦たん隠かくして紫苑にそう言われると、更さらに食い下がるのがみっともなく思えて、他ほかの少女達も矛ほこを収める。


「しかし、だ。いいか、悠真、私はお前に言いたいことがある」


「はあ」


「お前は、私の告白を承しよう諾だくしたな？」


「私の、じゃないの、紫苑先せん輩ぱい。あたし達の、だもん」


「そんなことはどっちでもいい」


「どっちでもよくないもんっ！」


「兎とに角かくだ。告白を承諾しておきながら、お前は、恋こい人びとの役目を充じゆう分ぶんに果たしているとは言い難がたい。こんなことでは恋人としての鼎かなえの軽重を問わざるを得ん」


「……えーと、つまり？」


「恋人なら恋人らしく、もっと彼女の相手をしろ、と私は言っているのだ」


「そ、それはその通りなの！　悠真、彼女をほったらかし過ぎだもん!!」


「お前は確か、私を大事にして幸せにすると言ったな？」


「あたし『達』を大事にして幸せにするって言ったんだもん」


「そんなことはどっちでもいい」


「どっちでもよくないもんっ！」


「兎に角だ。放置された彼女が幸福であると思っている訳ではあるまい？　お前には男らしく、自分の言った言葉の責任を取って貰もらう」


「……具体的には何を？」


「それは……。……。……。……。……自分で考えろ」


　『交際経験がないから、全く思い浮うかばなかったんだな』とその場の全員が看破したが、人のことは言えないので、全員が黙った。


「じゃあ……デート、でもする？」


「「でえとだと（なの）!?」」


　美羽と紫苑が震ふるえ上がる。


「お、おい、美羽、お前、『でえと』というものをしたことがあるか？」


「あ、あるわけないもん……。そう言う紫苑先輩は？」


「聞くな」


　信じられないものを見る眼を爛らん々らんとして見開いた美羽と紫苑が揃そろって悠真を見た。


「悠真、お前、まさか、でえとしたことが……？」


「あるよ？」


「「このリア充じゆうめ（なの）!!」」


「あの、紫苑。これから彼氏とデートしようとしている紫苑も充分にリア充ですよ」


「何と!?……しかし。まさか、あの伝説のでえとを私がすることになろうとは……！」


「で、でも、まずいの、紫苑先輩。デートに免めん疫えきのないあたし達が急にデートなんかしたら吐はきかねないもん」


「お前らは慣れない場所に連れてこられたストレスフルな猫ねこか」


　思いも寄らない展開に、仲が悪いのに抱だき合ってガクブルする美羽と紫苑の頭の上へ、悠真がふわりと手を載のせる。


「まあ、そうは言ってもこんな無人島の上だしな……たいしたデートが出来るとは言えないけどさ」


「う、うむ……いや、それぐらいの方がかえっていいやもしれん」


「そうなの。初心者コースだもん」


　と、それまで黙って話を聞いていた乃の々のがすっくと立ち上がった。


「話はまとまりましたか？　では、デートに行きましょうか、兄さん」


「え、乃々も来るなの!?」


「は？　何を言っているんですか？　私と兄さんのデートに美羽先輩達がついてくるんじゃないですか」


「初耳だもん!?」


「兄さんがデートと言ったら、私とのデートに決まっているじゃないですか」


「決まってるの!?」


　自分の主張を全く疑っていない風の乃々に、椛はなが苦笑いで、目をパチクリさせる美羽達に説明になっていない説明をする。


「坊ちゃんのデートには、乃々お嬢じよう様さまは１００％ついていきますからね……」


「椛だってそうじゃない」


「わ、わたくしは……その、旦那だんな様に坊ちゃんのことを頼たのまれていますから！」


「嫌いやなら来なくてもいいんですよ、美羽先輩、紫苑先輩？」


「「行く（もん）！」」





　　　　＊





　身み支じ度たくを調ととのえたいという美羽達の申し出に従い、しばらく待たされる悠真であったが、その間、千ち早はやと湊と相談をしていた。


「さて、折せつ角かくなので、何か奴らが喜ぶようなデートをしてやりたいんだが」


「その気持ちだけで美羽ちゃん達には充分だと思うよ？」


「千早は良い子だなあ」


　悠真に頭を撫で撫でされる千早。


「つーても、泳ぐかバナナボートかビーチボールぐらいしかないからなも。一通りやったし、女の子としては新しん鮮せんなときめきが欲しいと思う訳よ」


「湊がまともなことを……！」


「うっさいよ。そうだ、あの、名無しさんとかいう娘こに頼めばいいんじゃないの？　お米とかくれたし、言えば何かくれそうだなも」


「あれはお前、どっちかっちゅーと生き死にに関かかわるもんだからな……。何でもかんでもくれるとは思えんが」


「でも、ほら、悠真くん、恋こいを維い持じするために必要って言えば、彼女らにとっては重要なことなんじゃないのかなあ？」


　千早が編み込みお下げを指先で弄いじりながら疑問を提起する。


　……と。


「呼びましたか？」


「うわ!?　名無し、お前急に出てくるなよ!?　どピンクの生物とかビックリするだろ!?」


　突とつ如じよとして、鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる草木をかき分けた名無しさんが登場し、悠真達がビクッとなった。


　悠真の文句を聞き流しつつ、名無しさんは引っ張ってきた台車から妙みように大きな箱を無造作に落とす。


「大体、話は聞かせて貰った。しょうがないにゃあ。これを君にあげましょう」


「……何だ？　この巨きよ大だい段ボール箱……？」


「南国デートで彼女のハートをガッチリホールド！　ついでに、新しい彼女もゲット！……な感じのラヴグッズ詰つめ合わせだお」


「ラヴグッズ言うな」


「高こう炎えん寺じ悠真にラヴグッズを与あたえた結果がこれだよ!!」


「どれだよ……？」


　よく分からないことを叫さけびつつ、この場を後にする名無しさんの背中を見送っていると、入れ替かわりのように美羽達が戻もどってきた。


「？……悠真、その箱なんなの？」


「分からん……名無しが置いてった、デート用の道具みたいだが……」


「デート用の道具……？　２人で１つのを巻くマフラーとかなの？」


「美羽、お前という奴やつは無む茶ちや苦く茶ちや可愛かわいいことを考えるな!?　天才ではないのか!?」


「ふ、ふんっ、これぐらい普ふ通つうなのっ」


「というか、この炎えん天てん下かの中をマフラーするの？」


「むしろ、暑さでイライラして仲悪くなりそうですね、乃々お嬢様……」


　美羽達がそんな話をする間に、湊が巨大箱を勝手に開けて中身を引っ張り出している。


「マフラーはないなも。あ、花火ある！　夜になったらみんなでやろ！　おお、これ、パラグライダーじゃないの？　丘おかとかの上から走り降りて２人で一いつ緒しよに飛ぶ奴。１回やってみたかったんだよなも。あとは望遠鏡に……シュノーケリングの道具かな。それと……ツリーハウス作製教本？」


「作製教本って……ツリーハウスでイチャイチャする為ために、まず作るところから始めるのか!?　無茶苦茶遠大だな!!」


「取りあえず、どれからやるなも？　花火と望遠鏡……星見は夜のお楽しみだし。パラグライダーにする？　シュノーケリングにする？　ツリーハウスにする？　それとも、ア・タ・シ？」


「こらあ!!　湊、悠真にひっつくななの!!」


　美羽に力ちから業わざで湊が引き剝はがされた後、悠真がふぅむと腕うで組みして言う。


「パラグライダーは前に何回かやったけど、あれは結構楽しかったな」


「そうなのか？　悠真が楽しいと思うことをするといい。私はそれに付き随したがおう。夫ふ唱しよう婦ふ随ずいという訳ではないが、私は悠真が楽しそうにしている顔を見るのが嫌きらいではないからな」


「……」


　クーデレらしくクールに悠真に微笑ほほえみかける紫苑を見て、紫苑は本当に悠真のことが好きなのだなと葵あおい子こは改めて思った。同時に、或あるいは時を置けば冷めていくのではないかと考えていた自分の中の思いが、罪悪感と比例して膨ふくれあがっていくことも、自覚しないではいられなかった。





　　　　＊





　島の北東側が砂すな浜はまに向けて少し急きゆう斜しや面めんの丘になっていることが分かっていたので、パラグライダーを担かついだ悠真達はその頂上付近まで登ってくる。


「おお、絶景だなー。良い風も吹ふいてるし、これなら本格的にやるんじゃなくて、なんちゃってパラグライダーで、ちょろっと飛ぶ分には結構楽しめそうだ」


　飛ぶ準備を始める悠真の視界の端はしっこで、美羽達は悠真と組む順番決めジャンケンに火花を散らしていた。


「「「「「「「ジャンケンポン！　あいこでしょ！　しょ！　しょ！　しょ！」」」」」」」


「あ、こら！　乃々、肩かたぶつけてくるななの！」


「美羽先輩こそ、足踏ふまないで下さい！」


「あう！　乃々お嬢様も美羽さんもわたくしを挟はさんで戦うのやめて下さいっ！」


「痛!!　ちょっと、こっち巻き込まないでよ!?　悠真、何とか言ってやんなさいっ！」


「あの、悠真さんを巻き込むのは、良くないのではないでしょうか？」


「いやまあ、悠真くんが一番の渦か中ちゆうにいるんだけどね」


「よし、勝った!!」


　場外乱らん闘とうのリアルファイトで注意力散さん漫まんになっている一同が、段々パーしか出さなくなっているのを見計らって、紫苑が勝利のチョキでパーな人々の粉ふん砕さいに成功する。


「勝ったぞ、悠真！　喜べ!!」


「お、おめでとうございます、紫苑先せん輩ぱい」


「何なの、悠真!?　あたしが負けたのがそんなにおめでたいなの!?」


「ざ、残念だったな、美羽」


「何だと、悠真!?　お前は私が相手では残念だとでも言うのか!?」


「……。……２人とも大好きだっ」


　一いつ瞬しゆん、理り不ふ尽じんさにキレかけた悠真はすぐに気を取り直して、右みぎ腕うでに美羽を、左ひだり腕うでに紫苑を抱きしめ、事態の沈ちん静せい化を試みた。


「ば、ばか悠真……みんな見てるもん……」


「まったく、人に私とお前の恋を見せつけようとは、お前はとんだ露ろ出しゆつ狂きようだな。こんなド変態を好きでいてくれる私をもっと大事にしろ、悠真」


　２人を羨うらやましそうに、ぁぅぁぅと見る葵子には、幸いにも誰だれも気付かなかったが、悠真だけは軽く視線が合って、ちょっと申し訳なさそうに、美羽達を離はなす。


「さて、んじゃ、やるか。基本的にタンデムフライトっつって、俺が操縦するから紫苑先輩は何もしなくてＯＫだ」


「承知」


　ぐぬぬと一番手を取られたことに悔くやしげな表情を浮うかべる美羽達の前で、涼すずしげながらも輝かがやく笑え顔がおを見せる紫苑が、ベルトを締しめたりしてパラグライダーのやり方をレクチャーする悠真に、うむうむと頷うなずき返していた。


「む、これは悠真に抱だっこされているような感じになるのか、少し照れるな」


「あはは」


「だが、この一体感は何ともいいものだ。一いち蓮れん托たく生しよう、といったところだな。死なば諸もろ共ともだ」


「死ぬのか……」


　さっきまで笑っていた悠真の表情が瞬しゆん時じに曇くもる。


「空を飛ぶのは初めての体験だな。悠真と一緒に初めての体験が出来る、というのは何ともこそばゆくて嬉うれしいものだなっ」


「そ、そっか？　なら、そんなに喜んでくれて、俺も嬉しいよ」


「悠真が嬉しいと私も幸せだ」


「紫苑先輩が幸せだと俺もハッピーだよ」


「悠真がハッピーだと……」


「いいからさっさと飛べ、このバカップル!!　後がつっかえてんのよっ!!」


　イラッときている人々を代表して、メンバーでも一、二を争う短気な湊が速そつ攻こうでキレて突つっ込んだ。


「お、おう……んじゃ、行くぞ、紫苑先輩？」


「うむ、いつでも来いだ」


　助走をしてすぐにパラグライダーは風を孕はらんで、悠真と紫苑の身体からだをふわりと浮かせる。


「うお!?　悠真、今、浮いたぞ!?　うわ、飛んだ！　飛んでいるぞ、悠真、危ない!!　わははははは、お腹なかがきゅーってなる！　きゅーって、悠真、うわははは!!　悠真、お前は、はしゃいで仕方ない奴だな!!」


「紫苑先輩、お１人ではしゃぎまくってるわね……」


「はい、乃々お嬢じよう様さま……仕方ない方ですね」


「紫苑が爆ばく笑しようしているところ、初めて見ました」


「う、羨ましくなんかないもんっ。次はあたしの番だし、全然羨ましくないんだもんっ」


　高度をそう高く取らない為に多少不安定なのか、右に左に揺ゆれながら、悠真と紫苑を乗せたパラグライダーが急速に小さく見えていく。
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「あれ？　坊ぼつちゃん達、海に突っ込んでいくっぽくないですか？」


「勢いがつきすぎですね」


「着水するよ？」


「あ、沈しずんだぜ」


　全員が沈ちん黙もくして見守る中、海岸脇わきの森からわたわたと黄色い宇宙服の一団が飛び出してきた。


「あ、名無しの量産型が助けにいったもん」


「尋じん常じようでなく慌あわてていますね」


「あんまり考えずにこっちに渡わたしてきたのかな、パラグライダー？」


「というか、坊ちゃんが調子に乗る性格なのをちゃんと把は握あくせずにいて、まさか海まで飛び出していくとは思わなかったのでは？」


「あ、兄さん達、引き上げられましたね。紫苑先輩は引き上げなくてもよかったんですけれど」


「確かになの」


「どんだけ仲悪いの、アンタ達……？」


　仲が良くなる要素も特にないのではあるが、湊が冷や汗あせを垂らす。


「あ、悠真達、とぼとぼ歩いて帰ってきたなも」


「紫苑、泣いていますね」


「坊ちゃんも顔が真っ青です」


「兄さん、可哀かわい想そう。紫苑先輩は自じ業ごう自じ得とくだけれど」


「操縦していたのは悠真くんの方だけどね……」


　ぐしぐしと手の甲こうで顔を拭ぬぐう紫苑が、悠真にもう片方の手を引かれながら、一同に会話が聞こえる距きよ離りまで戻ってきていた。


「悠真の馬ば鹿か……！　無茶苦茶怖こわかったではないかっ!!」


「いや……うん……俺も命の危険を感じた……。ごめん、怖い思いさせて……」


「馬鹿者、私のことを言っているのではないぞっ。それはどうでもいいっ。お前が目の前で沈んでいくのが凄すごく怖かったと言っているのだ……！　お前にもしものことがあったら、私はどうしたらいいのだ!?」


「紫苑先輩……」


　精神的ショックで弱っている直後に、親身になった台詞せりふを投げかけられて、じぃんと来た悠真は思わず紫苑を抱きしめる。


「何やってるなのっ!?」


　勢いよく坂を駆かけ下りてきた美羽が、ぺしーんっ！と悠真の後頭部をジャンピング叩たたきした。


　後頭部をさすりながら紫苑を離した悠真が、無事帰って来られたことを美羽の顔を見て実感し、少しじわりと涙なみだぐんで抱だきつく。


「美羽……怖かった！」


「ひゃうっ!?　ゆ、悠真、元気出すもん。しょ、しょーがないからっ、あたしがついててあげてもいいの」


「何やってるんですかっ!?」


　勢いよく坂を駆け下りてきた乃々が、ぺしーんっ！と悠真の後頭部をジャンピング叩きした。


　後頭部をさすりながら美羽を離した悠真が、無事帰って来られたことを乃々の顔を見て実感し直し、少しじわりと涙ぐんで抱きつく。


「乃々……死ぬかと思った！」


「ひゃうっ!?　に、兄さん、しっかりして下さい。乃々以外の女に手を出すから痛い目に遭あうんですよ？」


「ぼ、坊ちゃん、何してるんですかあっ？」


　抱きしめられることを期待して、じわじわ歩いてきた椛がぺたっと触ふれるように悠真の後頭部にツッコミを入れた。


「……」


「……」


　無言で動きを止める悠真と椛。


　そして、ゆらぁりと後ろに立つ椛を振ふり返った悠真の目が、キラァン！と妖あやしく光る。


「……ひぃっ！」


「椛ぁぁぁぁぁ……主人に手を上げるとは何事だ、椛ぁぁぁぁぁぁぁ……!!」


「ひぃぃぃぃぃっ!?」


　逃にげようとする椛の肩を後ろからガッシリとつかんだ悠真は、口から紫むらさき色いろの毒々しい煙けむりを吐はいているように見えた。（※注・椛の主観です）


「ちちち、ちなうんですちなうんです!!　あれは手を上げたとかではなく、坊ぼつちゃん元気出して下さい的なスキンシップで……っ！」


「下僕のクセに上から目線か、椛ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……!!」


「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!?　ごごごごご、ごめごめごめごめごめ……！」


「……噓うそだよ。どーせお前も心配してくれたんだろ、椛？　ありがとな」


「坊ちゃん……！　椛は……椛は、その言葉をいただけただけで至福です……!!」


「と、見せかけて、パラグライダー、ゴー!!」


　椛が悠真を見上げて幸せに浸ひたっている間に、量産型名無しさんが濡ぬれてしまったパラグライダーの代わりの新しい物を持ってやってきたので、悠真は椛を自分と共にベルトで固定して、助走を始める。


「わわわわわわわっ!?　ぼぼぼ、坊ちゃん!?　飛んじゃいます飛んじゃいます!!　危ないじゃないですか、これ、危ないじゃないですかっ!?」


「ふははははは、主人に手を上げた罰ばつに、お前にも地じ獄ごくを見せてやるぁぁぁぁぁ!!」


「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃんっ!?」


　坂を駆け下りる悠真と、彼にベルトで固定化されている椛が揃そろってパラグライダーによってふわりと浮く。


　そして、ドップラー効果の悲鳴を残して海の方へと小さくなっていく、悠真と椛。


　当然のように、海中に没ぼつし、量産型名無しさんに救助され、今度は２人で泣きながら丘おかを登ってきた。


「うっ、ぐすっ、ひっく……こわかったですう……ぼっちゃん、こわかったですう……」


「今度こそ、死ぬかと思った……無む茶ちや苦く茶ちや怖かった……」


「何をしとるんじゃ、あいつら……」


　そんなことを言って冷や汗を垂らす湊の横で、美羽が憤いきどおって地じ団だん駄だを踏ふんでいる。


「ていうか、次はあたしの番だったのに、椛に抜ぬかされたもん！　悠真っ、次、あたし！　次は絶対あたしと乗るの!!」


「え……俺の順番は終わったから、美羽の次の順番の奴やつと一いつ緒しよに乗るんじゃないのか？」


「え……悠真と……一緒に……乗る順番で……あたし……。……悠真の馬鹿ぁっ!!」


　酷ひどく傷付いた表情で俯うつむいて涙ぐんだ美羽は、悠真を怒ど鳴なりつけて駆け出していった。


「走っていってしまいましたね」


「木の陰かげから、ものっすごいこっち見てるんだけど」


「ものっすごい宥なだめて欲しそうにしてるわね」


「……しょーがねえな」


　もう乗りたくない気持ちが先に立った為ため、割と素すで美羽は別の人間と乗るであろうという頭に切り替かわっていた悠真は、よくよく考えると紫苑もだが美羽のご機き嫌げんも取る目的がそもそもあったのをすっかり忘れていた。


「ごめんごめん。そうだよな、美羽とも一緒にやらないと意味ないよな。一緒に乗ろうぜ、美羽？」


「悠真なんか嫌きらいだもん!!」


「俺は美羽のこと好きだよ？」


「悠真の女ったらしっ！」


「う～ん……どうしたら許してくれる？」


「絶対に許さないもんっ！　お姫ひめ様さま抱だっこでチュッとかされても絶対に許したりしないなのっ！」


　美羽をお姫様抱っこをしておでこにチュッとほとんど触れるだけのキスをする悠真。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!　ゆ……悠真の……ばか。仕方ないから、悠真がど───────してもって言うなら、仲直りのチャンスをあげてもいいの」


「ありがたき幸せです、美羽姫様。……で、何やりゃいいんだ？」


「紫苑先せん輩ぱいや椛より１回多く一緒に飛ぶもん！　あ、あたしの方を優ゆう遇ぐうしてるって証しよう拠こを見せて欲しいなのっ！」


「いいよ……俺としてはある意味、一緒に飛ばないことが優遇のような気がするけど、まあ、美羽がそう言うなら望み通りにしてやろう。俺は美羽のこと大事に思ってるからな」


「ふ、ふんっ……言葉だけなら何とでも言えるもんっ。そんな簡単に信じてあげないんだからなのっ。あたしは紫苑先輩みたいにすぐに陥かん落らくするような簡単な女じゃないもんっ」


　『戻もどってきた』『簡単に信じて戻ってきた』『言葉だけなら何とでも言える感じに既すでに許した様子で戻ってきた』『どう見ても簡単に陥落している感じのお姫様抱っこで戻ってきた』と全員の冷ややかな視線を浴びているが、美羽の視線はお姫様抱っこしてくれている悠真の距離の近い顔に釘くぎ付づけなので、全く気付く余地はない。


「というか、誰だれが簡単に陥落する女だ。私は相手が悠真であってもそうそう気安く心を許したりはしていないぞ？」


「……誰しも、自分のことはよく見えていないものなんだね」


　千早の苦く笑しよう１００％の呟つぶやきは幸いにも紫苑には届かなかったようである。





　ともあれ、美羽と悠真は程ほどなく大空へと旅立った。


　そして、水すい没ぼつして救助されて戻ってくる。


「何かちょっと恐きよう怖ふが麻ま痺ひしてきた。よし、美羽、２周目行くか!!」


「絶対お断りだもん!!　ものっすごい怖かったんだもんっ！　もう二度とお断りだもんっ!!」


「いやいや、美羽を優遇していることを証明しないと、俺と美羽との絆きずなが壊こわれてしまいかねないからな」


「い────────────────や─────────────っ!!　殺されるもんっ!!　今度こそ、飛び殺されるなのぅっ!!」


「ははははは、照れちゃって、こいつめ～。可愛かわいいぞ、美羽～」


「悠真があたしのこと大事に思ってるのはよく分かったから、もういいもんっ!!」


「いやいや、俺も美羽に嫌われっぱなしじゃ辛つらいからなあ」


「そんなことないもんっ！　悠真のこと大好きで大好きでたまらないから、もう飛ばなくていいもんっ!!　悠真、超ちよう好きなの!!」


　などと、悠真と揉もめまくる美羽に、紫苑が乾かわいた笑いを見せた。


「いいじゃないか、美羽。私が許すから、存分に悠真に優遇して貰もらうがいい」


「こんな時ばっかり、何言ってるなの、紫苑先輩!?」


「よし、テイクオフ!!」


「い────────────────や─────────────っ!!」





　小一時間後。


　散々死線をくぐった悠真は、脳内にアドレナリンが出まくって何だか楽しくなっているが、同乗した少女達は皆みな一様に青い顔をして膝ひざを抱かかえて座り込んでいた。


　とはいえ、最初に悠真のパートナーを務めた紫苑は、精神的にかなり復活しており、状じよう況きようを把は握あくする程度のことは出来ている。


「最後は……葵子の番、か」


　紫苑からチラリと見られた葵子は、強面こわもてを堅けん持じしながら心の中で必死に考えた。


『美羽は紫苑より１回分長く悠真さんと２人きりの時間を……。私は紫苑の親友として、紫苑に少しでも悠真さんと２人きりの時間を作ってあげなくては……！』


　よし！とせめてもの罪つみ滅ほろぼしにと、グッと握にぎり拳こぶしと晴れがましい表情を作った葵子が、力強く告げる。


「わ、私の分は紫苑に譲ゆずります」


「お前はそれでも私の親友か!?」


「ご、ごめんなさい、紫苑……！　ちなうんですちなうんです……!!」


「いや……少し怒おこりすぎたかもしれん。……私はこんなに脅おびえさせるほど激げき怒どしていたかな、千早？」


「普ふ段だん通りの紫苑先輩でしたよ？」


「そうか。私のこんな言動には葵子はもう慣れっこどころか、そもそも初対面の時から全く物もの怖おじするようなことはなかったはずなのだが……」


　顔を覆おおってしゃがみ込む葵子を、どうしたものかと紫苑が見下ろす。


「すみません、紫苑……私は紫苑の親友なのに……大変なことを……!!」


「いや、そんなたいしたことではない。気に病やむな？」


「……はい」


「ほら、気晴らしにパラグライダーに乗ってこい」


「はい……」





　気晴らし後。


「紫苑……助けて下さい、紫苑……空と大地が襲おそってきます、紫苑……」


　放っておくとどこかよく分からない所へ歩いて行きそうなので、悠真に手を引かれながら、譫うわ言ごとのようにそう呟く葵子が青い顔で戻ってくる。


　それを見て、紫苑は満足げに頷うなずいた。


「うむ、程よく肩かたから力が抜けたようだな、葵子」


「魂たましいも抜けかけてますよ、紫苑先輩……」


　メンバーの良心、千早が冷や汗あせを垂らす。
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　大自然にゴキゲンな勢いで精神を削けずられた美み羽う達は、小休止の後、控ひかえ目な夕食を取って、ようやく復活しようとしていた。


「悠ゆう真ま、花火しようなの、花火っ！」


　やる気満々の美羽に、しかし、悠真は若じやつ干かん面めん倒どう臭くさそうだ。


「もっと、ツンデレっぽく言ってくれ」


「悠真なんかと花火なんかしたくないけど、仕方ないから一緒にやってあげるんだからねなのっ」


「よっしゃ、やるか!!」


「悠真くん、メッチャやる気出したね」


「あたし、時々、悠真が分からなくなるもん……」


　ヒャッハー状態で飛び出していく悠真の背中を、『あの人を好きでいいんだろうか』と疑問に思う美羽の背中は、『あの人が好きでたまらない』と主張しまくっているなあと千ち早はやは思った。





　銘めい々めいが手に花火を持ち、１つ火を付けた花火に近づけて貰い火をして、赤、青、緑と色取り取りに弾はじける小さな光のシャワーに自分の顔を照らしていく。


　おぉーと上がっていくテンションに乗せられるように、紫し苑おんと美羽が悠真の隣となりへとススッと移動していった。


「花火というのは、人を感傷的にさせるな、悠真」


「そうっすね」


「不思議なものだ……数日前までは、自分に好きな人が出来て、その相手からも好きだと言って貰えて、こんな風に肩を寄せ合って花火を見ているなどと考えもしなかった」


「俺もだよ」


「うむ……。……いいものだな、恋こい、というのは」


「……っ、か、かわいいな、紫苑先輩」


「っ……、私が可愛いのだとすれば、それは悠真、お前が私を可愛くしているのだ。何しろ、私は誰かに可愛いなどと言われたことなどないぐらい可愛さとは無む縁えんの性格をしているからな」


　花火の光の加減ではなく、顔が赤い悠真と紫苑。


「うわ!!　甘あま酸ずっぱ!!　うわ!!　甘酸っぱ!!」


「なんで２回言った、湊みなと？」


「親友として熱々の２人を黙だまって見守ってあげたいと思ってたけど、あまりの甘酸っぱさに思わず叫さけばないではいられなくなったわ……」


「見守りたい奴やつが、会話に入ってくる度たびに悠真の背中からイチイチ抱だきつくなっ!!」


「だから、これは友情だってば。嫉しつ妬としなくても何も起こりゃしないわよ」


「抱きついている時点で既に何かが起こっているも同然なのだっ!!」


「悠真の彼女、ヤキモチ妬やきで可愛いわねー」


「いいだろー」


「ていうか、もう１人の彼女が超ヤキモチで、さっきから悠真の身体からだにどすどす自分の身体ぶつけてきてるわよ？」


「べっ、別にヤキモチじゃないもんっ！　ていうか、悠真なんかにヤキモチなんか妬かないもん!!」


「そっか……意外と好かれてないんだな、俺……」


「え……ち、ちが……っ」


「いや、いいんだ。美羽に愛あい想そを尽つかされてもしょうがないよな、俺がやってることを考えたら、さ」


「そっ、そんな……っ」


　異様にしょんぼりする悠真に、美羽がはわはわする。


「そんな弱気な悠真に妬くヤキモチはないもんっ！　ていうか、あたしが愛想を尽かすような駄だ目め悠真で、馬ば鹿か悠真だけど、だからこそあたしがいてあげないと、悠真は駄目なのっ!!　あたしがいてあげないと、駄目な馬鹿悠真なのに、他ほかの女の子とばっかりでれでれしてるなんて、生意気なんだもんっ！　だから、ヤキモチなんか妬いてあげないもん！」


「……それは世間ではヤキモチって言うんだぞ、美羽？」


「ていうか、美羽っち、悠真を好きすぎじゃん……」


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!　悠真も湊も知らないもんっ!!　ていうか、湊、いちいち悠真に抱っこされながら話すななの!!」


「いや、背中に抱きつきながら話するの禁止されたからなも……」


「前で抱っこされながらでも一いつ緒しよなのっ!!」


「……感傷的な気分が美羽のせいで台無しだ」


「はっ、花火は賑にぎやかにやるものだもんっ。紫苑先せん輩ぱいには若さが足りないなの、おばさん臭いもん」


「何だと、貴様!?　聞き捨てならんことを!!」


「熱!!　大変危険なので、花火を振ふり回して喧けん嘩かすんなよっ!?　しかも、俺を挟はさみながら!!」


「兄さん、そんな騒さわがしい人達は放っておいて、あちらで乃の々のと蛇へび花火をやりましょう」


「蛇花火は夜やるもんじゃないだろ!?　てゆーか、なんで乃々はそんなに蛇花火が好きなんだ……？」


　『蛇のように執しゆう念ねん深いからに違ちがいない』とその場の全員が思ったが、執念深く恨うらまれると嫌いやなので全員が黙もくした。


「そうだ、悠真。千早君とアタシと悠真とでロケット花火の打ち合いをしようぜ！」


「え!?　ボクも!?」


「千早がロケット花火に撃うち殺され寝ね取とられる!?」


「それ、撃つの悠真くん達だよね!?」


「あと、寝取り関係ねえぜ」


　湊に突つっ込まれる悠真の肘ひじの先をちょこんとつまむようにして、椛はなが怖おず怖おずと申し出てくる。


「あの、坊ぼつちゃん、皆みなさんと楽しむのが終わってからでいいので、その、後で線せん香こう花火を一緒にしていただけませんか……？」
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「お前はお前で趣しゆ味みが辛しん気きくさいな、椛」


「坊ちゃん、酷ひどい!!」


「落ちそうになった線香花火とかをくっつけてキャッキャウフフする気ね、椛。使用人の分際で……！」


「ひぅ！」


　乃々に睨にらまれ、椛が悠真の背中に隠かくれた。


「椛、俺と線香花火をくっつけたりしたいのか」


「して下さるんですか!?　何でもダメ元で言ってみるものですね！」


「どうしても俺と線香花火がしたければ、『椛のはしたない線香花火を坊ちゃんの逞たくましい線香花火と合体させて下さい』と切なげに囁ささやけ」


「……は、椛の……は、はし、はしたない線香花……いっ、言えませんっ、そんなことっ!?」


「じゃあ、『椛の熱い雫しずくがしたたり落ちそうな線香花火が坊ちゃんの猛たけり狂くるった線香花火と合体したがっています』と悶もん々もんとした感じで囁け」


「は、は、はななな、椛の、あちゅ、熱い雫がした……って、だから、無理ですっ、言えません!!　というか、坊ちゃん、女の子に何ていうことを言わせようとしているんですかっ!?　椛はっ、椛は情けのうございますっ!!」


「だから、お前は女の子じゃなくて下僕だと何度言ったら分かるんだ？」


「うぅぅっ……」


　月明かりの下でもハッキリ分かるぐらいに顔を真っ赤にした椛が、涙なみだ目めで俯うつむきながら、ぽかぽか悠真の胸むな板いたをへなちょこグーパンチした。


　が、それを湊はニヤニヤしながら眺ながめて言う。


「まーでも、何だかんだで後で、お椛ちゃんに付き合ってあげるんでしょ、悠真？　悠真は、結局、お椛ちゃんには甘いからなー」


「ホントですか、坊ちゃん!?」


「うん、うっかり足の甲こうに線香花火の玉を落として穴が空いたらごめんな？」


「坊ちゃん、酷い!!」





　　　　＊





　本当は星見もしようと思っていたが、あんな賑やかしい花火大会を終えた時には疲つかれ果ててグッタリしていた為ため、望遠鏡を持ち腐ぐされさせたまま洞どう窟くつに引っ込んだみんなが寝ね静しずまった頃ころ。


　もそもそと起き出す影かげがあった。


　聖せい宮ぐう葵あおい子こその人である。


「……」


　起きてきた葵子は、眠ねむっている悠真に声をかけようかかけまいか迷って、結局、一言も発することが出来ず、しょんぼりして肩かたを落としながら洞窟を出て行った。


　その気配を感じ取ったのか、悠真は緩ゆるやかに目を覚ましてその大おお柄がらな背中をチラリと見て眠い目を擦こすりながらゆるゆると起き上がる。


　洞窟を出ると、手に持った花火を指先で弄もてあそびながら、樹きに背をもたせかけた葵子が俯き加か減げんの横顔を月明かりに晒さらしていた。


「葵子先輩」


「!?　悠真さん!?　すみません、起こしてしまいましたか」


「いや。……花火、あんまり好きじゃないのかと思ってた」


「え、あ、ああ……そういう訳ではないのですが。そう、見えましたか？」


「何か、あんまり花火やってなかったみたいだからさ」


「……賑やかなのは、あまり得手ではないので」


「そっか。……じゃ、２人でしんみりやるか」


「いいのですか？」


「うん。葵子先輩が嫌でなければ」


「嫌な訳はありません!!　嫌な訳は……ありません」


　特に怒おこっている訳でもないのに厳いかつい印象を与あたえるナチュラルに吊つり上がった瞳ひとみの端はしを僅わずかに下げて、葵子が頰ほおを染める。


　それから花火の入った袋ふくろの両りよう端たんを２人各おの々おのが持ってぶら下げ、海岸まで歩いて行く悠真と葵子。


　花火に火を灯ともした２人は、しゃがみ込んで火花が散るのを見る。


「みんなでワイワイってのも楽しいけど、こうやってしっとりと眺めるのもいいよな」


「はい」


「俺、もっと葵子先輩と一緒に花火見たかったし、ちょうどよかったよ」


「どどどっ、どうしてそんなことを言うのです!?　そんなことを言われてしまったら、私……私の悠真さんを好きな気持ちで胸が潰つぶれてしまいそうになります……っ」


「葵子先輩、かわいいなあ」


「っ！　うそです、そんなっ!?　私は子供の頃から顔が怖こわいだの、威い圧あつ感かんがあるだのと、そんなことばかり言われていて、可愛かわいいなんて言われたことはないのです！　その私が……」


「じゃあ、俺に対してだけ可愛いんだ。そういうところも可愛いな」


　悠真が喋しやべれば喋るほど、葵子が恥はずかしさで『やめて下さい。もうそれぐらいで許して下さい』と身み悶もだえしまくりすぎて変な生き物みたいになってきた。


「しかし、流石さすがは親友同士というか、紫苑先輩と同じようなこと言ってんな……」


「っ！……あの、紫苑のこと、なのですが。やはり、紫苑に言った方がいいように思うのです、私達の関係を。私、黙っているのが紫苑に申し訳なくて」


「まあ、葵子先輩がそうしたいって言うなら、いいけど」


「はい。でも、何と言えば……私は紫苑に何と言えばいいのでしょうか」


「正直に全部言ったら？」


「『悠真さんを好きになってしまいました。もう、彼と離はなれられません』とですか？　って私は本人を前に何を言っているのでしょうか!?　すみませんすみませんっ！」


「いや、俺は嬉うれしいですけど……」


　そんなことしそうにない強面こわもての葵子が、顔を覆おおってもじもじしまくる。


　が、やがて、冷静になって俯いた。


「……すみません、やはり、私には言えそうにありません。悠真さん、何とか上手に紫苑に伝えることは出来ませんか？」


「え!?　俺が言うの!?」


「駄目ですか？」


「いや、上手にって言われてもな……。俺もそんな搦からめ手の得意な方じゃないし」


「お願いします、悠真さん！　悠真さんにしかお願いできないのです！」


「うーん、じゃあ、『俺と葵子先輩はもう付き合ってて、葵子先輩はもう俺にメロメロになっちゃってるんだ』とか？」


「めろめろになってしまっているのですか、私は!?」


「え、違うの？」


「……。……いえ……違い……ません」


　顔を真っ赤にして俯く葵子が羞しゆう恥ちでふるふる肩を震ふるわせる。


「そのっ、私が悠真さんにめろめろになってしまっている辺りは少しボカして、もう少し紫苑の心証が悪くない感じにお願いできませんか？」


「難しいことを言うな……。じゃあ『紫苑先輩ほどじゃないけど、葵子先輩は俺のことが好きで、俺との付き合いを続けたいんだ』とか？」


「私の気持ちは紫苑にも負けません!!　本当に好きなのです！　信じて下さい！」


「いや、うん、信じてるけど。……うーん、じゃあ、どう言おうかな？　『俺、葵子先輩と付き合っていて、葵子先輩は紫苑先輩に負けないぐらい俺のことを好きでいてくれるんだ』」


「その言い様は負けず嫌ぎらいの紫苑の逆げき鱗りんに触ふれること疑いないです!!」


「めんどくさっ!!」


　悠真が匙さじを投げた。


「そ、そんなことを言わないで下さい、悠真さんっ。私を見捨てないで下さい、お願いしますっ!!」


「いや、もういいじゃん。『俺達付き合ってます』だけで」


「……紫苑は許してくれるでしょうか？」


「許してくれるまで土下座でもするか」


「悠真さんを土下座させるようなことをする私を、紫苑は許さないでしょう」


「じゃあ、葵子先輩だけ土下座する？」


「悠真さんを好きな女性だけに土下座させるような悠真さんにした私を、紫苑は許さないでしょう」


「めんどくさっ!!」


　悠真がまた匙を投げた。


「……分かりました。ここはもう全すべて悠真さんにお任せします。悠真さんがしてくれたことで何がどうなったとしても、私は受け入れる覚かく悟ごが出来ていますから」


「うん……」


　微び妙みように納なつ得とく感のないまま、しっとりと眺める花火で心を落ち着かせる悠真であった。
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　翌朝。


　みんなで輪になって朝食を取る恒こう例れい行事が終わりにさしかかった頃。


　悠ゆう真まが居住まいを正して改まった声を出す。


「紫し苑おん先輩に聞いて貰もらいたい話があるんだけど」


「私に？　何だ？」


「実は、あげふっ!!」


　悠真の語ご尾びが萌もえキャラっぽくなったのは、葵あおい子こが凄すごい速度のボディブローを放ったからである。


　呆ぼう然ぜんとしている一同を置き、気を失いかけた悠真の腕うでをつかんで、木こ陰かげまでズルズル引っ張っていった。


「な……なに……を？」


「何をではありませんっ！　こんな衆しゆう人じん環かん視しの中で何を言おうとしているのです、貴方あなたは!?」


「マズかったのか？」


「……最終的に全員に知られるのは構いませんが、まずは紫苑だけと話して下さい！　話がややこしくなると困ります!!」


「ああ、それもそうか」


　小声で怒ど鳴なられまくった悠真が、葵子と共に紫苑達の元へ戻もどってくる。


「何を揉もめていたのだ？」


「何でもないのです、紫苑。何というか……その、紫苑との付き合い方について、もっと紫苑を大事にして下さいとそういう話をしていました」


「そうか。葵子の友情には感謝している」


「は……い……すみません、紫苑」


「何故なぜ謝る？？？」


　親友同士の微妙なやりとりを、事情を知っている悠真と、薄うす々うす察している乃の々のだけが、変な顔をして見ていた。
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　葵子に叱しかられた為ため、シュノーケリングなどをしながら、紫苑と２人きりになるタイミングを計る悠真であったが、隙すきあらば悠真に構って欲しい少女に囲まれているせいで、そんなタイミングなどは全く訪おとずれる気配すらない。


　そんな悠真の背中に『どうなっているんですか、悠真さん。いつ言うんですか、悠真さん。まだなんですか、悠真さん。お願いします、悠真さん』と泣きそうな視線を送り続ける葵子。


　砂すな浜はまで小休止をしている時、それを目に留とめた紫苑が、葵子に苦く笑しようする。


「葵子、そんなに悠真を睨にらみ付けてやるな。確かに、どこかの誰だれかに四つ股またを期待されるような女にだらしのない男ではあるが、これでも私を確かに好きでいてくれるし、大事に思ってくれるのだ。なあ、悠真？」


「え、あ、うん、勿もち論ろん」


「どうも、あれだな。葵子は最近、悠真を目の敵にしているようだな。私に免めんじて、少し容よう赦しやしてやってはくれまいか、葵子？　私としても親友とその、か、彼氏？が険悪であると心苦しい」


「ちちち、ちないますちないます!!　険悪だなんてそんなことはありません！　そうですよね、悠真さん！」


「うん、険悪どころか好げふっ!!」


　悠真の語尾が萌えキャラっぽくなったのは、葵子が凄い速度のボディブローを放ったからである。


　呆然としている紫苑を置き、気を失いかけた悠真の腕をつかんで、木陰までズルズル引っ張っていった。


「な……なに……を？」


「何をではありませんっ！　何をぽろっと言っちゃってしまいそうになっているのです、貴方は!?」


「いやでも、いたの紫苑先輩だけだったし、よく考えたら丁度いいタイミングだったんじゃ？」


「そ、そう言われれば……い、いえ、しかし、私もいました」


「え、葵子先せん輩ぱいはいない時の方がいいの？」


「それは……そうです。気まずいですから」


「じゃあ、戻ってちょっと紫苑先輩と話してくるわ」


「私に何を話すというのだ？」


「うわあああああ、紫苑!?」


　いつの間にか後ろにいた紫苑に、葵子が震ふるえ上がった。


「葵子、悠真を殴なぐって拉ら致ちし罵ば倒とうするのはやめてやってくれ。悠真の不始末は私の監かん督とく不行き届きでもある。どうしてもというのなら、私を殴れ」


「そんなそんなそんなそんなそんな!!　殴られるのはむしろ、私の方です、紫苑！」


「何故だ？　全く意味が分からん……」


「悠真達、こんな所で何してるなの？」


「兄さん、こんな殴るの殴らないのと物ぶつ騒そうな話をするような人達と関かかわり合いにならない方が兄さんの為ですよ。適当に殴り飛ばして、乃々とシュノーケリングしましょう？」


　『物騒すぎる……』と全員が思った。
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　結局、有う耶や無む耶やのままになった葵子からの頼たのまれ事ではあるが、昼食後、悠真はふとうち捨てられたままの物を見て閃ひらめく。


「ツリーハウスを作って２人きりで順番にイチャイチャしようぜ、とか言ったらサクッと話せるんじゃ？」


「何だ、ブツブツと独り言を。そんなに私とイチャイチャしたいのか、お前は何といういやらしい男だ。最低だな。しかも２人きりだと？　乙女おとめの心をずたずたにするようなえっちな行為に及およぶつもりか、悠真。お前はそれでも人間か。畜ちく生しようにも劣おとるお前に人の心を取り戻させようと腐ふ心しんしてくれる彼女など、私以外にいると思うなよ。心の底から感謝するがいい」


「はい……ありがとうございます……」


「しかしまあ、ツリーハウスとやらで悠真とのんびり……というのはそう悪くはないかもしれん。私も鬼おにではない。彼女として膝ひざ枕まくらの１つぐらいはしてやろうではないか」


「ちょっと！　ナニ、２人で決めてるなの!?」


「そうですよ、兄さん。乃々と新居を構えたいなら、そう言って下さい」


「ロマンチックですねえ、樹きの上のお家うち……作りましょう、坊ぼつちゃん！」


　木陰でコソコソ話をしているのが次々と露ろ見けんし、人々が集まってきた。





「……というわけで、この『みんなで作ろう恋こいのツリーハウス　初級編』とかいうレクチャー本の１ページ目に地図が載のっている訳で、そこに来た訳だが」


「何かもう、材木とか工具とか全部揃そろってる感じに置いてあるもん!?」


「どの樹の上に作るかも指定してありますね、兄さん。……あれですね、兄さんと乃々の新居に相応ふさわしいなかなかいい枝えだ振ぶりです」


「どこの枝にどの木材を使うかとか、全部、教本に書いてあるんだね。木材の方にもナンバーが振ってあるよ」


　千ち早はやが教本マニユアルとブルーシートをかけられていた木材とを見比べて感心する。


「至いたれり尽つくせりだな……まあ、そうでもないと素人しろうとの建てたツリーハウスなんか、危なくて中入れないっつーか、そこまでしてさえ結構ドキドキものだが。よし！　兎とに角かく、建築するか!!」


　悠真の号令一下、学園祭の準備気分で樹の上に木材を持ち上げ、マニュアル通りに組んでいく。


「何か、こういうの、サマースクールの共同作製作業みたいで楽しいもん」


「あー……そういえば、９年前の例の事件の時のサマースクールでも、みんなで力を合わせて大きな１枚の絵を完成させましょう、とかやったなあ」


「というか、意外と狭せまいですね。半はん畳じようよりちょっと広いぐらい……１ｍ四方ぐらいでしょうか、乃々お嬢じよう様さま」


「そうね。そんな狭いと密着してしまいますね、兄さん。というか、密着せざるを得ませんね、兄さん。密着しましょうね、兄さん」


「広かろうが狭かろうが密着する気だな、乃々……」
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　狭く、屋根も高くはなく、小さいとはいえ、樹の上に家を建てるのはそれなりに骨が折れ、１日費ついやしても終わらず、更さらに翌日の半日を投じてようやく完成の運びとなった。


「で、出来た──────────────っ!!」


　協力して完成させた、その達成感で、普ふ段だんは仲の悪い者も手を取り合ってぴょんぴょん飛び上がって喜びを分かち合う。


「よし、早さつ速そく、棟むね上あげ式やろうぜ!!」


「そんな本格的なの!?　というか、棟上げどころかもう落成までいっちゃってるもん！」


「餅もちか菓か子しを投げまくろうぜ!!」


「どっちもありません、坊ちゃん」


「じゃあ、木材の切れっ端ぱしとか余ったボルトとか使った工具とかを投げるか!!」


「家の上で大暴れするただの無法者なの!?」


「兄さん、子供のようにテンションが上がってしまって。可愛かわいいです」


「そういう乃々だって、樹に登りたくてうずうずしてるくせに」


「だって、兄さんとの愛の巣ですから」


「愛の巣言うな」


　テンション高い会話をするのももどかしく、悠真が樹に登ろうとすると我先にと少女達も樹に群がって登っていこうとした。


「いっぺんに登るな!?　ミシミシ言うだろ!?　お前らはカンダタの回し者か!?」


「兄さん、カンダタは蹴けり落とす方で、蹴り落とされる方は普ふ通つうの亡もう者じやです」


　カンダタ。小説『蜘蛛くもの糸』の主人公で、垂らされた蜘蛛の糸を登る最中、便乗して登ってこようとする亡者を蹴け落おとしたりする簡単なお仕事をする。


「うーん……じゃあ、俺は後でいいから、適当に順番決めて樹の上の生活を堪たん能のうするといい」


「兄さんが一いつ緒しよでないと意味がないですから、私も後でいいです」


　と宣のたまう乃々を筆頭に、急に誰も登りたがらなくなった。


「悠真、いい加減、女心分かれなの。悠真と一緒にツリーハウスに入りたいから先を争ったんだもん。……あ、あたしは、別にどっちでもいいけどなのっ」


「よし、じゃあ、みんなでツリーハウスに入るか！」


「１ｍ四方だっつってるのに、どうやって８人で入るなの!?」


「１人、50cm四方ずつだ」


「坊ちゃん、積み木じゃないんですから……」


「また、パラグライダーの時のようにジャンケンか？」


　厳正なジャンケンの結果、紫苑がトップを勝ち取った。


「紫苑先輩、何でそんなジャンケン強いなの!?」


「悠真への愛の強さだ」


「そんなんで勝てたら、あた……乃々だって連戦連勝だもん!!」


　その乃々は後ろから数えた方が早い順番で、う～んと考えて言う。


「若い男女が狭い場所で２人きりというのは不健全だと思います！　という訳で、３人ずつで入ることにしませんか？」


「賛成です、乃々お嬢様！」


「乃々、いいこと言うもん！」


　早く順番が回ってくることを意味するその提案に、ドベの椛はなやドベ２の美み羽うが賛同し、悠真と２人きりになりたい気持ちと、他ほかの女子と悠真が２人きりになるのを忌き避ひする気持ちを秤はかりに掛かけ、３人ずつ案に乗る人間が圧あつ倒とう的多数を占しめた。


　が、これに激反応する者が１名だけいた。


「２人きりではないのですか!?」


　言わずと知れた聖せい宮ぐう葵子である。


「？……悠真と２人きりになりたかったのか、葵子？」


「ちちちちち、ちなうんですちなうんです!!　紫苑と悠真さんに２人きりになって欲しいのです!!」


「私と悠真に？　ふむ、お前の友情には感謝するが、さりとてな……」


「そ、そうです！　紫苑だけ悠真さんと２人でハウスに入っては？」


「そんなの不公平だもん!!」


「では、公平を期して、紫苑が皆みなさんと２人でハウスに入ります!!」


「公平性の方向性が間ま違ちがってるなの!?」





　……という訳で、結局、３人で１平方ｍの箱のようなツリーハウスに入ったのであるが。


「「「狭せま!!」」」


　悠真と紫苑と葵子が同時に叫さけんだ。


「あの……紫苑先輩、ちょっとくっつきすぎじゃないですかね……？　おっぱいとかお尻しりとか太ももとか、もうぴったりくっついてるんですけど」


「仕方あるまい、こう狭くては……！　というか、大体、お前、私とくっつくのが嫌いやだと言うのか!?」


「いや……やっぱ、あんまり過度にべたべたしすぎるのはちょっと……。何て言うか、ちゃんとしてからじゃないと、っていうか」


「ちゃんとお付き合いしているだろう。それとも何か？　お前は私とちゃんとお付き合いしているつもりではなかったと言うのか!?」


　喧けん嘩か腰ごしになり始めた紫苑に、葵子が『お、お、お、落ち着いて、落ち着いて下さい、紫苑』とおろおろしまくり出す。


「いや、付き合ってるは付き合ってるけど、その間はやっぱり基本的には清い関係でいるべきっていうか。あんまりスキンシップが過ぎると、こう、色々我が慢まんするのが大変、ていうか」


「……べたべたは私をお嫁よめさんにしてからと、そう言うことか？」


「うん、まあ……」


「悠真、お前……」


「？」


「二ふた股またとかかける割には、随ずい分ぶんと純情というか、貞てい操そう観念が強いのだな……」


「そうじゃないけど……やっぱり、好きな女の子にはその辺ちゃんとしたいっていうか……学生の間はまだ早いっていうか」


「可愛いな、悠真!!」


「可愛い言うな!!」


　と、その傍かたわらで羞しゆう恥ちでジタバタしている葵子に、紫苑が目を遣やった。


「……どうした、葵子？」


『結けつ婚こん前にべたべたしてすみません、紫苑！　べたべたしたものを悠真さんの顔にかけてしまってすみません、紫苑！　あまつさえ、べろべろしてしまってすみません、紫苑！』と身み悶もだえする葵子は、凄すごい勢いで悠真とべたべたしていたが、紫苑に突つっ込まれて素すの表情で居住まいを正す。


「何かありましたか、紫苑？」


「いや……何かというか……」


「何かありましたか、紫苑？」


「いや、何でもない」


「そうですか、紫苑」


「あの……何か、気がついたら先せん輩ぱい方、めっちゃ密着してるんですけど？」


「仕方あるまいっ。葵子が暴れるから、私のスペースがだな……っ！」


「すみません、紫苑！　ごめんなさい、許して……」


「いや、そこまで怒おこっている訳ではないのだが。しかし、ここは狭いな……っ」


「先輩っ、お尻がっ、紫苑先輩のお尻が俺の目の前に!?」


「馬ば鹿か者っ、目を閉じるのが紳しん士しだろう!?」


「俺、変態紳士だから……」


「意味が分からん!?」


「あの、紫苑、寝ねそべり加減に座るからいけないのではありませんか？　幸い、屋根の高さは２ｍほどありますし、３人で並んで立てば幾いく分ぶん負担軽減されるかと思いますが」


「よし、立ってみよう」


　３人が立ち上がる。


「エレベータの中みたいでかえって落ち着かねえ!?」


　うっかり『何階ですか？』と聞きそうになった悠真が突っ込んだので、再び、揃そろって座り込むが、一いつ斉せいにしゃがみ込んだ為ため、一時的に圧あつ迫ぱく度が急きゆう上じよう昇しようした。


「ていうか、近いっ、先輩達、顔近いって！　あと、おっぱいが、おっぱいがふにょんて！　右からも左からもふにょんて!!　むちむちしてる！　太ももとお尻がむちむち!!……あと、さっきから思ってたんだけど」


「うむっ、私も思っていた」


「「「暑!!」」」
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　ドアを閉めると小さな窓１つしかないツリーハウスは通気性が最悪だが、ドアを開けるとそこから落ちそうになるので、如何いかんともし難がたい。


　と、外から美羽のがなり声が聞こえてきた。


「ちょっと!!　いつまで中に入ってるなの!?　さっさと出てくるもん!!」


「言われなくとも出る……」


　半分溶とけた状態で、でろでろと出てきて樹きを降りる紫苑と葵子は汗あせだくである。


「なっ……!?　そんな汗だくになるまで中で何してたの!?　いやらしいもんっ！」


　などと言っていた美羽であったが……。
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　数十分後。


　千早と湊みなとに続いて、美羽と乃々がツリーハウスから出てくる。


「……あぢゅいの」


「そんな汗だくになるまで中で何をしていたのだ、美羽？」


「うるぢゃいもん……」


　何人もが長時間閉じこもっていた為、ほとんどサウナのようになっているツリーハウスの恐おそろしさを身を以もつて知った美羽は、先さき程ほどの自分の言葉を返され、グーの音も出なかった。


　そして、ほぼ全員がもうあの家には近づくまいと心に誓ちかう中、まだそうは思っていない人物がいる。


「……あの、わたくし、登っていっていいんでしょうか？」


「そういえば、お椛ちゃん、まだだっけ……ていうか、よく考えたら、悠真抜ぬいて全部で７人なんだから、２人ずつ登ったら１人余るんだなも、最後」


「椛相手なら、兄さんも何もしないでしょうし、構わないわ」


「乃々お嬢じよう様さま、酷ひどい!!」


「あと、あの中で何かしようとか思えるような奴やつは人間じゃない気がするもん」


「同感だ。椛、冷たい水をたっぷり持って登れ」


「は、はい……そんなに暑いんですか？」


　グッタリしている一同を、訝いぶかしげに眺ながめながら、椛は樹を登っていった。


　そして、礼れい儀ぎ正ただしくドアをノックしてから、ツリーハウスに潜もぐり込む。


「失礼します、坊ぼつちゃん……暑!!」


「椛、水……」


「あ、はい、どうぞ、坊ちゃん。……ていうか、坊ちゃん、ここ、凄い換かん気きしていない体育後の女子更こう衣い室みたいな匂においがします!?」


「やったぁ、夢の空間だぁ……」


「坊ちゃん、しっかりして下さい!?　凄い朦もう朧ろうとなさってますよ!?」


　力の抜けた虚うつろな悠真の言葉に、椛がガクガクと悠真の肩かたをつかんで揺ゆする。


「体育後の女子更衣室は、石せつ鹼けんと汗とリンスと汗と４×８デオドラントスプレーと汗と女の子成分の匂いだな、椛───……」


「何を言ってるんですか、坊ちゃん!?　ほら、冷たい水を飲んで正気に戻もどって下さい!!　ていうか、汗分、多!!」


「ごくごくごくごくごく……はっ!?　俺は今、何を!?」


「ほっ……よかった、坊ちゃん、大だい丈じよう夫ぶですか？」


「……お前から、凄い換気してない体育後の女子更衣室みたいな匂いがするな、椛？」


「わたくしじゃないです!?　この家がそういう匂いで満たされているんです!!」


「女子はみんなそう言うんだ」


「え……坊ちゃん、わたくしのこと、女の子と認め……」


「はっ!?　俺は今、何を!?」


「坊ちゃんは、正気に戻らない方がいいかもしれません」


「お前───────っ!!」


「あっ、痛いです痛いですっ！　ぼっちゃん、足ツボはやめてっ!!　ホントに痛い!!」


　などとやっていると、唯ゆい一いつの小窓──といっても、ガラスがはまっている訳でも何でもなく、ただ穴が空いているだけのものではあるのだが──にちょこんと小さな影かげが現れた。


「……あ！　坊ちゃん、ほらほら、栗鼠リスですよ栗鼠！」


「ああん？　お、ホントだ」


　きゅきゅっとか鳴く栗鼠を見て、悠真が椛の足から手を離はなす。


「すごいすごいっ、可愛かわいいですね～、栗鼠。凄い可愛いですぅ～」


「栗鼠って、菌きんとかあんま良くないの持ってんじゃなかったっけ？　触さわるなよ？」


「あ、はい……や～、でも、かぁわいぃ～っ！」


「……あれ？　この栗鼠、何か首から提さげてんぞ？」


「あ、坊ちゃんだけ栗鼠さんと戯たわむれてズルいです」


「阿あ呆ほか。俺はこの小こ袋ぶくろを取っていてだなあ……取れた。中に何か入ってんな。手紙と……鍵かぎ？」


「栗鼠さんからのお手紙ですかっ？　読んで下さい読んで下さい、坊ちゃんっ」


「お前はどんな夢見がち少女なんだよ？　えー、なになに？　『キミ達はこの鍵を使ってもいいし、使わなくてもいい』……やかましいわ!!」


「あっ、栗鼠さん行っちゃいましたっ。坊ちゃんが怒ど鳴なるからですよぅ」


「……」


　椛が唇くちびるを尖とがらせるも、悠真は摘つまんで垂らした鍵をジッと見て黙だまるのみだ。


「鍵、ですか？　どこの鍵なんでしょう？」


「どこのって、お前そりゃ……決まってんだろ。隠かくれ里のどれかの家の、だろ。しかし、ツリーハウスでイチャイチャするのが、鍵を貰もらえる条件だったのか……」


　ほおほおと頷うなずく椛を、悠真は苦い思いで眺める。


『ただ……椛と一いつ緒しよにいる時に、ってのは……。……椛に関係する鍵だ、って考えるべきだろうな』


「？？？」


　悠真に見つめられ、女子更衣室みたいな匂いを発し出す椛が、頭の上に疑ぎ問もん符ふをいっぱい並べた。













[image: ]

















　岩いわ井い家。


　という訳ではないが、『岩井』の表札のかかった廃はい屋おくの前に悠ゆう真まと椛はなは立っていた。


　中に何があるか分からない為ため、トイレを装って２人でこっそり抜けてきての行動である。


「……」


　朽くちかけた表札を眺める椛の視線に憂うれいが宿っているのを見て、悠真が『？』と怪け訝げんな顔をする。


「あ、いえ、何と申しますか……その、自分の苗みよう字じの表札って、見るの久しぶりだな、とか思ってしまいまして」


「……感傷に浸ひたるのも結構だが、この中にはお前にとって辛つらいものがある可能性が高いんだぞ？」


　自分が沈しずみかけているのを、悠真なりに励はげまそうとしていることが、椛には分かっていたから、暗さを払ふつ拭しよくさせた表情で『はいっ』と頷いた。


「美み羽うも、紫し苑おん先せん輩ぱいも、湊みなとも……みんな、自身が忌いみ嫌きらう、おぞましいとさえ思う過去が中にあった。封ふうじ込めておきたい秘密が……な」


「秘密……」


　警けい戒かい心しんバリバリの悠真の纏まとう雰ふん囲い気きに引っ張られるように、椛も息を呑のんで気を引き締しめる。


　そうすると逆に、悠真の方は、肩の力を急に抜ぬく。


　奇き妙みようなバランスの上にいる２人である。


「しかし、椛に秘密があるとはちょっと考えづらいな」


「え、どうしてですか？」


「だって、お前、それこそガキの頃ころからずっと一緒だったしな。今いま更さら、お前に秘密とかな……」


「分からないじゃないですかっ。女の子には秘密がいっぱいなんですよっ」


「だから、お前は女の子じゃなくて、下僕だと何度言ったら分かるんだ……」


　と言いつつも、悠真は、先の湊の例を顧かえりみてそれ以上椛の主張を否定はしなかった。





　　　　＊





　鍵を回し、扉とびらを開けて中に入った２人が見たのは、がらんどうの家の中……。


　だが、それ故ゆえに、悠真は湊と共に『大光内おおこうち』の廃屋に入った時のことを思い出さないではいられなかった。


　あの時も、家の中はこんな風に何もなかったからだ。


　注意して周囲を見み渡わたし、少し歩き回ってみる……が。


「……何もないな」


「そ、そうですね」


「お前はハズレってことだな、椛」


「坊ぼつちゃん、酷ひどい!!」


「ハズレ引いたし、帰るかぁ……」


　踵きびすを返す悠真の腕うでを必死の形相で引っつかんだ椛が、死に物狂ぐるいで訴うつたえた。


「そんなことありません！　絶対何かあるはずです!!　この椛の隠された凄すごい秘密が!!」


「え、あるの？」


「あります、きっと!!　超ちよう凄い、もう目も当てられないような椛の秘密が!!」


「それを自分で探して暴あばくのか……お前、剛ごうの者ものだな……」


　必死で何もない所をあちこち探し回る椛を、悠真が遠い目をして見つめる。


「ふえぇぇぇ、なんでなんでぇ？　秘密ぅ～～～～～、どこ、わたくしの秘密～～～～～!?」


「自分に心当たりのない秘密なんか、ある訳わきゃないだろ……」


「あるんですぅ、わたくしも知らないわたくしの秘密がっ」


「……」





　数十分、がらんどうの家中を走り回って疲つかれ果てた椛は、部屋のど真ん中に大の字になって仰あお向むけに倒たおれ込んだ。


「だから、言っただろう？　ガキの頃から一緒なんだから、椛のことで俺が知らないことなんてないと」


「うぅぅ……」


「まあ、何にせよだ。お前はバックボーンのない薄うすっぺらい人間だな、椛」


「坊ちゃん、酷い!!……って、あ!?」


　例の如ごとく唇を尖らせて悠真を非難していた椛が、上の方に何かを見つけたのか、顔だけを天てん井じように向けたまま上体を起こす。


「坊ちゃん、あれ、あれっ!!」


「ん？……相合い傘がさ？」


　天てん井じよう板いたに、何かで削けずったような相合い傘が刻まれていた。


　傘の片方には『悠真』、もう片方は『椛』と書かれていて、その懐なつかしさに名を刻まれている２人は思わず目を細める。


「……昔は、よく２人であちこちにあんな風に相合い傘を刻みましたね、坊ちゃん。それで……あんまり無節操にやるものだから、大人に怒おこられたりして……」


「あったな……そんなことも……」


　悠真は暗い面おも持もちで上に向けていた顔を俯うつむかせた。





　　　　＊





　岩井椛は、元々、悠真の友達だった。


　正確に言うと、悠真の父の会社が懇こん意いにしていた取引先のお嬢じようさんだった。


　阿あ呆ほだが行動力だけは子供の頃からあった悠真と、少しマセたところがあって細かいところによく気がつくものの引っ込み思案だった椛とは妙みようにウマが合い、物心が付く前、出会った日から既すでに仲良くなっていたという。





　小学校に入る前のこと。


『大人になったら、悠真くんのお嫁よめさんになってあげる』と椛に言われた直後に、椛を連れて教会へ行く悠真を、周囲は呆あきれながらも微笑ほほえましく見ていた。


　そんな仲なか睦むつまじいエピソードが枚挙に遑いとまがない程ほどに、悠真と椛はいつも一いつ緒しよで、よく乃の々のや湊にヤキモチを焼かせていたものだった。





　だが。


　その関係はある事件を境に一変する。


　椛が11歳の時──今から、５年ほど前。


　椛の両親が経営していた会社が、巨きよ額がくの損失を出して倒とう産さんしたのである。


　両親は椛を残して失しつ踪そう……椛は手紙１つ持たされ、高こう炎えん寺じ家に置き去りにされた。


　手紙には、少なくない損失を高炎寺家にも与あたえてしまったことへの詫わびと、娘むすめを下働きとして使う代わりに何とか高炎寺家で面めん倒どうを見てやって欲しいとの懇こん願がんが、短い文章で書かれていた。


　まだ子供だった椛をどうするかの話し合いは、かなり紛ふん糾きゆうしたが、悠真の祖父が後押ししたのと、椛本人が高炎寺家にいたいと申し出た為に、彼女の気持ちを汲くんでやることとなる。





　悠真の身の回りの世話をする。


　その仕事をあてがわれた椛は、慣れないながらも、大好きな悠真と四六時中一緒にいられることを無む邪じや気きに喜んだ。


　悠真もまた、最初は椛を気き遣づかってフォローをしてやりながら、楽しくやっていた。





　しかし、ある日のこと。


　その様子を見ていた祖父から、悠真は部屋に呼ばれ、告げられる。


『悠真、使用人と仲良しごっこなどやめろ。アレはお前のオモチャとして拾ってやったようなものだ。お前が気に入っていたようだからな。〝道具〟の使い方をアレで覚えておけ。下げ賤せんの者は所しよ詮せん、下賤だ』


　悠真の少年の心には、その無む慈じ悲ひな言葉は冷たく突つき刺ささった。


　と、同時に彼は知ったのだ。


　『椛は自分の慰なぐさみ者になる為に、この家に置かれているのだ』ということを。


　そして、まだ無邪気に自分の想おもいが叶かなうと……恋こいが実るのだと、そう信じている少女の願いが決して手の届かないものであることも悠真は知る。


　高炎寺家の跡あと取とりが、メイドなどと結ばれるはずもないこと……旧きゆう態たい依い然ぜんとした階級社会の考え方ではあるが、自分達が上等だと考えている人間は人を見下すこと、自分より遥かに格下の人間を人として扱あつかわないというようなことは、或あるいは人の社会性に根ざした救いがたい側面なのかもしれない。


　高炎寺の一族……中でも特に悠真の祖父は、その意識に凝こり固まった人物だった。


　今にして思えば、湊の母の一件がそれを確固たるものにさせてしまったのだろうが、ともあれ、それに叛そむくのであれば、孫を教育する為に強行的な方法で考え方を矯きよう正せいする可能性は高い。


　その時、恐おそらく最も傷付くのは、椛だろう。


　具体的に何がどうなるかまでは子供時代の悠真には思い至らなかったが、自分が椛と距きよ離りを置かない限り、椛が不幸になる……、高炎寺家で育ってきた悠真は幼いながらにそう直感していた。





　悠真はそれ以来、表立って椛に優やさしさを向けないようにした。


　２人きりの時は『悠真君』と呼ぶことを許していたが、それもやめさせた。


　ことあるごとに、家人の前で、悠真は椛に冷たく当たった。


　それでも、椛の悠真への気持ちは些いささかも揺ゆるがないでいる。


　高校生になった今も、それは変わらない。





　　　　＊





　相合い傘を見上げる、そんな少女の横顔を見て、悠真は呟つぶやく。


「お前は、頑がん固こだよな」


「……はい？」


「メイド如きが、高炎寺家の跡取りに恋して……そんなもん、幸せになれると思ってんのかよ」


「……」


　椛は少し驚おどろいたように、目を見開いて悠真を見た。


　そして、その名が表すように、ひっそりと花が咲さいたように微笑む。


「わたくしは、今でも、幸せですよ？」


「幸せ……？」


　悠真が珍めずらしく感情の棘とげを覗のぞかせた。


「お前は、自分がどういう立場の人間なのか分かってるのか、椛？」


「勿もち論ろんです……」


「それでも幸せだってのか!?　お前は俺の慰み者になる為ために、高炎寺家に売り飛ばされてきたんだぞ、椛!?」


　苛いら立だちを見せるということを、余よ程ほど心を許していてもしない悠真が、椛にはそれを隠かくそうともしないで真っ直すぐぶつける。


　それがどういうことなのか、椛は充じゆう分ぶん承知した上で、更さらに悠真の言った言葉の内容も全すべてを呑のみ込んで、頷うなずいた。


「はい」


「椛、お前……」


「分かってました……坊ちゃんが……、……悠真君が、ずっと、わたしを守ってくれていたって」


　柔やわらかく微笑む椛の表情には、一点の曇くもりもない。


　彼女の中には、幸福感と充じゆう足そく感だけが満ちている。


　何年ぶりだろうか？


　メイドという立場の仮面を脱ぬいだ、『岩井椛』自身の言葉で、大好きな人と対たい峙じするのは。


　その高こう揚よう感かんが、ずっと心の中で秘ひめてきた想いを言葉にして紡つむがせる。


「悠真君がわざとわたしに辛つらく当たるから、周りの人がみんなわたしに優しくしてくれていたって、わたし、知ってた」


「……」


「でも、時々、思うの」


　多幸感溢あふれていた椛の表情に、不意に影かげが差した。


「わたし……わたしね、世界中の人達から嫌きらわれても、それでもやっぱり、悠真君の優しさが欲しかったなぁって……」


「椛……」


「ごめん、ごめんね、悠真君。わたし、贅ぜい沢たくだよね。それに、悠真君の気持ち、蔑ないがしろにするみたいなこと言って……」


　涙なみだぐむ椛の目の端はしを、悠真が指先で拭ぬぐう。


「馬ば鹿か。お前……そんなもん……やっぱり幸せじゃないんじゃんかよ……！」


　恐らく、不ふ甲が斐いない己おのれ自身への憤いきどおりなのだろう、面おも白しろくなさそうな口調の悠真に、椛が必死にかぶりを振ふる。


「ううんっ。一緒に閉じ込められて、分かったことがあるの」


「分かったこと……？」


「うん……。悠真君がわたしに辛く当たるのは……、わたしを一いつ生しよう懸けん命めい守ってくれようとしているのは……、わたしのことを思ってくれているからなんだ、って」


「……」


「悠真君が酷ひどいことを言うことで、わたしを守ってくれている間は、わたしは悠真君にとって大事な女の子でいられるんだ、って」


　椛の全てを見通すような視線に、悠真が居い心地ごこち悪げに身じろぎした。


「それが、悠真君の……悠真君なりの優しさなんだよね……」


　全てを包み込むような言葉に、悠真は子供の頃ころの気持ちに戻もどっていく自分がいることを感じていた。


「だから、わたし、まだまだ頑がん張ばれるよ。悠真君と一緒にいられるんだもん。大好きな人がわたしの為に、苦しい思いをしてまで守ってくれるんだもん。こんなに頑張れるエネルギーはこの世の中には他ほかにないよ」


「椛ちゃ……ん」


　悠真は我知らず、椛を抱だきしめていた。


「悠真……くん？」


「椛ちゃん……」


「悠真君……」


　お互たがいの温ぬくもりをこんな風に確かめ合ったのは、初めてではないだろうか。


　とくん、とくん、と。


　お互いの心臓の鼓こ動どうを肌はだで感じる……。


　それは２人にとって幸福な時間だった。


　……が。


「巴ともえ投なげっ!!」


「にゃ───────っ!?」


　突とつ然ぜん、悠真が椛を放ほうり投げ、椛は悲鳴を上げた。


「痛いよぅ!!　女の子を放り投げるなんて、酷いっ、悠真君!!」


「何が悠真君だ、下僕のクセに、口の利きき方に気をつけろ、椛っ！　大体っ、お前はっ、俺を……美化しすぎなんだよ」


「違ちがうよ！　わたしは、悠真君のこと、一番よく分かってるんだから！」


「『悠真坊ぼつちゃん』だ。……あと、タメ口やめろ。乃々にでも聞かれたら、どうする気だよ？」


「……。……はい、申し訳ありませんでした、坊ちゃん」


　しゅんと悄しよ気げ返る椛は、思いが通じ合えば通じ合うほど現実に戻った時に辛くなる……それを悠真は分かっていて自分にきつく当たるのだと知っている。


　知ってはいるが、それでも、気持ちが萎しおれるのは止められない。


「……もう帰るぞ、椛。ここには何もない」


「はい」


　扉とびらを開けかけた手を止め、消しよう沈ちんする椛をジッと眺ながめる悠真が、控ひかえ目に名前を呼んだ。


「くそ馬鹿椛」


「なんでしょう……坊ちゃん」


「……」


「坊ちゃん……？」


　悠真の憎にく々にくしげな表情のどこかに照れを感じ取って、椛が小首を傾かしげた。


「いつか……いつか、絶対助けてやるから。それまではおとなしく我が慢まんしてろ、下僕風ふ情ぜいが」


「……っ!!　悠真君……!!」


　ぶわっと椛の目から涙が溢れ出る。


「坊ちゃんと呼べっつってんだろが。何なん遍べん言ったら分かるんだ、お前は？　能なしの下僕を持つと、苦労させられる」


「は、は……い……っ。もうし……申し訳、ありま……せ……ぼっちゃ……」


「……」


　首から提さげていたタオルを取って、椛の顔目がけてぼふっと投げつける悠真が忌いま々いましげに椛を睨にらむ。


「あのなあ、一応言っておくが、別に好きとかそういう理由で助けてやる訳じゃないからな？　お前が憐あわれな下僕で、惨みじめすぎるから言ってやってるだけで……おい、分かってるのか、椛？」


「はいっ……はいっ、坊ちゃん……っ！　椛は坊ちゃんのこと、信じております……っ」


「……ホントに分かってんのか、お前は？」


　しばらく後で、泣き止やんだ椛が『タオル、洗ってお返ししますね、坊ちゃん』とはにかむのを見て、溜ため息交じりに言った。


「お前は一生俺に対して、恩に着ろよ、椛？」


「はいっ、坊ちゃん！」


　大きく頷く椛は幸せそうだった。





　　　　＊





　廃はい屋おくを出る……と。


「四つ股また成立おめでとう!!」


「うわ!?　超ちようビックリした!?」


　扉の前に立っていた名無しさんが、パパパパパパパァン!!とクラッカーを鳴らして祝福する。


「名っぴー知ってるよ。四つ股はお楽しみでしたね」


「楽しく……なくはないが、しかし、お前……てゆーか、ちょっと待て!?　四つ股って椛も入ってんの!?」


「Ｙｅｓ[image: ]ｗｅ　ｃａｎ！」


「ナニをやるつもりなんだ、お前は……？　じゃなくて！　椛はノーカンだろ!?　ノーカンだと言え！」


「だが、断る」


「何でだよ!?　ノーカンだと言えるようにしてやってもいいんだぞ……！」


「やめて!!　私に乱暴する気でしょう？　エロ同人みたいに!!」


「どやかましいわ!!」


「うふふ、照れちゃってまあ。なかなか熱ねつ烈れつな抱ほう擁ようだったじゃまいか。[image: ]」


「っ!!　てゆーか、お前何言ってんの？　これのどこが恋れん愛あい関係なんだよ？　告白もしてなきゃ、ＯＫもしてなきゃ、そもそも恋愛感情なんかこんな下僕に抱いだいたりするか、阿あ呆ほですか、お前？」


「？？？」


『[image: ]』という表情が顔部分に電光表示され、名無しさんは何言ってんだか分かんねえという態度を取る。


「デュフフフ、坊ちゃん、そんな頭から否定したら失礼ですよぅ」


「お前はお前で何でニヤニヤしてんだよ、椛!?　ていうか、声がでれんでれんに笑ってるし!!」


「あうっ！　坊ちゃん、痛いです痛いです、こめかみをグーでぐりぐりはやめてくださいっ！」


[image: ]


「あらあら、密着しちゃってお熱いですわねえ、奥さん」


「誰だれが奥さんだ」


「デュフフフフフ、やですよぅ、坊ちゃん。奥さんだなんて、まだ早いですよぅ」


「椛、お前もう喋しやべるな」


「あらあら、亭てい主しゆ関白ですわねえ、奥さん」


「前からこうだ……」


「という訳で、四つ股成功のお祝いとして、これを君にあげましょう」


「いやだから、成功してねーっつーの！」


「デュフフフ、まあまあ、坊ちゃん、いいじゃありませんか。ご祝しゆう儀ぎですよご祝儀」


「……なんか腹立つな……椛」


　名無しさんが差し出す結けつ婚こん式の引き出物でも入っていそうなサイズの熨斗のし付きの箱を、悠真に代わって嬉き々きとして椛が受け取った。





　　　　＊





　妙みようにくっついてこようとする椛から出来るだけ距きよ離りを取るようにする悠真が、里を下りて洞どう窟くつ前に戻ってくると、丁度晩ご飯の支し度たくが終わろうかというところだった。


　それを見て、椛がちょっと慌あわてる。


「あっ、すみませんっ。わたくし、ご飯の支度しないといけなかったのに」


「いいもん。椛はいつも働いてくれてるんだから、たまにはお休みも必要なの」


「ほう、美羽でも、椛には優やさしいのだな」


「なっ!?　べっ、別に優しくしてあげてる訳じゃないもん！　そんなんじゃないんだからなの！」


「というか、兄さん達、どこへ行っていたんです？　あと、その椛の持っている熨斗の付いた箱はなんですか？」


「ああ、これは……だなあ。脱だつ出しゆつグッズだよ」


「脱出グッズなの!?　ということは、その中に入っている物を使えば、この島から出られるってことなの!?」


「うん」


　わぁっ！と沸わき立つ一同の中、紫苑が厳しい表情になって言った。


「ちょっと待て、悠真」


「何かな、紫苑先せん輩ぱい？」


「脱出用のアイテムを入手したということは、お前は現在四つ股をかけている、ということになるな？」


　最もされたくない指し摘てきをされ、目を逸そらす悠真に女子達（一部地域を除く）の冷ややかな視線が集まる。


「え……あ、うん……」


「私と美羽はいいとして……残りの２人は誰だ？」


　葵あおい子こがびくぅ!!と身体からだを跳はね上がらせて、最も早はやそれだけで白状しているようなものであったが、幸いにして紫苑には気付かれていない。


「デュフフフフフ、そんな、紫苑先輩、犯人捜さがしみたいなことをしたら、その娘こが可哀かわい想そうじゃないですかぁ、んもぅ、デュフフフ」


「「「「「「……」」」」」」


　悠真を除く全員の、薄うす気き味み悪い物を見る視線が、椛に注がれる。


「兄さん、メイドに手を出すぐらいに女の子に飢うえてらっしゃるのなら、この私が兄さんの為ために一ひと肌はだ脱ぬぎますのに!!」


「水着を脱ぬごうとするな、乃々!!」


「まあ、四つ股のうち、１人は椛であるとしてだ。残りの１人は誰なのだ？」


「えぇ～っ、なんで私が坊ちゃんと、恋こい仲なかになってしまったことがバレちゃったんですかぁ？　何ででしょうね、坊ちゃん、困っちゃいますね」


「お前がずっとでれでれ笑いっぱなしだからだよっ!?　ていうか、椛と付き合っているつもりもないし、お前なんかただの下僕だからな!?」


「はいはい、分かってますよぉ、坊ちゃん、デュフフフ」


「こいつ……!!　砂すな浜はまに埋うめてこの島に残していきたい……！」


「坊ちゃん、酷ひどい!!」


　２人で何をしていたのかは分からないが、見ている限りは特に悠真と椛の関係が変わったようにはそれほどは感じ取れず、ひとまず、安あん堵どする者もいる中、紫苑はなおも追つい及きゆうする。


「で、残りの１人は誰なのだ？　先さき程ほどの憤いきどおり加減を鑑かんがみるに乃々……ではなさそうだが、そうすると残っているのは湊か千ち早はやか葵子……いや、まさかな」


「でも、厳然としてその４人の中の誰かではあるなの」


「「「「「「「「……」」」」」」」」


　真実を知る者もそうでない者も、疑いの眼めを名前の上がった３人に順番に向けていった。


　脂あぶら汗あせの凄すごい葵子の顔色の悪さに何名かは気付いたようだが、紫苑は全く気付いていない様子である。


「全く分からんな」


「分からないもん」


　乃々は別として、恐おそらく最もヤキモチ妬やきであろう２人が揃そろってそう言ったのを聞いて悠真は『よかった……この人達が馬ば鹿かでよかった……』と今にも何か変な物を吹ふき出しそうな葵子に代わって神に感謝した。


「ふん。我々の肉体が衣服に包まれているように、我々の精神は虚きよ偽ぎに包まれている、か」


「ショーペンハウアーなの」


「お前は存外博識だな、美羽」


　ああ、偉い人じんの格言か、と全員が謎なぞめいたやりとりに得心する間に、紫苑が髪かみをかき上げて気持ちを切り替かえる。


「まあ、そうそう隠かくし通せるものでもあるまい。いずれ発覚するだろう」


　『こんだけ隠し通せてたら発覚しねえんじゃねえかなあ……』と思う悠真の視線の先の葵子は引きつりまくった慣れない作り笑いのせいで顔面の筋肉が崩ほう壊かいしそうであった。


「それより、椛の持ってる箱だもん。何が入ってるなの？」


「あ、まだ開けてません。開けてみますね？」


「うんなの。それにしても、島から脱出するアイテムにしては随ずい分ぶんとこぢんまりとした箱に入ってるもん」


「ですよねえ」


　と言いつつパカッと箱を開けてみると、その中に鎮ちん座ざしていたのは……。


「紅白まんじゅう……！」


「焼き印『ご交際おめでとう』……だと？」


「これで脱出すんの、悠真？　無理だぜ？」


「くぉら、名無し─────っ!!」


「何ですか？　この名無しさんに何かご用？　なぁ……スケベしようや……ですか？」


「そんなことは言っとらん!!」


　最も早はや、どこからともなく湧わいて出る名無しさんの神しん出しゆつ鬼き没ぼつさには突つっ込まないが、それ以外の史上最も気持ち悪い台詞せりふなどには色々突っ込みたい気分のようだ。


「何だよ、このまんじゅうは!?　こんなもんで脱だつ出しゆつできるか！」


「あー。四つ股のお祝いと言ったまでで、脱出アイテムとは言ってません」


「え……そう……だっけ？　これで脱出しろとか言わなかったっけ？」


「ありえない、何かの間ま違ちがいではないのか？」


「いや、言ったんじゃないか？　よく考えてみろ」


「ううん、言ってないね、名無しさん、そういうの分かっちゃう」


「言ったような気がするなあ、俺？」


「ムスビうそをつけっ」


「むすび……？？？」


　押し問答の悠真と名無しさんでは埒らちが明かないと見たか、紫苑が割って入ってくる。


「ちょっと待て。しかし、そうすると、名無し、お前は我々に提示したルールをお前自ら破ることになるぞ。『四つ股またを成功させたら島から脱出させる』、そうではないのか？　我々とお前の間にある、唯ゆい一いつ無二の規き矩く準じゆん縄じようを、お前自ら反ほ故ごにするというのであれば、我々はもうお前の言葉の全すべてを信用しなくなるぞ。それでいいのか？」


「まあまあ、スケさんもカクさんも刀を収めなさい」


「誰がスケさんカクさんだ」


「実は、四つ股しろとは言ったけど、流石さすがに色々キツイだろうし、無理かなーと思って、このステージはサクッと脱出できるようにしておいたんだお」


「なに……？」


「あ、そこは『なん……だと……？』だお？」


「人の台詞にまで文句をつけるなっ！」


「なので、もうキミ達は最初から脱出するのに必要な情報は既すでに得ているんだお？」


「なん……だと……？」


「そうそう、それでいいお」


「どやかましい！　てゆーか、四つ股とか関係ないんだったら、それこそルールとか無視状態じゃねえか？」


　段々聞き捨てならない事実が判明してきたので、今度は悠真が、思わず会話に割り込んできた。


「そこはほら、名無しさんの親心というか、ボーナスステージ的なサービスというか」


「そういうのは最初に言えよ!?　四つ股してから言うな！」


「こまけぇこたぁいいんだよ!!」


「おまえ───────────っ!!」


　悠真が名無しさんの宇宙服をつかんでグラグラ揺ゆする。


「あばばばばば。……まあでも、実際の所、ちょっと見つけづらいヒントだったので、四つ股達成のクリアに敬意を表し、追加のヒントを出しておいたお」


「追加のヒント……？　って、おいっ、勝手にいなくなるなよっ!?」


　油断した隙すきに名無しさんに逃にげられ、呆ぼう然ぜんとする一同。


「……どう思います、兄さん？」


「どーもこーも……まあ、あいつ、頭おかしいけど、言うことは守る、っぽいんだよな。てことは……」


「既にアタシら、脱出アイテムを手にしてる、ってことなも？」


　湊がビーチボールやら日焼け止めやらが入った段ボール箱をがさがさ漁あさる。


「どうですか、湊さん？　何かそれっぽい物あります？」


「う～……ん、ない、かなも」


「そうだろうな。私もそれらしき物がなかったか記き憶おくを探さぐったが、思い当たらん。強しいて言えばパラグライダーぐらいだが……近場に陸地があるならいざ知らず、見み渡わたす限かぎり大おお海原うなばらの絶海の孤こ島とうからはあれでは脱出出来まい」


「バナナボートでも無理ですしね、紫苑」


　考え込む一同にあって、１人、むふーとドヤ顔で鼻息を吐はく人物がいた。


　氷ひよう藤どう美羽である。


「しょーがないわねー!!　このあたしが教えてあげましょーか？」


「何だその、全然しょうがなくなさそうな、勝ち誇ほこった得意げな顔は？」


「悠真が『美羽先生、教えて下さい、お願いします』って言ったら、教えてあげないこともないもん」


「美羽先生、美羽先生のえっちな秘密を教えて下さい、お願いします!!」


「絶対に教えないもんっ!!　ていうか、そんな秘密ないもんっ！　ばっかじゃないなの!?　悠真、ばっかじゃないなの!?」


「あまりバシバシ悠真を叩たたくな、美羽。馬鹿になるだろう」


「で、何を閃ひらめいたんですか、美羽先輩？」


「ふふん。名無しは言ってたもん。あたし達は最初から情報を得ていたって。あたし達がこの島に出てきて最初にやったことを順番に思い出してみるといいの」


　美羽のドヤ顔から発せられた台詞に従い、千早が指折り数え出した。


「まず、島を見回って……、洞どう窟くつに閉じ込められた葵子先せん輩ぱいと湊ちゃんを助け出して……、名無しちゃんからルール説明を受けて……、高校に戻もどったら入れなくなってて……、葵子先輩達が閉じ込められてた洞窟に戻って……、そこで水着と地図を……ああっ!!」


「そうか!!　地図!!」


　忘れられ、段ボール箱の片かた隅すみにうち捨てられていた紙し片へんを、湊が引っつかんでみんなの前で広げる。


「この地図のお宝、全部見つけてないぜ！　ほら!!」


「あっ、砂浜に埋まっている宝物ですよ、兄さんっ」


「あれか……。……やっちゃったな、椛」


「だから、あんな広い場所のどこに埋まっているか分からないものなんて、わたくし１人じゃ見つかりませんよぅ、坊ぼつちゃん！」


　ゴミ虫を見るような眼で、失態を責せめ苛さいなむ視線を向けてくる悠真に、椛が半泣きで抗こう議ぎしてきた。


「そうか。そういえば、あの場所は探たん索さくを椛１人に任せて、何も見つからなかったので放置していたのだった」


「まさか、最初に見つけた地図のリストの１番目に載のっている物が脱だつ出しゆつ用アイテムとは……灯台もと暗し、ですね、紫苑」


「全くだ。己おのれの不覚を恥はじる以外の道を知らんな」


「あーあ、椛が見つけ損そこなったばっかりに、みんなに迷めい惑わくをかけちゃった、あーあ」


「だっ、誰だれもそんなこと言ってないじゃないですかぁ、坊ちゃんっ！　坊ちゃんが１人で椛を責めてるんですっ」


「みんなは優やさしいなあ！　大失態をやらかしちゃった椛が責任を感じないように気を遣つかってくれて……それに引き替え、誰かさんは謝罪の一言もないなんて！　なあ、椛!?」


「うっ、うう……っ、ご、ごめんなさい、皆みなさん……わたくしが、ちゃんと砂すな浜はまを隅すみから隅まで探さなかったばっかりに……！」


　主人である悠真からのパワハラじみた発言に、椛が頭を下げる。


「何を言っているのだ。私が椛でも見つけることは出来なかっただろう」


「そうなの。何かあるのを知ってて放置したみんなの連帯責任だもん」


「うん、椛ちゃんがそんなに気にすることないよ」


「皆さん……」


　紫苑が、美羽が、千早が、優しく声をかけ、それに続いて葵子達も椛を慰なぐさめる。


「そうだぞ、椛。そんなに追い詰つめられた気持ちになる必要はないんだ」


「坊ちゃんが追い詰めたんです!!　坊ちゃんが追い詰めたんです!!」


　優しい表情で優しい声を出し優しい台詞を言う悠真に、椛が力ちから一いつ杯ぱいツッコミを入れて悠真を追い詰めたが、悠真は特に気にしていないので追い詰められてはいない。追い詰められてはいないんかい。


「兎とに角かく、今日はもう陽ひが落ちた。明日、朝からみんなで探しに行くとしよう」


　紫苑がそう提案すると、食事を取るのも忘れて話をしていたことに気付いて、みんなのお腹なかがぐぅと鳴った。
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　脱出一歩手前まで来たという安あん堵ど感かんからだろうか、珍めずらしく全員が朝あさ寝ねをし、朝昼兼けん用ようの食事を取って、件くだんの砂浜までやってきた。


　そして、それまでと一見して異なる様子に悠ゆう真まが思わず叫さけぶ。


「分かりやす!!　ヒント、分かりやす!!」


「旗が立ってるもん」


「あそこを掘ほれば良いのかな？」


　千ち早はやの指さす先に、焼けた砂浜の上を歩いて行く悠真達。


「ん？」


「旗に何か書いてありますね、紫し苑おん」


「うむ。なになに……『美み羽うをお姫ひめ様さま抱だっこして、海に向かって８歩、右に14歩』……？」


「な!?　そ、そんな、悠真なんかに、お、お姫様抱っこなんてっ、ばっ、ばっかじゃないなの!?　ばっかじゃないなの!?」


「まあ、別に美羽じゃなくてもいいだろう。要は歩数さえ合っていればいい訳だからな。ほら、悠真。私をお姫様抱っこしろ」


「なっ、なんで、紫苑先輩がお姫様抱っこされるなの!?　関係ないもんっ！」


「お姫様抱っこ指定がされているのに、それをしないでいるというのは、悠真ががっかりしてしまうだろう。悠真のことだ。お姫様抱っこに乗じて、胸や尻しりを触さわるつもりだったに違ちがいないのだからな。そんな辱はずかしめを甘んじて受けてやるのは、彼女としての務めだ」


「そっ、それなら、あたしにだって務める義務があるもんっ！　そ、そうなの、義務じゃ、しょうがないもん!!　仕方ないから、偶ぐう然ぜん、お姫様抱っこされてあげるもん!!」


「偶然……て」


　何故なぜか、目の前でファイティングポーズを取って威い嚇かくしてくる美羽を、悠真がおっかなびっくり抱だき上げる。


「ゆ、悠真、変な所触るなだもん……」


「美羽の身体からだに変な所なんてないよ」


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?　なっ、何言ってるなの!?　そんな、嬉うれしいことを言……う、嬉しくなんかないもんっ、悠真の触り魔まっ!!」


「おとなしくお姫様抱っこされておきながら、何を言っているのだ、美羽？」


　紫苑の冷視線に晒さらされる美羽が、ジタバタした。


「違うもん！　お姫様抱っこじゃないもん、これはお嫁よめさん抱っこだもん！」


「気のせいか、より恥ずかしい気がします」


　椛はなの冷静な言葉は心なしかいつもより冷たいように感じる。


　それに気付いてか気付かずか、悠真は足早に旗の指定の場所に行き美羽を下ろして、そこを掘り返しだした。


　さっさと下ろされた美羽は不満顔で、誰にも聞こえないぐらいの小声で不平を鳴らす。


「……も、もうちょっと、ゆっくりでもよかったのにだもん」


「ん？　何か言ったか、美羽？」


「なっ、なんでもないもんっ！」


「まあ、お前が俺にもっとゆっくりお嫁さん抱っこされていたかったという気持ちも分からんでもないが……」


「聞こえてるんなら、聞き直すななの!!」


「……お、あった！　って、何だこりゃ、木の板？」


「……何か書いてあるもん。えーと、『紫苑をお姫様抱っこして、右に12歩、左に５歩』なの」


「書いてあるものは仕方あるまい。ほら、悠真。抱っこをしろ」


「うん。……なあ、さっきも話に出たけど、お姫様抱っこ、別にしなくてよくないか？」


「お前が何を言っているのか、さっぱり分からんな。ほら、早く抱っこしないか。ここから脱だつ出しゆつしたくはないのか？」


「……」


　言われた通りにする悠真は、少々嫌いやな予感がしていた。


　この調子で何人も抱っこして歩いていると、体力がもたないように思えたのだ。


「……はい、到とう着ちやく」


「なに？　もうか？　何で遠回りをしないのだ、悠真？」


「ここから脱出したくないんですか、先輩……？」


「その質問には答えたくないなっ」


「まさかのご機き嫌げん斜ななめ！……ていうか、全員分やるのかな、これ？　掘り掘り掘り、と。やっぱ、次の板があるのか。えーと……『椛をお嫁さん抱っこして』……右に１歩だけ、と」


「何で、わたくしだけそんな短いんですか、不公平です!?」


「ああ、メンゴ、メンゴ。『椛をお嫁さん抱っこして』海に投げ捨てる、だったわ」


「坊ぼつちゃん、酷ひどい！　って、そんなこと書いてないじゃないですか、坊ちゃん！　ちゃんと『真っ直すぐ５歩、左に11歩』って！」


　椛の抗こう議ぎに悠真が酷く面めん倒どう臭くさそうな顔をする。





　結局、この調子で、悠真は全員どころか全員を何周も何周もお姫様抱っこした。


「もう腕うでがぱんぱんだよ!!　もう腕がぱんぱぱんだよ!!」


「なんでリズミカルになったなの!?」


「ていうか、浜はま辺べ、穴だらけなんだけど、もう１００個以上掘ったんだぜ？」


　湊みなとに言われて改めて浜辺を見み渡わたす。


「ロンダルキアに続く洞どう窟くつかよ。どこ歩いても落ちるぞ、こんなん。ていうか、椛、お前、こんだけあちこちにヒントが埋うまってたのに、１つも見つけられなかったのか……無能すぎるな……」


「わたくしは、もっとあっちの方を掘っていたからですっ」


「悠真、サボってないで、ちひゃーを見習って穴掘りするなも」


「千早が掘られる!!」


「悠真くん、嫌なこと言わないで……。……あ！　何か、板じゃないもの出てきたよ、悠真くん！……箱？　木製の……なんか、宝箱っぽい！」


「やっと当たりか!!」


　そう深い所に埋まっていた訳ではないが、ちょっと重めな宝箱を、みんなでせーのと持ち上げて引き上げる。


　宝箱と千早が形容したように、確かにその箱はお伽とぎ噺ばなしに出てきそうな装そう飾しよくのもので、恐おそらくガラス玉であろう色取り取りの宝石っぽい物がちりばめられた鉄のフレームに木の板が張り付けられていた。


「よし……開けるぞ」


　ゴクリと生なま唾つばを呑のみ込み、悠真が箱を開けるのを後ろからみんなが見守る。


　ばこっ！と思いの外大きな音を立てて開いたその中には……。


「……なにこれ？」


「オモチャのピストル型花火……？」


「いや、これは、信号弾だんの発射器なのではないか？」


　悠真の腕ほども太さと長さのある砲ほう身しんに、引き金とグリップがくっついたそれを取り出しながら、各おの々おのが疑ぎ問もん符ふを頭上に浮うかべた。


「信号弾……この状じよう況きようで脱出する為ための信号弾てことは……。救助信号か!!」


「恐らくな」


「撃うってみるなの！　悠真、早く、撃ってみるもん！」


「よし、分かった！　椛、そこに立ってろ！」


「なんでこっちに向けるんですか、坊ちゃん!?　怖こわい!!　酷い!!」


「いや、椛を助けてやろうと思って……」


「救助信号弾は、弾たまを打ち込まれた人が助けて貰もらえる訳じゃないよ、悠真くん？」


「ははは、それぐらい知ってるよ、千早」


「じゃあ、何でさっきからずっとわたくしの逃にげる方へ逃げる方へと銃じゆう口こうを向けてくるんですか、坊ちゃん!?」


「？？？」


「何ですか、その不思議そうな顔は!?」


「兄さん、無む駄だ弾はないみたいですから、ちゃんと上に向けて撃って下さい」


「よし、椛、上に大ジャンプだ」


「坊ちゃん、酷い！」


　椛がジャンプをしないので、悠真は諦あきらめて南の島のどこまでも青い大空に向け、引き金を引き絞しぼった。


　……と。


　バシュウウウウウ!!と銃口から放たれた信号弾が、濛もう々もうと煙けむりを棚たな引びかせて見えなくなるほど天空高く立ち上っていき、バッ!!と落らつ下か傘さんを開いて、光と煙を発しながらゆっくりと落ちてくる。


「これで助けが来る……って寸法か？」


「うむ、何事もなく脱出出来ればいいのだがな」





　　　　＊





　救助ヘリでも来るのかと炎えん天てん下かでしばらく待っていたが、一向にその気配はなく、痺しびれを切らした悠真達は、暑さに耐たえきれなかったこともあって、遊び納めとばかりに海で遊び始める。


　腰こしの辺りまで海に浸つかってビーチボールのトス合戦をしていて、波に流されそうになったボールを泳いで追う悠真が、水平線上に異変を見て取る。


「……？　なんだ、あれ？」


「どうしたなの、悠真？」


「いや、何か見えないか、あそこ？」


「……んん～？　どこなの？」


「それは教えられん」


「なんでなの!?　全く意味が分からないもん!!」


　特に意味はないようである。





　悠真の発見した豆まめ粒つぶのような物は、少しずつその大きさを増していき、数刻を経へてそれがなんであるのかは判明した。


「船、だな」


「それも随ずい分ぶん大きな船なの」


「そんなに大勢助けるつもりなのか……」


「何で満員にすること前提なの？」


　などと阿あ呆ほめいた会話をしている間に、その巨きよ大だいな船体は沖おき合あいに停止し、船から小こ舟ぶねが下ろされて真っ直ぐ悠真達の方へと向かってくる。


「あの巨きよ体たいで遠浅の海に入ってきたら間ま違ちがいなく座ざ礁しようするだろうからな。あれで我々をピックアップして、巨きよ船せんまで運ぶつもりか」


「そのようですね、紫苑」


　程ほどなくして漂ひよう着ちやくした無人の小舟に全員で乗り込み、巨船を目指す。


　かなり沖合まで出た頃ころ、悠真がふと、無人島を振ふり返った。


　それにつられて、紫苑達も小さくなっていく島を目を細めて眺ながめ遣やる。


「名残なごり惜おしいか？」


「ん……不気味に思ったこともあったけど、思い返してみると、楽しいことも多い懐ふところ深い島だったよな……」


「うん、面おも白しろいこといっぱいの島だったもん」


　悠真はみんなの万ばん感かんの思いを込めて、大きく手を振った。


「さらば……さらば、怨おん霊りよう島」


「悠真、なに変な名前付けてるなの!?」


「しかも、滅め茶ちや苦く茶ちや不ふ吉きつな名前だぜ!?」


「怨霊さんがいたのか!?　何でもっと早く言わなかったのだ、悠真!?」


　万感の思いはどこかへ行き、矢や鱈たらと揉もめまくる中、悠真達は巨大な船に横付けする。


「これが……俺達の乗る船……」


「船せん舶ぱく名が船体に書いてあるな」


「うん……『プレミアム・アドナキエル号』……」


　豪ごう華か客船、プレミアム・アドナキエル号。


　その名に不ふ吉きつな予感を覚える者はいなかった。


　……今は、まだ。





　プレミアム・アドナキエル号から下ろされた縄なわばしごを登り、甲かん板ぱんに降り立つと、そこには先程までいた自然味溢あふれる無人島とは別世界の、洗練されたセレブリティの雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


　高校の中に閉じ込められた時の閉へい塞そく感かんも──。


　無人島に閉じ込められた時の不安感も──。


　ここにはない。


　元いた場所へと戻もどれる……その安あん堵ど感かんを、この船の空気が全員に与あたえている。


　その安心が、自然、みんなの口元を綻ほころばせた。


「やぁっと家に帰れますね、兄さん……」


「ああ。長い閉じ込められ生活だった……。結局、何だったのかよく分からんが、兎とに角かく、これで脱出出来るな」


「でも……謎なぞが残るのは、少し、もやもやするもん」


「うむ、その点は珍めずらしく私も美羽に賛成だ」


　誰だれが、何の為に、自分達を密室に閉じ込め、恋こいすることを強しいたのか？


　それは結局、分からず終じまいであった。


「……ま、それは帰ってからゆっくり調べよう。俺達は、これでサヨナラ、って訳じゃないんだから」


　悠真の無邪気な笑え顔がおに、美羽と紫苑と椛と葵あおい子こと乃の々のと湊と千早がドキッと心臓を鳴らす。要は全員である。





　　　　＊





　……しかし。





　和なごやかな気持ちのまま、船の中へと入っていった悠真達は、華か美びに装飾された壁かべや天てん井じよう、照明、手て摺すり、絨じゆう毯たん……ありとあらゆる船内の物に感かん嘆たんの溜ため息を漏もらしつつも、微かすかな違い和わ感かんに気付いた。


「人の気配が……全然ない、な？」


「うむ、私も奇き妙みように思っていた。……何だか嫌いやな予感がする、な。……操縦室へ行ってみないか？」


　紫苑の提案に、皆みなが頷うなずく。


　船内へ入ってすぐの地図を見て、操縦室を見つけた悠真達はそちらへと歩を進めていった。


　船に降り立った時の晴れやかな気分は既すでになく、謎めいた気配が一同の周囲に漂い出す。


　果たして、その緊きん張ちよう感かんはあながち的外れでもなかった。


　辿たどり着いた重じゆう厚こうな扉とびらを開いた先には、無人の操縦室が広がっていたからである。


「……自動……操縦、か」


「うん、全部機械制せい御ぎよで行われているみたいだもん。これ……航路設定も、なんか一定時間毎ごとに再設定されてて、全然決まった場所に行ってる感じじゃないの」


「どこへ行こうとしているのかすら分からない……さながら、ミステリーシップだな……」


　悠真の呟つぶやきは、まさに、彼らの波は瀾らん万ばん丈じような船出を予感させる、薄うす気味の悪さを感じさせるものであった……。







つづく　













　あとがき







　東京こうていわ、竹たけ井い10とう日かです。


　脱だつ出しゆつしたければこんにちわ、は流石さすがに無理があったのか、誰だれも使わないので、いつもの挨あい拶さつに変えました。





　学園密室恋れん愛あいロワイヤル『ここから脱出でたければ恋こいしあえっ』２巻をお送りします。


　どのぐらいお送りするかというと、大体３００ページぐらいお送りします。２００ページぐらいしかない場合は、落丁ですので、角川さんが取とり替かえてくれます。詳くわしくは奥付にて。何で急に落丁本の話を？





　さて。ところで、この巻は無人島のエピソードな訳ですが、話を書ききってから、根本的な疑問にぶち当たりました。カバーのあらすじにもある通り、無人島に女の子沢たく山さんと閉じ込められているのに、何でこの主人公は脱出しようとか寝ねぼけたことを考えているんだろう？と。


　書き終わった後に気付いて良かったです。書いている途と中ちゆうでそれに気付いてしまったら、脱出を諦あきらめて、凄すごい勢いで南の島で遊びほうけているだけの巻になるところでした。危ない。どれぐらい危ないかというと、乃の々のの精神状態くらい危ないです。めっちゃ危ないな！


　この物語では脱出したいので、恋し合う訳ですから、ということは、脱出したくない場合は恋し合わないということです。


　つまり、南の島で女の子いっぱいの状じよう況きようだけど、恋し合わないでいないと、いつまでも南の楽園でラブラブ楽しく出来ない訳ですが、女の子と楽しく遊んでいればそのうち恋もするでしょうから、やっぱり脱出してしまうことになるのでしょう。


　なかなか巧こう妙みように考えられた仕組みだな!!


　という訳で、途中で疑問に突つき当たっても大だい丈じよう夫ぶなようになっていたようです。乃々の精神状態ほどは危なくないみたいです。良かった。昔の竹井10日は割と緻ち密みつだな！





　そんな南の島の水着回という訳で、イラストのかれいさんの腕うでの見せ所でした。どの水着もなかなかのものでしたが、やはり、表紙の紫し苑おん先せん輩ぱいと、新キャラ葵あおい子こ先せん輩ぱいの年長コンビがいいですね!!　かれいさん、グッジョブでした!!　ありがとうございます！


　そして、この巻の途中から新担当編集さんとのコンビになりました。イニシャル的には前担当さんと同じなんですが、１巻の時、取材に連れて行って下さった方のＩさんが担当して下さることに。脱出恋に影えい響きようを与あたえた方とのお仕事ということで、不思議な縁えんですね。非常に繊せん細さいなセンスのご意見を下さるので、勉強になります。一いつ緒しよに頑がん張ばっていきたいと思います！


『東京皇こう帝てい』から長らく担当して下さったＩさんにも、この場をお借りしてお礼を申し上げます。ずっと、作品を何段階も良くしていただく助言をして下さっていました。本当にありがとうございました！　お疲つかれ様でした！





　さて、それでは、あとがきもこの辺にして、次のページあたりから、そろそろ３巻のプロローグを始めましょうか。


　え!?　２巻の最後に３巻のプロローグを入れるの!?　それ、３巻のプロローグじゃなくて、２巻のエピローグの続きじゃね!?


　と、自分でうっかりした自分の言葉に驚おどろいたところで、お別れのお時間となりました。





　あ、最後にちょっぴりだけ宣伝を……。８月は竹井10日祭りということで、この『ここから脱出たければ恋しあえっ』２巻の出た翌日８月２日には、講談社ラノベ文庫さんから出ている『彼女がフラグをおられたら』３巻とコミカライズ２巻。ちょっと空いて18日には一迅社文庫さんから『10歳の保健体育』５巻＆超ちよう豪ごう華かキャストのドラマＣＤ付き特装版が出ます。


　なんと１ヶ月に３作品が発売されますので、是ぜ非ひ、このビッグウェーブに乗って下さい！





　そして、お待たせしました、８月の祭りの次は順調にいけば、いよいよ『東京皇帝☆北条恋歌』10巻にてお目にかかることが出来るかと思います。


　その日が来るまで、皆みなさん、お元気で!!
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